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茨城県は，21世紀の社会として，高齢者や障害者をはじめ，誰もが

安心して生き生きと生活できるよう福祉◎医療e健康増進◎生きがい

づくり等の機能を備えた，総合的な「人にやさしいまちづくり」のモ

デルとなる新たなまちづくりを計画しています。このような状況の中

で，やさしさのまち「桜の郷」整備推進事業が計画されたもので，そ

の予定地内には宮後遺跡をはじめ，石原遺跡，大塚遺跡，桐山遺跡等

多くの遺跡が所在しております。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県と埋蔵文化財発掘調査事業につ

いての委託契約を結び，平成10年4月から平成12年3月まで宮後遺跡

の発掘調査を実施してまいりました。この調査によって貴重な遺構，

遺物が検出され，郷土の歴史を解明する上で多大な成果をあげること

ができました。

本書は，平成12年3月刊行された『石原遺跡』の報告書に続き，宮

後遺跡の調査成果を収録したものであります。本書が学術的な研究資

料としてはもとより，教育，文化の向上の一助として広く活用される

ことを希望いたします。

なお発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県か

ら多大なるご協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上げます。

また茨城県教育委員会，茨城町教育委員会，茨城町特定開発課をは

じめ，関係各機関及び関係各位からいただいた御指導，御協力に対し，

衷心より感謝の意を表します。

平成14年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



田

ユ　本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成10弓1年度に発掘調査した，茨城県東茨

城郡茨城町太字近藤に所在する宮後遺跡の発掘調査報告書である。

2　本書が報告の対象とするのは，宮後遺跡18384・5区の縄文時代の遺構と遣物である。

3　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下の通りである。

調　査　平成10年4月1日～平成12年3月31日

整　理　平成12年4月1日～平成13年3月31日

4　当遺跡の発掘調査は，平成10年4月はト平成H年3月31日まで調査第一課長沼田文夫の指揮のもと，調

査第1正長瓦吹堅，主任調査員村上和彦言廿叉清明，長谷川聡，副主任調査員皆川像田原康司が，平成11

年4月つつ］～平成12年3月31日まで調査第一課長阿久津久の指揮のもと，調査第1正長瓦吹堅，主任調査員

酎離紀雄言l伐清乳野田良直，藤田哲也，和田清典，吹野富美夫，長谷川聡夕副主任調査員浅野和久，田

原康司，荒蒔克一郎が担当した。

5　当遺跡の整理及び本書の執筆e編集は，整理課長川井正一の指揮のもと，主任調査員野田良直，川又清乳

吹野富美夫言責野和久が担当した。執筆は，第1・2章，第3章第2節を川又が，第3章第3節3（1）フラス

コ状土坑（第1～352号土坑，第683～948号土坑）言2）土坑墓言3）陥し穴言4）その他の土坑を野田が，第3

章第1乳第3節3（1）フラスコ状土坑（第353～682号土坑），4遺物包含層，第4節を吹野が，第3章第3節

1竪穴住居跡タ　2屋外炉，5遺構外遺物を浅野が担当した。レイアウト及び校正については，主任調査員和

田活典，副主任調査員荒蒔克一郎の協力を得た。

6　本書の作成にあたり，縄文土器の地域的様相については，財団法人とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財セ

ンター塚本師也氏・江原英氏財団法人いわき市教育文化事業団中山雅弘氏・小幡成雄氏，財団法人郡山市

埋蔵文化財発掘調査事業団押山雄三氏e工藤健吾氏・目塔とも子氏に，石器と石製品の石質については，高

野淳氏にそれぞれ御指導いただいた。

7　発掘調査及び整理に際し，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表

します。



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を用いて区画し，宮後遺跡はⅩ軸＝＋36，040m，Y軸

＝＋51，840mの交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，

南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3

・‥とし，その組み合わせで「Al区」，「B2区」のように呼称した。さらに，小調査区も同様に北から南へ

a，b・C…j，西から東へ1，2，3…0と小文字を付し・名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal」，rB2b2」

のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次の通りである。

遺構　住居跡－SI　土坑－SK　堀・溝qSD　掘立柱建物跡－SB　遺物包含層－SX

遺物　土器－P　土製品－DP　石器・石製品－Q　金属製品－M　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構及び遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

炉・焼土　一一一一一硬化面　●土器　○土製品　□石器・石製品　△堅呆類・種子

4　土層観察と遺物における色調の判定は・『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺構全体図は縮尺250分の1とし，各遺構の実測図は，60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1に縮尺した0種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては

個々に縮尺をスケールで表示した。

6「主軸方向」は，炉を通る軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とみなし，その主軸が座標北からみ

て，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　N－100　－E）0なお，現存値は（）で，推

定値は［］を付して示した。

7　土器の計測値は，口径－A　器高一B　底径－Cとし，単位はcmである。なお，推定値は［］を付して

示した。

8　遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測番号（P），その他必要と思われる事項を記した。

9　遺構番号については，調査区を5地区に分けて調査を併行して進めたため，番号の4ケタに地区の数字を

冠して付けた0報告では，遺構ごとに全地区をまとめた番号に改めた。なお，発掘番号と報告番号の対照に

ついては，一覧表で記載した。
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コード

市町村番号
北 緯 東経 標高 調査期間 調査面積 調査原因

みや　うしろ　い　　せき
宮　 後　 遺　 跡

いばらきけんひがしいばらき
茨城県東茨城 0 8 3　0 2 36度 140度 24 19980401 やさしさのまち
ぐんいばらきまちおおあざ
郡茨城町大字 ！ 19分 24分 ′、　） ′　＼　．′ 39，064m 2 「桜の郷」整備

こんどうあざみやつけ
近藤字宮附222

番地の 3 ほか

2 2 8 21秒 45秒 29m 20000331 事 業に伴 う事

前調査

所 収 遺 跡 名 種　 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 ！ 特 記 事 項

宮　 後　 遺　 跡 集落跡 縄文時代前期 竪穴住居跡　 1軒 縄文土器 （探鉢）　 縄文時代から中世に

縄文時代中期 竪穴住居跡　 42軒 縄文土器（探鉢 ・浅 かけての複合遺跡で

屋外炉　　　 8 基 鉢），土製品 （土器 ある。縄文時代には，

土坑　　　　 948基 片円盤 ・土錘），石 中期中葉から後葉に

陥し穴　　　 6 基 器 （石斧 ・石鉄 ・ かけて，大規模な環

遺物包含層 1 か所 石皿 ・磨石 ・凹石），

石製品 （薪翠製大

珠 ・石棒 ・石錘）

状集落が形成 され，

その中央部に土坑墓

群が分布 していた。

土坑墓からは，素翠

製の大珠が出土 して

いる。
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第且章　調　査　経　緯

第温節　調査に至る経緯

やさしさのまち「桜の郷」整備事業は，福祉・医療・健康増進・生きがいづくり等の機能を備えた，高齢化

社会に対応できる総合的な「人にやさしいまちづくり」のモデルとなる新しいまちづくりプロジェクトであり，

茨城県のほぼ中央に位置する茨城町において整備を目指している。

工事に先立ち，平成9年1月20日，茨城県は，茨城町教育委員会に工事予定地内における埋蔵文化財の所在

の有無及びその取り扱いについて照会した。茨城県教育委員会は，平成9年3月14日から，近藤・大戸地区の

試掘調査を実施し，工事予定地内に宮後遺跡，石原遺跡，大塚遺跡，桐山遺跡が所在する旨を茨城県に回答し

た。茨城県は，平成10年3月2日，茨城県教育委員会にその取り扱いについて協議を求めた。茨城県教育委員

会は，遺跡の取り扱いについて茨城県と協議を重ね，現状保存が困難であることから，平成10年3月31日，茨

城県に対し，宮後遺跡，石原遺汎大塚遺帆綱山遺跡を記録保存とする旨の回答を行い，調査機関として財

団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県と茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成10年4月1日から平

成11年3月31日にかけて，宮後遺跡，石原遺跡の発掘調査を実施することとなった。そのうち宮後遺跡につい

ては，表土除去後に確認された業務量をもとに委託者及び茨城県教育委員会文化課と協議の結果，調査期間が

1年間（平成12年3月31日まで）延長された。平成11年度は，宮後遺跡の残り2e4・5区，大塚遺帆綱山

遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調　査　経　過

宮後遺跡の発掘調査は，平成10年4月1日から平成12年3月31日までの2年間にわたって実施した。以下，

宮後遺跡の調査の経過について月ごとに略述する。

平成10年度

4　月　6日に現地踏査をし，茨城町教育委員会・特定開発課・建設課との打ち合わせを行った。20日に進入

路工事を開始し，27日に事務所建設が終了した。調査区域内に存在する樹木を伐関するための数量調査

を行った。

5　月　6日から調査補助員を雇用し，諸設備の整備，遺跡内の清掃を開始した。10日には，発掘調査の円滑

な推進と作業の安全を願って安全祈願祭を挙行した。式後，トレンチ及びグリッドを設定し，試掘を開

始した。試掘終了後の22日から，1区の人力表土除去及び遺構確認作業に入った。

6　月　人力表土除去及び遺構確認作業を進めるとともに，17日から1区の遺物包含層の調査に入った。24日

から重機を導入し，1区から表土除去及び遺構確認作業に入った。

7　月　1日から業者委託による山林部（5区）の伐問作業に入った。引き続き重機による表土除去及び遺構

確認作業，遺構調査（竪穴住居跡1軒，土坑14基終了）を行った。1・2区の遺構確認状況から，遺構

の重複が激しいことが分かった。

8　月　3日に重機による表土除去が終了した。3～5区の遺構確認作業を急ぎ進めた。遺構調査も行い，竪

－1－



穴住居跡3軒，土坑41基の調査を終了した。

9　月　引き続き遺構調査を行うとともに，全体の業務量を算出した。29日までに竪穴住居跡1軒，土坑64基，

溝2条，遺物包含層1か所の調査を終了した。

10　月　今後の業務量検討の結果から，7日に調査期間の変更連絡があり，本年度の調査は宮後遺跡の1・3

区及び石原遺跡となり，2・4・5区の調査は，次年度に延期された。引き続き遺構調査を行い，29日

までに竪穴住居跡7軒，土坑94基，溝3条の調査を終了した。

11月　継続して遺構調査を行い，竪穴住居跡14軒，土坑117基，溝3条，遺物包含層1か所の調査を終了し

た。

12　月　引き続き遺構調査を行い，土坑65基，溝3条の調査を終了した。

1月　3区の遺構調査に入った。竪穴住居跡11軒，土坑98基，溝3条の調査を終了した。

2　月　25日に航空写真撮影を，27日には現地説明会を行った。竪穴住居跡20軒，土坑159基，溝1条の調査

を終了した。

3　月15日に委託者並びに茨城町教育委員会に対する業務報告会を行った。24日に整理センターに遺物搬出

をし，安全対策を含めた撤収作業を完了し，現場事務所を閉鎖して本年度の現地調査をすべて終了した。

平成11年度

4　月　諸準備後，15日からフラスコ状土坑が密集する2区の遺構調査及び1区の補足調査に入った。

5　月　1区の補足調査終了後，4区の遺構調査及び5区の伐根に入った。竪穴住居跡3軒，土坑102基，溝

3条の調査を終了した。

6　月　引き続き2・4区の遺構調査を行うとともに，5区の遺構調査に入った。竪穴住居跡16軒，土坑75基，

掘立柱建物跡1棟，溝3条の調査を終了した。

7　月　引き続き遺構調査を行い，竪穴住居跡18軒，土坑49基，遺物包含層等の調査を終了した。

8　月　継続して遺構調査を行い，竪穴住居跡11軒，土坑106基等の遺構調査を終了した。

9　月　引き続き遺構調査を行い，竪穴住居跡25軒，土坑197基，掘立柱建物跡7棟等の遺構調査を終了した。

10　月　継続して遺構調査を行い，竪穴住居跡6軒，土坑112基，掘立柱建物跡6棟等の遺構調査を終了した。

11月　2区北側では，遺構の重複が激しく，当初予定していた業務量より多いことが判明したので，再度宮

後遺跡，大塚遺跡，綱山遺跡の残りの総業務量を算出し，業務変更の打ち合わせを持った。協議の結果，

大塚遺跡の遺構調査を途中で終了し，宮後遺跡の2区南側の調査に入ることになった。竪穴住居跡5軒，

土坑217基，掘立柱建物跡5棟等の遺構調査を終了した。

12　月　大塚遺跡調査斑が，2区南側の遺構調査に入った。27日までに竪穴住居跡8軒，土坑201基，掘立柱

建物跡12棟，溝7条等の遺構調査を終了した。

1月　5日から調査を開始し，竪穴住居跡8軒，土坑201基，掘立柱建物跡12棟，溝7条等の遺構調査を終

了した。

2　月　6日に現地説明会を行い，2・4・5区の遺物及び出土遺物を公開した。28日に5区の調査が終了し，

2区の調査を残すだけになった。竪穴住居跡22軒，土坑331基，掘立柱建物跡12棟，溝1条の調

査を終了した。

3　月　2日に委託者並びに茨城町教育委員会に対する業務報告会を，9日に航空写真撮影を行った。24日に

は，2区の補足調査を終了させるとともに，整理センターに遺物搬出をし，安全対策を行った。27日に

は撤収作業を完了し，現場事務所を閉鎖してすべての現地調査を終了した。
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第2章　位　置　と　環　境

第1節　地理的環境

宮後遺跡は，茨城県東茨城郡茨城町大字近藤字宮附222番地の3ほかに所在している。

茨城町の地形は，町のほぼ中央部を東流する渦沼川と，その東に展開する渦沼によって，台地を南北に二分

されている。北部の台地は，標高25～30mの東茨城郡北部台地の先端部を形成し，北西から流れる渦沼前川を

含む大小の支谷が渦沼を中心に南面して開口している。南部に発達する台地は，西から大谷川，南から寛政川

が渦沼に流入し，その間に大小多数の支谷が台地深くまで侵入し，北部台地に比べて起伏も多く一層複雑な地

勢を成している。これらの河川流域の沖積低地は水田として，台地は畑地・果樹園として利用されている。

地質をみると，台地を形成している最も古い地層は新生代第三紀の地層で，岩質は泥岩で水戸層と呼ばれて

いる。水戸層の上には第四紀の地層が不整合に堆積している。粘土・砂からなる見和層，礫からなる上市層，

灰褐色の常総粘土層，関東ローム層の順に重なっており，これらの地層はいずれもほぼ水平層である。

当遺跡は，茨城町の北西部の近藤，大戸地区にあり，渦沼前川の支流である小橋川に開析された標高25～29

mの台地縁辺部に位置している。当遺跡の東側は小橋川から延びる小支谷が入り込んでおり，水田として利用

されている。調査前の現況は陸田・畑地・山林である。

第2節　歴史的環境

当町周辺は言固沼を中心として，渦沼川，渦沼前川など水運に恵まれ，古代から人々が生活を営む場として

は絶好の舞台となってきたため，縄文時代から中・近世にかけての遺跡が数多く存在している（第1図）。ここ

では，宮後遺跡に関連する主な遺跡について，時代別に述べることにする。

（1）縄文時代
みやうしろ

宮後遺跡〈1〉に当時の人々の痕跡が確認されるようになった縄文時代前期前半は，縄文海進により海水面
こづる　　　　　　ひがしやま

が現在より高かったことが想定される。渦沼川及び渦沼前川流域では，小鶴遺跡〈14〉，東山遺跡〈16〉，シッ
ざわ　　　　おくのや　1）　　　　　　　　　　　　こやす　　　　　　　　　　　　みなみこわり　2）

ペイ沢遺跡〈17〉，奥谷遺跡〈27〉などに小集落が営まれ，越安貝塚〈23〉，シッペイ沢遺臥南中割遺跡〈41〉

などでは貝塚が形成された。
つかこし

中期後半になると，前期より遺跡数が増加し，当遺跡のような大きな集落が営まれるようになった。塚越遺
あかさかみなみつぼ　　　　　あまこざき

跡〈12〉，赤坂南坪遺跡〈26〉，天古崎遺跡など，町内全域で見られるようになる。

後期になると遺跡数が減る傾向にあり，当遺跡でも後期の土器片は数片が確認されただけである。

（2）弥生時代
やぐら

当遺跡と同時期の後期後半（十王台式期）の集落として，渦沼前川流域には，平成7年度に調査された矢倉
3）　　　　　　　　　　　　　おおばたけ　4ノ　　　　　　　　　　　　　　いしはら　5）

遺跡〈8〉，平成8年度に調査された大畑遺跡〈9〉，平成10年度に調査された石原遺跡〈2〉，平成11年度に
おおつか　　　　　　　　　　　とうかみや　　　　　　おおど

調査された桐山遺跡〈4〉，平成11・12年度に調査された大塚遺跡〈3〉，その他には稲荷宮遺跡〈5〉，大戸
しもごう

下郷遺跡く7〉，台畑遺跡などがあり，遺跡数が多い。この時期には言固沼川流域を中心とする文化圏があっ

たことが想定されている。十王台式期の遺物を比べると，矢倉遺跡，大畑遺跡，石原遺跡，桐山遺跡，大塚遺

跡及び当遺跡とでは頚部文様の施文及び範囲などに違いが見られることから，遺跡間の継続的なつながりが考
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えられる。また，十王台式土器と違う文様の土器も出土しており，他地域との交流が想定される。

（3）古墳時代

古墳時代になると遺跡数が増加する。平成10年度に調査された石原遺跡，平成11年度に調査された桐山遺跡，

平成11012年度に調査された大塚遺跡では，弥生土器と土師器が一緒に出土した住居跡が確認され，弥生時代

から古墳時代に移るこの地域の様相を知る手がかりになると思われる。滴沼前川の下流に位置する奥谷遺跡か
6ノ

らほ，古墳時代前期の豪族居館跡の溝や住居跡が言固沼前川を挟んで対岸の台地上に位置する南小割遺跡から

も，前期の小波状目線をもつ土器や住居跡が確認され，近くには昭和60年の周溝の調査で，茨城町地方では最
たからづか

も古い時期（4世紀末～5世紀初頭）に位置づけられた前方後円墳である宝塚古墳く25〉がある。それに続く
71

中期から後期にかけての古墳が61基，埴輪製作跡の小幡北山埴輪製作址〈31〉がある。後期の大きな集落とし

て前述の奥谷遺跡・南小割遺跡などがある。

（4）奈良∴平安時代

律令制下の奈良・平安時代の茨城町域は，那賀郡八部郷，茨城郡島田e安侯e白川郷，鹿島郡宮前郷に属し
8）

ていた。この時期の遺跡は，町内全域に確認され，100遺跡を数える。奥谷遺跡からは，百数十点の墨書土器

のほか円面硯や刀子が出土している。特に，墨書の「曹力司」は，宮中8官街などの庁舎・宿直所・局・部屋
9）つら

などの意味があり，当時の奥谷遺跡が官街的あるいは公共的な施設を含む集落であったことを示している。面
やま　　　　　　　　　　　はじ

山遺跡〈28〉からは，「土師神主」と書かれた墨書土器が，大山原からは，「前家口□」と書かれた須恵器埠が
ユ0）

出土している。隣接する大塚遺跡からは「コ」の字状に並ぶこの地域の中心的な遺構と考えられる掘立柱建物

跡群が確認され，墨書土器や円面硯・灰和陶器も出土している。桐山遺跡でも掘立柱建物跡が確認され，円面

硯・灰粕陶器・墨書土器も出土しているので，3遺跡の関連が注目される。

（5）中世・近世

常陸大株氏系の吉田活幹に始まる大戸氏一族の所領であった前田地区の万乗山地区からは，13世紀前半と思
11）

われる「青白磁蓮牡丹文梅瓶」が出土している。渦沼前川・渦沼川沿いには，当時も有力な氏族がいたことが

うかがえる。
おばた

中世の遺跡は，主に城館跡である。現存する町内の城館跡の中で小幡城跡が最大規模であるが，築城者につ
みやがさき　12）えびさわ　　　とりはた　　　おくのや　　　いいぬま　　　やたべ

いては不明である。他に，宮ケ崎城跡，海老沢館跡，鳥羽田城跡，奥谷館跡，飯沼城跡，谷田部城跡，水戸市
ひらす

平須館跡〈32〉などが所在している。奥谷遺跡からは，堀，地下式壕，方形竪穴状遺構，土坑，井戸跡が確認

され，土師質土器や陶器が出土している。大畑遺跡からは，堀を除く同様な遺構・遺物が出土している。

近世になると，町の中心部を南北に走る水戸街道に沿って，長岡，小幡は宿駅として発展した。滴沼南岸の

綱掛，宮ケ崎，海老沢は水上交通の要所として栄え，水戸藩をはじめ，仙台藩など奥州諸藩と江戸を結ぶ物資

輸送の中継地として重要な役割を果たしていた。

※　文中の〈　〉内の番号は，表1，第1図の該当番号と同じである。
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図

第1図　宮後遺跡周辺遺跡分布図（1）

－　6　－



表瑠　宮後遺跡周辺遺跡一覧表

番

遺　 跡　 名

。‾亨

市町村

遺跡番号

時　　　　　 代
番　。

亨

遺　 跡　 名 市町村

遺跡番号

時　　　　　　 代

旧

石
器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

e
平

中

近
世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°
平

中

近
世

① 宮　後　遺　跡 302－093 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 越　安　貝　塚 302－066 ○

2 石　原　遺　跡 302－220 ○ ○ ○ ○ 24 小　堤　貝　塚 302－067 ○ ○ ○ ○

3 大　塚　遺　跡 302－107 ○ ○ ○ ○ ○ 25 宝 塚　古 墳 302－017 ○

4 桐　 山　遺　跡 302－219 ○ ○ ○ ○ ○ 26 赤坂南坪遺跡 302－030 ○ ○ ○

5 稲荷官 遺跡 302－094 ○ ○ ○ 27 奥　谷　遺　跡 302－123 ○ ○ ○ ○

6 上 の前 遺跡 302－118 ○ ○ ○ ○ 28 南　山　遺　跡 302－039 ○ ○ ○

7 大戸下郷遺跡 302－077 ○ ○ ○ ○ 29 小 山台遺 跡 3021121 ○ ○ ○

8 矢　倉　遺　跡 302－109 ○ ○ ○ ○ 30 下土師遺跡 302－029 ○ ○ ○

9 大　畑　遺　跡 302－078 ○ ○ ○
o io
○ 31 近藤 前遺跡 302－182 ○ ○ ○

巨0
宮　上　遺　跡 302－119 ○ ○ ○ ○ 32 八幡 山遺跡 302－183 ○ ○ ○

11 中　畑　遺　跡 302－032 ○ ○ ○ ○ 33 猫　崎　遺　跡 302－185 ○ ○ ○

12 塚∴越　遺　跡 302－111 ○ ○ ○ 34 寺　坪　遺　跡 302－187 ○ ○ ○ ○

13 富士 山遺跡 302－031 1 ○ ○ 0 1 35 後 久保遺跡 302－189 0 1
1

14 小　鶴　遺　跡 302－134 ○ ○ 36 長岡神宮寺遺跡 302－190 ○ ○

15 山　中　遺　跡20上157 i
i

i

！

i
i

i

i

○！

○！

○！

o i
o i

○！

○i
i

○i

o i
i

o i
i

！
i

i

o i

o i
o i

○！

○！
○！

○！
！

！

○i
i

○！

○！

○！
○！

○！

37 蔵　作　遺　跡302－195
i

i
i

○！

○i
i
！

○！

○i

o i
○！

○！

0 1
！
！

！

○！
！

i
i

i

i
！

○i

o i

○！
i

o i

○！

○！
！

i

o i

○
○i

i

○

○

16 東　 山　遺　 跡 302－092 38 三 ツ塚 遺 跡 302－197

17 シッペイ沢遺跡 302－138 39 仲　 丸　 遺　 跡 302－201

18 東　畑　 遺　 跡 302－091 40 北 山 東 遺 跡 302－203

19 下土師東遺跡 302－122 41 南 小 割 遺 跡 302－216

20 高　 山　遺　 跡 302－120 42 大　 作　 遺　 跡 302－2 18

2 1 大戸神宮寺遺跡 302－108 43 小幡北山埴輪製作遺跡 302－080

22 上野堀ノ内遺跡 302－110 44 平　 須　 館　 跡 201－158
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第2関　宮後遺跡周辺遺跡分布図（2）



ノ／、二　　　′　／、　∴　‥　　′、、

／、　　　、、′′．′ら　つl　左

常夜遺跡は，東茨城郡茨城町太字近藤字宮附222番地の3ほかに所在し汐茨城町の北西部に位置している。

遺跡の時期はタ旧石器時代から近世にまでわた娠主体は縄文時代と奈良e平安時代である。特に芦縄文時代

の遺構はタ　調査区北部の1区と2区に集中している。

検出された縄文時代の遺構は　竪穴住居跡摘軋屋外炉は基タ　その他の土坑を含めたフラスコ状土坑2015

教士坑墓器基　陥し穴9基夕遺物包含層且か所等である。それらの遺構の時期は，前期前葉に比定される

もの芦中期中葉から複葉までに比定されるもの資そして出土遺物がなく時期が特定できないものに太別できる。

前期前葉の遺構は調査区南部の5区から竪穴住居跡l軒が検出されぎ良好な一括遺物が出土している。中期中

葉から複葉にかけての遺構はl区と2区の北部に密集し　直径が蟻mに及ぶ環状集落を形成している。調査

区内における遺構の分布状況をみるとタ集落は全体の南半分にあた軋集落は調査区の北側に　広がっている

ことが考えられる。環状集落の中央部にあたる径40mの範囲には土坑墓が密集しタ墓域をなしている。墓域は

且区と2区にまたがってあ娠　区では撹乱が著しいため残存状況は不良であるがタ調査2区ではま坑墓が墓

域の中央部を中心に放射状に配列されていた。墓域の周囲には竪穴住居跡とフラスコ状士坑が巡っている。竪

穴住居跡とフラスコ状土坑は濃密に分布しているため重複が著しくタ　中葉の遺構は複葉の遺構に掘り込まれて

いるものがほとんどで全容が確認できるものは少ない。特にタl区における竪穴住居跡はタ撹乱部分が多いた

めそのほとんどが炉とピットだけを確認したにとどまっている。時期が特定できない縄文時代の遺構としてほ

陥し穴がありタ　その分布は疎らである。今回の報告はiぁ3の485区における縄文時代の遺構と遺物である

ため資その内竪穴住居跡墟軒　屋外炉　基，その他の士坑を含めたフラスコ状土坑588基，土坑墓主軋陥し

穴6基，遣物包含層1か所を報告する、ナ

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に638箱が出土している。縄文時代の遺物はタ縄文土器（探鉢e

ノ　　　∴′′　′－　′　′　　　一・一‘・・・シー・・当．・′　′　′一言　一一一　十！　く′・一、一！一！

斧の磨製石斧8着匙の石鉱のスタンプ形石器九着製品（太珠津ある。本遺跡における遺物の特徴としてほ，中

期中葉の時期に産地の阿王台式Ⅲ欄土器と共に太木8a式土器と七朗内Ⅲ群土器が出土しタそれにわずかで

はあるが勝坂Ⅲ式土器が伴出することタ士坑墓から出土した素翠製太珠を含め4点の素翠製太珠が出土してい

ることである。これらの資柳も茨城県中央部における中期中葉の土器様相と拠点的集落の様欄を解明するた

めの好資料となるであろう。

第2節　基　本　層　序

当遺跡の2区中央部は3区）にテストピットを設定しタ深さ2。5mまで掘り下げて，士層堆積状況（第3師

を確認した。

第　～　層は，購cm前後の厚さで，黒褐色の耕作土層である。

′1ノー－．ノ　′、　∵、′ノ　　　　　　　′．、ノ　　／研く－‥　′∴′　　′。－、′ノ′ノ

第5層は，6～14cmの厚さでタ　白色礫を微量含んだ褐色のソフトローム層である。
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第3因　基本土層図

第6層は，30～48cmの厚さで，褐色のハードローム層で

ある。

第7層は，18～24cmの厚さで，褐色のハードローム層で

ある。第二黒色帯（BBⅡ）と考えられる。

第8層は，16～40cmの厚さで，鹿沼パミス小ブロックを

中量含んだ褐色のハードローム層である。

第9層は，30～38cmの厚さで，鹿沼パミス中ブロックを

中量含んだ褐色のハードローム層である。

第10層は，32～40cmの厚さで，橙色の鹿沼パミス層であ

る。

第11層は，10～16cmの厚さで，暗褐色のハードローム層

である。

第12層は，10～20cmの厚さで，黒色粒子を微量含んだ褐色

のハードローム層である。

第13層は，12～24cmの厚さで，褐色のハードローム層で

ある。

住居跡・土坑等の遺構は，第5層上面で確認した。

－10　－



第3節　遺構　と　遺物

1　竪穴住居跡

1・3・4・5区の調査において，縄文時代の竪穴住居跡43軒を検出した。以下，それらの住居跡について

記載する。

第2号住居跡（第4・5図）

位置　調査1区の北西部，B4b3区。

重複関係　第128・129・272号土坑の上に本跡が構築されており，本跡が新しい。第44・74・130号土坑と重複

するが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径6．12m，短径4．88mの楕円形である。

主軸方向　N－400　－W

壁　壁高は8～25cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部から北部にかけて一部が硬化している。

ピット14か所（Pl～P14）。その性格はいずれも不明である。

炉　中央部に付設されている。南東側のほぼ半分が撹乱を受け，長径及び短径は不明であるが，楕円形を呈す

る地床炉と考えられる。床面を18cmほど掘りくぼめており，炉床は，火熱により赤変硬化している。
炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量

2　赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，炭化粒子微量



く＝：二二＞

第5図　第2号住居跡・出土遺物実測図
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啓丑　9層からなり，レンズ状に堆積することから，自然堆積である。
土層解説
1黒　色　炭化粒子・ローム小ブロック0ローム粒子中量，炭化材少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック・ローム中ブロック・。ーム小ブロック中量，炭化凝子少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子eローム中ブロック微量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム小ブロック多量，炭化粒子・ローム粒子中量，炭化材少量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
8　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
9　明褐色　ローム太ブロック多量

遺物　復元可能土器1点を含む縄文土器片ユ80息打製石斧4点が出土している。うち，縄文土器5点，打製

石斧4点を抽出e図示した。4は深鉢の胴部片で床面から，2は深鉢のロ綾部片，3ほ深鉢の頚部片でいずれ

もほぼ床面から，1は深鉢の目線部から頸部にかけての破片で，南東壁際の床面から覆土中層にかけて，5は

壷の目線部片で覆土中層から出土している。6～9は打製石斧で，6ほ覆土下層から，7～9は覆土上層から

出土している。

所凰　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表（第5図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色訴「 焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A　 2 2 ．0 ロ綾部 か ら頚部 にか けての破片。頚部 は外傾 して立 ち上 が り， 長石 ・石英 P 20 02　 20％
縄文土器 B （9 ．8 ） 目線部 は開 きなが ら内攣す る。 ロ緑部 は楕 円形 の区画文 が，頸 にぷい褐色 PL 2 1

部以下 は 「n 」 字状文の磨消懸垂文が ，それぞれ 8 単位づ つ施

されている。　 R L の単節 縄文が， 区画文内には横方向 に，頚

部以下 には縦方 向に充填 されている。

普通

2

探　　 鉢 B （5 ．6 ） 目線部片。隆帯 と洗練 に より文様 を措出 してい る。地文 はL R 長石 ・石英 ・雲母

TP2 00 1　 5 ％縄文土器 の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。 にぷい褐 色

普通

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 頚 部片。隆帯 と洗練 によ り文様 を措出 している。地文は R L の 長石 ・石英 ・雲母

TP20 02　 5 ％3 縄文土器 単節縄 文を 横方 向に施 している。 灰 白色

普通

4

深　　 鉢

縄文土器

B （6 ．6 ） 胴部片 。 3 条一組の沈線 を懸垂 させ ，洗練 間を磨 り消 している。長石 ・石英 ・雲母

TP20 03　 5 ％地文 はL R の単節縄 文を縦 方向に施 している。 にぷい黄橙色

普通

ニ土ご恩 B （4 ．6 ） 目線部片。 目線 部は直立する。 目線部 と胴部の境 に 2 列 の刺突 長石 ・石英 ・雲母

T P2 00 4　 5 ％5 縄文土器 文 を有す る隆帯 を巡 ら している。 橙色

普通

図版番号 器　 種

計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

6 磨製石斧 12．9 4．1 1．3 85．4 緑 泥 片 岩 撥形。刃部 を研磨 している。 Q 20 0 1 P L 4 5

7 打製石斧 8．2 5．9 1．6 77．4 粘　 板　 岩 分銅形 。下幅が やや広 く，挟 入部 は深い。 Q 20 02　 PL 45

8 打製石斧 10．0 6．9 2．2 13 2．1 安　 山　 岩 分銅形。下幅が広 く，挟入部 は深 い。 Q 20 03　PL 45

9 打製石斧 ・中　 4・5 1・7 ！ 84・6 粘　 板　 岩 分銅形。上下幅がほぼ均等。挟入部は浅い。 Q 200 4　PL 45

第5号住居跡（第607図）

位置　調査1区の北西部，B4f6区。

重複関係　第63el12弓14・121e123弓24・131弓99号土坑の上に本跡が構築されており，本跡が新しい。

第10号住居跡及び第113・1708178号土坑と重複するが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形・ピットの配列から，長径7。32m，短径6。93mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－90　－E

壁　北壁の一部が残存しており，壁高は18cmで，外傾して立ち上がる。

床　残存する床面は平坦で，中央部にある炉の北西部及び南東部の一部が硬化している。

－13　－
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第7図　第5号住居跡・出土遺物実測図

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・P3～P5は径30～48cmの円形，P2は長径62cm，短径54cmの楕円形で，

深さは68～100cmである。規模と配列から主柱穴と考えられる。

炉　石園炉（炉1）及び地床炉（炉2）が重複して検出された。ともに中央部に付設されている。地床炉は南側を石

囲炉に掘り込まれており，石囲炉の炉石の内側のみが火を受けて赤変していることから，地床炉が石囲炉より

古いと考えられる。地床炉の現存部は長径72cm，短径48cmで，楕円形を呈すると考えられ，22cmほど床面を掘

りくぼめている。石囲炉は隅丸長方形を呈し，長軸86cm，短軸69cmであり，32cmほど床面を掘りくぼめている。

炉石のほとんどが花崗岩で，特に炉石の内側部分が火を受け，ぼろぼろの状態で出土している。炉の東側に偏っ

て焼土の範囲が認められる。

炉1土層解説

1極暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量，ローム粒子微量
2　極暗赤褐色　焼土小ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子微量
炉2土層解説

4　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量，炭化粒子微量，ローム粒子微量

5　時赤褐色　焼土小ブロック中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子微量

遺物　縄文土器片9点が出土している。うち，縄文土器2点を抽出・図示した。1の探鉢口緑部片及び2の探

鉢胴部片が，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表（第7図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （5 ．5 ） ロ綾 部片。隆帯 と沈線 によ り文様 を措 出 している。地文は L R 長石 ・石英 ・雲母 TP 20 0 5　 5 ％
縄文土器 の単節縄文 を縦 方向に施 している。 にぷい黄褐色

普通

2

探　　 鉢 B （6 ．0 ） 胴部片。縦 方向に 2 条一組 の沈線に よ り文様 を描 出 している。 長石 ・石英 ・雲母 T P 20 06　 5 ％
縄文土器 地文 はR L の単節縄文 を横方向 に施 してい る。 にぷ い黄褐色

普通

－15　－



第6号住居跡（第8・9図）

位置　調査1区の西部，C4b4区。

確認状況　壁は残存していないが，炉と床の硬化面が確認されたこと，及びピットの配列から住居跡と判断し

た。

重複関係　第212・213・262号土坑の覆土上面が本跡の床として踏み固められており，本跡が新しい。

規模と平面形　ピットの配列から，長径6．86m，短径4．76mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－350　－W

床　中央部にある炉の周囲及び北西部に一部残存しており，ほぼ平坦で一部が硬化している。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径27～35cmの円形で，深さは43～48cmである。規模と配列から主

柱穴と考えられる。
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第8回　第6号住居跡実測図
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炉　中央部に付設されている。長径63．0cm，短径48．0cmで，楕円形を呈する地床炉である。約10cmほど床面を

掘りくぼめている。炉床は赤変硬化している。
炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土中ブロック多量

2　極暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量

3　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積することから自然堆積である。
土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子微量

4　極暗褐色　ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片37点が出土している。うち，縄文土器6点を抽出・図示した。3は探鉢口綾部片で中央部床

面から，6は深鉢胴部片で中央部のほぼ床面から，1は深鉢口緑部片でP2の覆土中から，2は深鉢口緑部か

ら頚部にかけての破片でP3の覆土中から，4・5は探鉢口緑部片で覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後葉（加曽利EI～Ⅱ式期）の可能性が考えられる。

第9図　第6号住居跡出土遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表（第9図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （3 ．2 ） 口 緑 部片。 口緑部 は直立する。口唇部直下 に隆帯 を巡 ら してい 長石 ・石英 ・雲母 T P 20 07　 5 ％
縄 文 土器 る。地文は L R の 単 節 縄文 を横方向 に施 してい る。 灰 褐色

普通

2

深　　 鉢 B （7 ．2 ） 口縁 部か ら頚部 にかけての破片 。口緑 部は隆帯に より渦巻文 を 長石 ・石英 ・雲母 ・ T P 20 08　 5 ％
縄 文 土器 施 し，頚 部 と胴 部の境に隆帯 を巡 らしている。 赤色粒 子 ・礫

にぷい黄褐色 ，普 通

3

探　　 鉢 B （3 ．6 ） 口緑 部片 。ロ緑 部は直立す る。沈線 と隆帯 に より文様 を措出 し 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 00 9　 5 ％
縄 文土器 てい る。 にぷい黄褐色

普通

4

深　　 鉢 B （4 ．5 ） 口 緑 部片。 口緑部 は内債する。口唇部直下 に隆帯 を巡 ら してい 長石 ・石英 ・雲母 ・ T P 2 0 10　 5 ％
縄 文 土器 る。地文は L R の 単 節 縄文 を縦方向 に施 している。 礫

にぷい褐色，普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　 考

．5

深　　 鉢 B （6 ．9 ） 口綾部か ら頚部片。頸部 は外傾 して立ち上が り，口縁 部は内攣 長石 ・石英 ・雲母 ・ TP2 0 11　 5 ％

縄文土器 する。沈線 と隆帯 によ り文様 を措出 している。地文は L R の単 礫

節縄文 を，口縁部では横 方向 に，頸部では縦方向に施 している。 橙色 ，普通

6

深　　 鉢 B （8．5 ） 胴部片。胴 部は外傾 して立 ち上 がる。 3 条一組の沈線 を垂下 さ 長石 ・石英 ・雲母 TP20 12　 5 ％

縄 文土器 せている。地 文は L R L の複節縄文を縦方向に施 している。 褐色

普 通

第7号住居跡（第10～12図）

位置　調査1区の北西部，B4h7区。

確認状況　壁は残存していないが，炉とその周りを巡るピット，及び中央部の床の硬化面を確認したことから，

住居跡と判断した。

重複関係　第164号土坑が出土土器から，第167号土坑が本跡の床面下より検出されたことから，ともに本跡が

新しい。第147・156号土坑と重複するが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　ピットの配列から，長径4．84m，短径4．43mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－420　－E

床　残存する床面は平坦であり，中央部にある炉の周囲が硬化している。
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ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・P2・P4は径20～32cmの円形で，深さは58～72cmである。P3・P5

は長径24～42cm，短径20～32cmの楕円形で，深さは60～63cmである。いずれも規模と配列から主柱穴と考えら

れる。

炉　地床炉が中央部に付設されている。長径87cm，短径48cmの楕円形を呈し，25cmほど床面を掘りくぼめてい

る。炉床の一部は赤変硬化している。
炉土層解説

1黒褐色　焼土小ブロック多量

2　明赤褐色　焼土粒子多量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量

4　褐　　色　焼土粒子中量

遺物　復元可能土器3点を含む縄文土器片258点が出土している。うち，縄文土器8点を抽出・園示した。1

は口緑部及び底部の一部を欠損する探鉢，7は探鉢の胴部下半の破片で，ともに南部の床面から，2は深鉢の

口緑部から頚部片，3・4は深鉢の口綾部片，5は壷の口綾部片，6・8は深鉢の胴部片で，いずれも中央部

の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

－　20　－

第12図　第7号住居跡出土遺物実測図（2）
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第7号住居跡出土遣物観察表（第mのヱ2図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 や色調 欄 成 i 備 考

i

探　　 鉢 A ［2 7 ．5 ］ ロ緑部及び底部の一部を欠損す る。胴部は内攣気味 に立ち上が り， 石英 ・雲母　　　　　 P 20 05　 70％

縄文土器 B は摘 ∴の 頚部で外反 し，目線 部は内攣す る。扇状 把手 を有す る。口唇 部直 にぷ い赤褐色　　　　 PL 2 1

C 白 1 ．5 ］ 下及 び口綾 部 と頚部 の境 に沈線 と隆管 を巡 ら し，目線部 文様帯

を形成 している。地文 は R L の単節縄 文を縦 方向に施 している。

普通

2

探　　 鉢 A 白 7 ．0 ］ 口綾 部か ら胴部にかけての破 片誹同部は外 傾 して立 ち上が り，口 雲母 0 パ ミス P 200 6　 2 0％
縄文土器 B 0 3 ．の 緑部 は直立する。口唇部直下及び口綾部 と頚部の境 に隆帯を巡 ら にぷい赤褐色

して目線部文様帯を形成 してい る。文様管 内には隆帯に よる波状 普通

文 を施 している。地文は R L の単節縄文 を横 方向に施 している。

3

探　　 鉢 A ［3 1 ．6 ］ 目線部か ら頚部 にかけての破片。頸 部は外傾 して立 ち上が り， 石英 ・雲 母 P 2 00 7　 柑％
縄文土器 B 0 1 ．2 ） 目線部 は内攣す る。 目線部 は隆帯 と沈線 に よる渦巻文 を施 して にぷい橙色

いる。頚部 は無文 で研磨 している。 地文 は L R の単節縄文で，

ロ緑 部は横方向に，胴 部は縦 方向に施 している。

普通

探　　 鉢 B （1 0 ．0 ） 把 手 を有する目線部片。目線部 は内攣す る。隆帯 に より渦巻文 長有 ・有 英 ・圭母 P 20 08　 10％

4 縄文土器 を施 している。 地文は L R の単節縄文 を横 方向に施 している。 にぷい褐色

普通

深　　 鉢 B （9 ．4 ） ［；目線部 か ら頚部にかけての破 片。頚部は内傾 して立 ち上 が り， 石英 ・雲母　　　　　　 P 2 00り 10㌔

5 縄文土器 頚部 と日録 部の境 で屈 曲 し，口緑 部は外傾す る。 口縁部 は無文 にぷい赤褐 色

で よ く研磨 されている。頚部 は洗練 を施 し，頚部 と目線部 の境

に隆帯 による波状文 を巡 らしている。

普通

6

深　　 鉢 B （1 4 ．0 ） 胴部片。胴部 は外反 して立 ち上 がる。胴 部 には 2 条一組の隆帯 雲母 サバ ミス P 20 10　 10 ％
縄文土器 に より端部が渦巻文 となる文様 を施 している。地文は R L の単 にぷい赤褐色

節縄 文を縦方向に施 している。 普通

7

深　　 鉢 B （1 2 ．4 ） 胴 部下半の破片。胴部は内攣気味 に立 ち上 がる。 2 条け一組の隆 石英 ・雲母 P 20 1 1　 20％
縄文土器 C　　 9 ．4 帯 及び沈線 を縦位 に施 してい る。地文 は R L の単節縄 文を縦方 にぷい褐色

向に施 している。 普通

8

深、　 鉢 B （2 0 ．8 ） 胴部 の破片 。胴部 は外傾 して立ち上が る。地文 は R L の単節縄 有英 ・雲母 ・針状 鉱 P 2 0 12　 2 0％
縄文土器 文 を縦方向 に施 してい る。 物

にぷい橙色 ，普通

第柑号健腰掛（第13・14図）

位置　調査1区の北西部，B4f7区。

重複関係　第112号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。第5号住居跡及び第181号土坑と重複しているが，

本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　径4．10111ほどの円形である。

壁　壁高は5～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，わずかに踏み固められている。

ぽッ距　5か所（Pl～P5）。Pl～P5は，長径25～47cm，短径20～壷cmの楕円形で，深さは28～95cmである。

炉　北壁寄りに1基（炉1），南東壁寄りに1基（炉2）検出されている。炉1は長径107cm，短径53cmの楕円形で，

床面を10cmほど掘りくぼめている。炉2は長径68cmタ短径47cmの楕円形で，床面を16cmほど掘りくぼめている。

ともに地床炉で，炉床は火を受けて赤変している。炉1と炉2の新旧は不明である。
炉1土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

2　極暗褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

4　赤褐色　焼土太ブロック多量

炉2土層解説

1黒　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，ローム太ブロック微量

5　黒　　色　ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
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覆土　3層からなり，レンズ状に堆積することから自然堆積である。
土層解説

1　黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片55点が出土している。うち，縄文土器8点を抽出・図示した。1は探鉢の胴部片で，炉1の

中層から，2・5は探鉢の口緑部片，4は深鉢の口綾部から頚部にかけての破片，3は探鉢の頚部から胴部に

かけての破片，6は探鉢の胴部片でいずれも覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期複葉（加曽利EI～Ⅱ式期）の可能性が考えられる。

⊥29，2m

第13図　第10号住居跡実測図

第14図　第10号住居跡出土遺物実測図
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第10号住居跡出土遺物観察表（第14図）

図 版 番 号 器　 種 計 測値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 B （3 ．9 ） 胴 部 片 。 胴 部 は沈 線 に よ る 懸垂 文 を磨 り消 して い る。 地 文 は R 長 石 ・石 英 ・礫 T P 2 0 13　 5 ％
縄文 土 器 L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に 施 して い る 。 に ぷ い橙 色

普 通

2

探　　 鉢 B （4 ．8 ） 口 緑 部 片 。 口 緑 部 は わ ず か に内 轡 す る 。 隆帯 と沈 線 に よ り文 様 長 石 ・石 英 ・礫 T P 20 14　 5 ％
縄 文 土 器 を措 出 して い る。 地 文 は R L の 単節 縄 文 を横 方 向 に施 してい る。 にぷ い 黄 橙 色

普 通

3

深　　 鉢 B （7 ．4 ） 頚 部 か ら胴 部 に か け て の破 片 。 胴 部 は外 傾 して立 ち上 が り，頸 長 石 ・石 英 ・礫 T P 20 15　 5 ％
縄 文土 器 部 に至 る。 頸 部 と胴 部 の境 に 隆 帯 を巡 ら して い る。 胴 部 に は 3 浅 黄 色

条 一 組 の 沈 線 を垂 下 させ て い る 。 地 文 は L R の 単 節 縄 文 を縦 方

向 に施 して い る。
普 通

4

深　　 鉢 B （6 ．4 ） 口 緑 部 か ら頚 部 にか けて の 破 片 。 口緑 部 と頚 部 の 境 に隆 帯 と沈 長 石 ・石 英 ・礫 T P 20 16　 5 ％
縄文 土 器 線 に よ り文 様 を描 出 して い る。 頸 部 以 下 に は 3 条 一 組 の 沈 線 を に ぷ い褐 色

垂 下 させ て い る 。 地 文 は L R の 単 節 縄 文 を 縦 方 向 に 施 して い る 。普 通

5

探　　 鉢 B （3 ．6 ） 口縁 部片 。 隆帯 と沈線 に よ り文 様 を措 出 して い る。 地 文 は R L 長 石 ・雲 母 ・礫 T P 20 17　 5 ％
縄 文土 器 の単 節 縄 文 を横 方 向 に施 して い る。 にぷ い 橙 色

普 通

6

探　　 鉢 B （6 ．7 ） 胴 部 片 。 胴 部 は 3 条 一 組 の 沈線 を垂 下 させ てい る。 地 文 は L R 長 石 ・石英 ・礫 T P2 0 18　 10 ％
縄 文土 器 の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に 施 して い る。 に ぷ い褐 色

普 通

第11号住居跡（第15・16図）

位置　調査1区の西部，C4a8区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第320・322・323・352号土坑の上に本跡が構築されており，本跡が新しい。第13号住居跡及び第

140・32ト400・401・402号土坑と重複しているが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　径5．20mの円形と推定される。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径29～40cmの円形で，確認面からの深さは5ト56cmである。
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第相国　第m号住居跡の出土遺物実測図
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炉　中央部に付設されている。長径94cm，短径71cmの楕円形を皇する地床炉である。床面を5cmほど掘りくぼ

めており，炉床は，火を受けて赤変硬化している。
炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土小ブロックぜ焼土粒子eローム粒子微量

3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，ローム小ブロック0ローム粒子微量

遺物　縄文土器片3点が出土している。うちタ　縄文土器1点を抽出e図示した。1は深鉢の目線部片で，南西

部の遺構確認商から出土している。

所凰　時期はタ　出土土器及び住居の形態から，また，阿王台Ⅲ式期と考えられる第322号土坑の上に構築され

ていることからタ　中期中葉以降の可能性が考えられる。

第は号住居跡出土遺物観察表（第16回）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

l

探　　 鉢 B （5 ．5 ） 目線部片。 目線部 は直立 して立ち上が り， 口唇部内面 に稜が あ 石英 ・雲母 P 2 0 13　 5 ％

縄 文土器 る。口唇部直下 に接点 が 「Ⅹ」 字状にな る鍔状の隆管 を巡 ら し 橙色

ている。 普通

第帽考健腰跡（第17図）

位置　調査1区の南西部，B4i6区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡の範囲は不明であるが，炉とピットの配置状況から，第151弓5201530166e246・2476

2488287・306号土坑と重複している可能性が考えられる。いずれも本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　重複が激しく覆土も確認できなかったため，不明である。

ぽッ匝　2か所（Pl。P2）。ともに径28～30cmの円形で，確認面からの深さはPlが33cm，P2が36cmである。

炉　長径71C恥　短径69cmで，ほぼ円形を皇する地床炉である。床面を8cmほど掘りくぼめており，炉床は火を

受けて赤変している。
炉土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量
2　極暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量
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5　暗褐色　焼土粒子少量

6　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土中ブロック微量
7極暗赤褐色焼土粒子中呈

遺物　縄文土器片4点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部片で，炉の

覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）の可能性が考えられる。

0　　　　　　　　　　　　1m

i i l
K1　　　　7

第17図　第12号住居跡・出土遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表（第17図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

「　　－l　　　　」

0　　　　　　5cm

」＿‥＿＿」

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢B（2．3）頚部片。頚部には隆帯を施している。地文はLRの単節縄文を長石・石英 TP2053　5％
縄文土器 横方向に施している。 橙色

普通

第13号住居跡（第18・19図）

位置　調査1区の中央部，B4j8区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡の範囲は不明であるが，炉とピットの配置状況から，第11・15号住居跡及び第146・295・

296・324・378・402号土坑と重複している可能性が考えられる。第295・378・402号土坑の出土土器から，本

跡が新しい。第11・15号住居跡及び第146・296・324号土坑との新旧関係は不明である。

ピット　2か所。Plは，径26cmの円形で，確認面からの深さは34cm，P2は径50cmの円形で，確認面からの

深さは35cmである。

炉　長径6・90cm，短径5・30cmで，楕円形を呈する地床炉である。床面を8cmほど掘りくぼめており，炉床は，

火を受けて赤変している。
炉土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子少量

3　暗褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック微量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子少量
5　暗褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
6　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片18点が出土している。うち，縄文土器3点を抽出・図示した。1は深鉢の口緑部片，2はロ
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綾部から頚部にかけての破片，3は扇状把手部でいずれも炉の覆土中から出土している。

所見　本跡は遺存状況が悪く，また，出土遺物も少ないため，時期は明確ではないが，中期後菓（加曽利EI

～Ⅱ式期）の可能性が考えられる。
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第18図　第13号住居跡実測図
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第19図　第13号住居跡出土遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表（第19図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

1　－－1l　‥‥　l

0　　　　　　　5cm

l－二＿＿」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢 B （3．3）口緑部片。口綾部は直立する。ロ緑部は隆帯と沈線で文様を描長石・石英 TP2021　5％

縄文土器 出している。地文はRLの単節縄文を横方向に施している。 橙色

普通

2

深　　鉢 B （4．3） 口緑部片から頸部にかけての破片。頸部は外傾して立ち上がり，長石 TP2022　5％

縄文土器 口緑部はわずかに内攣する。ロ緑部と頚部の境に2条一組の隆にぷい橙色

帯を巡らしている。地文は，口縁部にはRLの単節縄文を横方

向に，頸部以下にはRLの単節縄文を縦方向に施している。

普通

3

探　　鉢

縄文土器

B （4．5） 扇状把手部。把手部は外傾し，無文である。 長石・石英

にぷい褐色

普通

TP2023　5％
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第14号住居跡（第20図）

位置　調査1区の南部，C4斑区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とその周りを巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第292・294・300・376・457号土坑と重複しているが，いずれも新旧関係は不明である。

規模と平面形　径4．30mの円形と推定される。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl・P3・P4は径27～40cmの円形，P2は長径37cm，短径30cmの楕円形で，確

認面からの深さは19～36cmである。

炉　長径59cm，短径46cmで，ほぼ楕円形を呈する地床炉である。確認面から5cmほど下に炉床が見られる。炉

床面は，火を受けて赤変硬化している。
炉土層解説

1暗褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土小ブロック少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　縄文土器片4点が出土している。いずれも細片で図示できなかった。

所見　時期は，住居の形態から縄文時代と考えられる。
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第15号住居跡（第21図）

位置　調査1区の中央部，B4i8区。

確認状況　壁や床は残存しないが，炉とその周りを巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第295・378号土坑の出土土器から，また，第324号土坑の上に本跡の炉が構築されていることから，

本跡が新しい。第4号竪穴状遺構に掘り込まれており，本跡が古い。第13号住居跡及び第252・257・296号土

坑，第341・342・343ピットと重複しているが，本跡との新旧関係は不明である。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，径25～49cmの円形で，確認面からの深さは20～48cmである。
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炉　長径75cm，短径52cmで，楕円形を呈する地床炉である。確認面から約6cmほど下に炉床が見られるが，焼

土がわずかに認められるのみである。

遺物　縄文土器片35点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は深鉢の胴部から頚部にか

けての破片で，炉床面から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EI式期）の可能性が考えられる。

タ

第21図　第15号住居跡・出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表（第21図）

＼　／　　　　　　　　　　　J

0　　　　　　　　　　　　2m

［二「－十一一一一「∃

．：I‥‾＝ 5cm

」二コ　」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （5．0） 胴部から頚部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，頸 長石・石英・雲母 TP2024　5％

縄文土器 部は外傾する。胴部と頸部の境に隆帯を巡らしている。地文は にぷい褐色

R Lの単節縄文を縦方向に施している。 普通

第18号住居跡（第22図）

位置　調査1区の中央部，C4b7区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とその周りを巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第365・434・435・518・519号土坑の上に構築されており，本跡が新しい。第19号住居跡の炉の上

の本跡の炉が構築されており，本跡が新しい。第308・336・375・383・436・446・517号土坑及び第327・

344・345号ピットと重複しているが，いずれも本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径5．19m，短径5．08mの円形と推定される。

主軸方向　N－370　－W

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P6はそれぞれ長径35cm，短径25cm及び30cmの楕円形，P2～P5は径23～39

cmの円形であり，確認面からの深さは41、56cmである。炉の周りをほぼ等間隔に巡っており，配列から主柱穴

と考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径40cm，短径36cmで，ほぼ楕円形を呈する地床炉である。確認面において炉
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を中心に長軸77cm，短軸46cmの不整形の範囲で焼土が認められる。確認面から約8cmほど下に炉床が見られる。

炉床は，火を受けて赤変硬化している。

所見　時期は，遺物が出土していないため明確ではないが，阿王台Ⅳ式期と考えられる第434・519号土坑の上

に構築されていることから，それ以降の縄文時代と考えられる。
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第19号住居跡（第23・24園）

位置　調査1区の西部，C4b7区。

確認状況　第22号住居跡の炉の下に本跡の炉が存在した。壁や床は残存していないが，炉とその周りを巡るピッ

トを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　本跡が第435・436・518・519号土坑の上に構築されており，本跡が新しい。第18号住居跡の炉が本

跡の炉の上に構築され，本跡が古い。第308・336・365・375・382・383・434・446・517号土坑及び第327・

344・345号ピットと重複しているが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径6．97m，短径5．55mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－680　－E
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ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径40cm，短径34cmの楕円形，P2～P5ほ径26～34cmの円形であり，確認面

からの深さは14～34cmである。

炉　中央部に付設されている。長径100cm，短径72cmの楕円形で，ほぼ中央部に探鉢の上半部を埋設させた土

器埋設炉である。炉の深さは，埋設された探鉢の口唇部から18cmで，炉の覆土は5層に分層された。深鉢及び

炉床は火を受けて赤変している。
炉土眉解説
1赤褐色　焼土小ブロック多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

5　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子微量

遺物　縄文土器片32点が出土している。うち，縄文土器2点を抽出・図示した。1は埋設土器の深鉢の口緑部

から胴部片で，正位に埋設されている。2は深鉢の口緑部から頚部にかけての破片で覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第24図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表（第24図）

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 3 ．4 ］ ロ緑 部から胴部片。胴部は外傾して立ち上がり，口緑 部は内管する。 長石 ・石英 ・雲 母 P 2 0 16　 40 ％
縄文土 器 B （1 8 ，2 ） 口緑 部には隆帯と沈線 で渦巻文 や区画文を施している。胴部には3 に ぷ い橙色 P L 2 1

条 一 組 の沈線を垂下させている。地文として口綾部区画内にはR Lの

単 節 縄文を梗方向に，胴部にはR L の単 節 縄文を縦方向に施している。

普 通

2

深　　 鉢 A ［2 5 ．8 ］ 口緑 部から胴部にかけての破片 。胴部は外傾 して立ち上がり，口縁部 石英 ・雲母 P 20 17　 10 ％
縄 文土器 B （1 3 ．6 ） は内 攣する。口唇部直下及び口縁部と頚部の境に隆帯を巡らしている。 にぷ い橙色

ロ縁 部内及び頚部 以下には地文として縦方向の条線文を施している。 普通

第20号住居跡（第25・26図）

位置　調査1区の西部，B4iO区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とその周りを巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第326・335・350・379・384・423・635号土坑がピット付近に検出され，本跡と重複している可能

性が考えられる。第326・335・384・423号土坑が出土土器から，本跡が新しい。第350・379・635号土坑との

新旧関係は不明である。

ピット　4か所（PトP4）。Plは径30cmの円形，P2～P4は長径36～43cm，短径29～38cmの楕円形で，確認

面からの深さは20～39cmであり，配列から主柱穴と考えられる。

炉　4か所のピットのほぼ対角線交点上に付設されている。口径40cmの深鉢上半部を埋設する土器埋設炉であ
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る。埋設された深鉢口緑部の東側に三日月状の焼土の範囲が認められる。炉の深さは，探鉢口唇部から約26cm

で，炉の覆土は4層に分層された。覆土中に多くの焼土は認められないが，特に探鉢口緑部の内側が二次焼成

により赤変している。なお，第4層は掘り方の覆土である。
炉土屑解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　極暗褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック微量
4　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片16点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は炉の埋設土器で探鉢の口

緑部から胴部にかけての破片を正位に埋設している。

所見　時期は，出土土器から，中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第26図　第20号住居跡出土遺物実測図

第20号住居跡出土遣物観察表（第26図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 語形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［3 8 ．0 ］ □緑部 か ら胴部 にか けての破片。胴部 は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・雲母 P 20 18　 30％
縄文土器 B （2 0 ．5 ） 口緑部 は内攣する。口唇部直下 に沈線 を巡 ら している。地文は 橙色 P L 2 1

R L の 単 節縄 文を全面 に施 してる。 普通

第21号住居跡（第27図）

位置　調査1区の南西部，C4d7区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とその周りを巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第22号住居跡及び第377・380・441・512・513・615・624・625・659号土坑，第346ピットが本跡の

ピット付近に検出され，本跡と重複している可能性が考えられる。いずれも新旧関係は不明である。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P5は長径29～39cm，短径25～34cmの楕円形であり，確認面からの深さは16

～36cmである。

炉　2基の地床炉が重複して検出された。炉1が炉2をこわしてその南東側に所在する。炉1は径100cmの円

形で，確認面から10cmほど下に炉床が見られる。炉2は，長径が62cm，短径が別cmと推定される楕円形で，確

認面から19cmほど下に炉床が見られる。炉床はともに火を受けて赤変硬化している。
炉1土屑解説
1赤褐色　焼土小ブロック多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子微量

炉2土層解説
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量
4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム中ブロック少量，炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

遣物　縄文土器片19点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部片で，炉1

の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第27図　第21号住居跡・出土遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表（第27図）

0　　　　　　　5cm

」　．＿」

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢B（4．5）口緑部片。ロ綾部は内攣する。口唇部直下に2条一組の隆帯を長石・石英 TP2026　5％

縄文土器 巡らしている。口緑部には半裁竹管による波状沈線を施していにぷい橙色

る。地文はRLの単節縄文を横方向に施している。 普通

第23号住居跡（第28図）

位置　調査1区の中央部，B5i2区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とピットが確認されたことから住居跡と判断した。

重複関係　第386・387・389・405号土坑及び第347・348号ピットと重複しているが，本跡との新旧関係は不明

である。

規模と平面形　不明である。

主軸方向　不明である。

壁　確認されなかった。

－　34　一



床　確認されなかった。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は長径32～39cm，短径28～36cmの楕円形で，確認画からの深さは66～

68cmである。その性格は不明である。

炉　長軸59cm，短軸38cmで，不定形を呈する地床炉である。確認面において炉床を検出した。炉床面は，火を

受けて赤変硬化している。

遺物　確認面において，炉の北部近くから，いずれも図示できないが縄文土器細片1点及び炉石と考えられる

拳大の花崗岩1点が出土している。

所見　時期は，確認面において縄文土器片が出土していることから，縄文時代の可能性が考えられる。
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第28図　第23号住居跡実測図

第24号住居跡（第29・30図）

位置　調査1区の中央部，B5i3区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とその周りのピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第616号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。第389号土坑及び第349号ピットが本跡のピット付

近に検出され重複する可能性が考えられるが，本跡との新旧関係は不明である。

ピット　6か所（P卜P6）。Pl・P3～P6は径2ト32cmの楕円形，P2は長径30cm，短径25cmの円形であり，

確認面からの深さは21～48cmである。

炉　長径53cm，短径45cmで，ほぼ楕円形を呈する地床炉である。確認面から5cmほど下に炉床が見られる。炉

床は，火を受けて赤変硬化している。

遺物　縄文土器片7点が出土している。うち，縄文土器2点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部から底部に

かけての破片で炉の北東部から，2は探鉢の胴部片で炉の南東部から，いずれも遺構確認面で出土している。

所見　時期は，出土遺物及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EI式期）の可能性が考えられる。
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第29図　第24号住居跡実測図
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第30回　第24号住居跡出土遺物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表（第30図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢A［14．0］口緑部から底部にかけての破片。胴部はわずかに外傾して立ち長石・石英・雲母P2019　40％

縄文土器B　17．7 上がり，口緑部は外反する。口唇部直下に沈線を巡らしている。にぷい橙色

C［7．8］口緑部から底部は無文である。 普通

2

深　　鉢B（7．2）胴部片。胴部はわずかに外傾して立ち上がる。横方向の沈線に長石・石英・雲母・TP2028　5％

縄文土器 より文様を描出している。地文はRLの単節縄文を縦方向に施赤色粒子

している。 にぷい褐色，普通

第28号住居跡（第31・32図）

位置　調査1区の中央部，C4a9区。
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確認状況　壁や床は残存していないが，炉とその周りを弧状に巡るピットを確認したことから住居跡と判断し

た。

重複関係　第400号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。第4号屋外炉及び第401・402号土坑と重複してい

るが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径6．00m，短径5．20mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－300　－E

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・P4・P5は長径40～45cm，短径30～36cmの楕円形，P2・P3はそれぞれ径30

cm及び28cmの円形であり，確認面からの深さは21～125cmである。配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径52cm，短径40cmで，楕円形を呈する地床炉である。確認面から8cmほど下

に炉床が見られる。炉床面は，火を受けて赤変している。
炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，焼土小ブロック微量

2　赤褐色　焼土小ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

遺物　縄文土器片31点が出土している。うち，縄文土器3点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部から頚部に

かけての破片，3は探鉢の頚部片，2は探鉢の胴部から底部片で，いずれもPlの覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第32図　第28号住居跡出土遺物実測図

第28号住居跡出土遺物観察表（第32図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 5．4 ］ 口縁部 から頚 部片。頚部は外傾 して立 ち上が り，ロ緑部 は開き 長石 ・石英 ・雲母 P 20 22 10％

縄文土器 B （1 7 ．5 ） なが ら内攣す る。波頂 部は欠損するが，波状 口縁 を呈 している。 灰褐色

口唇部 直下及 びロ緑 部 と頸部の境 に 2 条一組の隆帯 を巡 ら して

いる。 口緑部 は 2 条一組の隆帯 により区画 され，区画内 は縦位

の沈線が施 されている。地文は R 無節縄文を横方向に施 している。

普通

2

深　　 鉢 B （2 4 ．0 ） 胴部か ら底部 にかけての破 片。胴部はわずか に外傾 して立 ち上 石英 ・雲母 P 2 0 23　 30％

縄文土器 C ［1 0 ．6 ］ が る。地文 は L の無節縄文 を縦方向 に施 してい る。 にぷ い橙色

普通

P L 2 1

3

探　　 鉢 B （5 ．0 ） 頸部片。頚部 は外 反する。口綾 部 と頚部の境 に隆帯 を巡 ら して 長石 ・雲母 T P 20 35　 5 ％

縄文土器 い る。 R L の単節縄 文を施文方法 をかえる ことにより，羽状縄 にぷい褐色

文 を施 してい る。 普通

第30号住居跡（第33・34図）

位置　調査1区の西部，B4jO区。

重複関係　第424・590号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。第422号土坑と重複しているが，本跡との新

旧関係は不明である。

規模と平面形　径4．60mの円形と推定される。

壁　東部及び西部の壁の一部が残存している。残存する壁高は16cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl・P3は径28cm及び31cmの円形，P2・P4はそれぞれ長径30cm及び34cm

の楕円形で，床面からの深さは16～48cmである。配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径65cm，短径52cmのやや不整な楕円形を呈する。炉の北東部に人頭大の花崗

岩の炉石が2個，東及び南西部に拳大の炉石がそれぞれ1個残存している。中央部が撹乱されていることから

炉石が失われた可能性もあり，第5号住居跡のような，炉の外周に石を配する石囲炉であったことも推察され

る。床面を30cmほど掘りくぼめており，炉床は，火を受けて赤変硬化している。
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炉土層解説

1黒褐色　炭化物中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量

3　黒褐色　炭化物中量，炭化粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

6　褐　色　炭化粒子中量，炭化材・炭化物少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

7　黒褐色　焼土粒子・ローム中ブロック・小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

覆土　2層からなり，レンズ状に堆積することから自然堆積である。
土層解説

1黒褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片201点，磨製石斧1点，磨石1点，凹石の小片1点が出土している。うち，縄文土器3点，

石器1点を抽出・図示した。2は探鉢の口緑部片で西壁際の床面から，1は探鉢の口緑部から胴部にかけての

破片で，4の磨製石斧とともに東部の覆土下層から，3は浅鉢の口綾部で，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第34図　第30号住居跡出土遺物実測図

第30号住居跡出土遺物観察表（第34図）

0　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　種計測値（cm）器形及び文様の特徴胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢B．（12．9）口緑部から胴部片。口緑部は内暫し，口唇部は短く外反する。長石・雲母・礫TP2037　5％

縄文土器口緑部は微隆起線により区画され，区画内はRLの単節縄文を橙色

横方向に，胴部はRLの単節縄文を縦方向に施している。普通

2

深　　鉢B（8．0）口緑部片。口縁部は内攣する。口緑部は幅狭の無文帯を形成し長石・礫TP2038　5％

縄文土器ている。無文帯直下に洗練を巡らしている。灰白色

普通

3

浅　　鉢B（3．7）口緑部片。ロ緑部は外傾する。口唇部外面は突出している。無長石・雲母TP2039　5％

縄文土器文。 灰白色

普通

図版番号器　種

計測値
石　　質特　　　　　　徴備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

4磨製石斧11．74．51．383．2粘　板　岩基部欠損。 Q2008

第39号住居跡（第35図）

位置　調査1区の中央部，C5C8区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とその周りを巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第10号竪穴状遺構に掘り込まれており，本跡が古い。第587・593・598号土坑と重複しているが，

本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径5．60m，短径4．60mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－67。一W

ピット11か所（Pl～Pll）。Pl～Pllは径25～40cmの円形であり，確認面からの深さは14～40cmである。

配列から主柱穴と考えられる。
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炉　中央部に付設されている。長径115cm，短径75cmで，楕円形を呈する地床炉である。確認面から16cmほど

下に炉床が見られる。炉床は，火を受けて赤変硬化している。
炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
3　赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量
4　赤褐色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック少量

5　赤褐色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック少量，焼土大ブロック微量
6　極暗赤褐色　焼土粒子少量

遺物　縄文土器小片1点が出土している。小片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土遺物が少量であるため明確ではないが，出土土器及び住居の形態から中期の可能性が考え

られる。
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第35図　第39号住居跡実測図

第梱号住居跡（第36・37図）

位置　調査1区の東部，B5i6区。

重複関係　第26号住居跡及び第1号堀に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　現存する長軸は3．69mであり，短軸が2．73mの長方形を呈するものと考えられる。

主軸方向　N－17。－W

壁　壁高は霊～35cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に硬化している。

－　41－



ぽット　6か所（Pユ～P6）。Pl～P4は長径24～51C恥　短径19～姐cmで　コーナー部及び壁際に検出され

ている。P5・P6はそれぞれ長径25cm及び19cm，短径20cm及び15cmで，長軸線上に検出されている。比較的

規則的な配列が見られ，いずれも柱穴と考えられる。

炉　確認されなかった。

存立　残存する土層は4層からなり，不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積である。
土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック・ローム中ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量

遣物　縄文土器片232点が出土している。うち，縄文土器5点，石製品2点を抽出e図示した。3は深鉢の目

線部片で東壁際，4は深鉢の目線部から胴部にかけての破片で中央部，6ほ石鉄で西部，7は磨石で南壁際の

それぞれ覆土下層から出土している。5は深鉢の目線部片で東壁寄りの覆土中層から出土している。1ほ深鉢

の口緑部から頚部にかけての破片，2は深鉢の日綾部片で，覆土中からそれぞれ出土している。

所凰　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第弱国　第40号住居跡実測図

第40号住居跡出土遺物観察表（第37図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形及 び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 6 ．4 ］ 日綾部から頚部片。頚部は夕日頃し，口綾部は開 きながら内攣する。 長石 ・雲母 P 20 24　 20％

縄文土器 B （1 8 ．4 ） 4 単位の波状 口縁 を皇 し，口唇部外面及 び口縁部 と頚部の境 に隆 にぷい赤褐色

帯を巡 らしている。日経 部内は隆帯によ り8 単位の楕 円区画文 を

形成 し，隆帯 に沿 って 2 条の沈線を施 している。地文は L の無節

縄文 を目線部 内は横方向に，頚部以下は縦方向に施 してい る。

普通

2

探　　 鉢 A ［2 5 ．4 ］ 目線部片 。目線 部は内攣す る。 口唇部 にキザ ミを施 している。 石英 ・雲母 P 20 25　 10％

縄文土器 B （9 ．5 ） L の無節縄文 を縦方 向に施 している。 灰褐色

普通
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図版番号 器　 楯 計測値 k 扉 器形 及び文様の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 A ［2 0 ．3］ 目線部片。 目線部は外傾する。内面 に稜を有す る。口唇部にキザ 長石 ・雲母 P 202 6　 10％

3 縄文土器 B （6 ．1） ミを有する隆管を巡 ら している。 目線部はキザ ミを有する隆帯 に 褐色

より楕円区画文を施 し，隆帯 に沿 って結節沈線文を施 している。 普通

区画内には結節沈線文 を斜方向 に充填 している。

4

深　　 鉢 A ［2 4 ．6 ］ 目線部か ら胴部 にかけての破片。胴部は直線的に立 ち上が り，日 長石 ・石英 ・雲母 P 20 2 7　25％

縄 文土器 B （2 ．の 緑部に至る。口唇部外面に隆管 を巡 らしている。胴部には断面三 にぷい黄橙色

角形 の隆帯を垂下 させている。 普通

5

深　　 鉢 B （5 ．7 ） 目線部片。目線 部はわずかに内攣する。［コ唇部外面 に隆帯 を巡 らし 長石 ・石英 ・雲母 TP2 113　 5 ％

縄文土器 ている。目線部内は隆帯 により区画 され，隆帯 に沿って 1 列の結 にぷい赤褐色

節沈線文が施 されている。 普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm）庫 さ（cm ）重量（g ）

6 石　　 鉄 2．0 1．6 0．3 0．9 チ　ャ　ー ト 無茎鉱。基部に挟人がある。 Q 20iO　　 PL48

7 磨　　 石 （10．4） （9．0） 5．4 （629．8） 砂　　　 岩 欠損部あり。楕円形を皇すると考えられる。 Q 20日

第那考健贋跡（第38図）

位置　調査1区の中央部，C4b8区。

重複関係　第394e398046106636666号士坑の上に構築されており，本跡が新しい。第51号住居跡と重複し，

出土土器から本跡が新しい。また，本跡の推定範囲と第49号住居跡が隣接し，重複していた可能性が考えられ

るが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径5，75171，短径4。90mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－570　－E

壁　北壁及び北西壁の一部が残存しており，壁高は12～24cmで，外傾して立ち上がる。

床　残存する床面はほぼ平坦で，硬化面は確認されなかった。

ぽット　5か所（PlへつP5）。Pl～P3は径35～45cmの円私　P4。P5はそれぞれ長径46cm・35cmタ　短径

39cm030cmの楕円形でタ　深さは24～74cmである。Pl～P後は配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央部から北東寄りに付設されている。長径90cm，短径57cmで，楕円形を皇する地床炉である。床面を5

cmはど掘りくぼめており，炉床面は，火を受けて赤変している。
炉土層解説

1黒褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック微量

2　黒褐色　焼土粒子微量

穫羞　残存する土層は3層からなり，レンズ状に堆積することから自然堆積である。
土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック，ローム粒子少量，焼土粒子0炭化物・炭化粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　縄文土器片105点，磨製石斧1点が出土している。うちタ　縄文土器上島　磨製石斧1点を抽出e図示し

た。1は深鉢の目線部片で炉南側の床面から，2の磨製石斧は推定される南壁際の床面から，それぞれ出土し

ている。

所凰　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第41号住居跡出土遺物観察表（第38図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 B （4 ．9 ） ロ縁 部 片 。 波 頂 部 を 欠 損 す る が 波 状 口縁 を呈 す る。 口 唇 部 直 下 長 石 ・石英 ・雲 母 T P 2 04 0　 5 ％

縄 文 土器 に 3 条 一 組 の隆 帯 を 巡 らせ て い る 。 口縁 部 に は 隆 帝 に よ り文 様 に ぷ い 黄橙 色

を描 出 してい る 。地 文 は R L の単 節縄 文 を横 方 向 に施 して い る。 普 通

図 版 番 号 器　 種

計 測 値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

2 磨 製石 斧 （8．7） （3．6） 2．6 （13 2 ．1） 凝　 灰　 岩 基 部 及 び 刃 部 欠 損 。 完 角 式 磨 製石 斧 。 Q 20 12

第42号住居跡（第39図）

位置　調査1区の東部，C5b4区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とその周りを巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第52号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。第44号住居跡及び第640号土坑と重複しているが，

本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径4．10m，短径3．80mの不整楕円形と推定される。

主軸方向　N－240　－E

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P6は径26、30cmの円形で，確認面からの深さは19～41cmである。

炉　中央部に付設されていたと考えられる。長径78cm，短径56cmで，楕円形を呈する地床炉である。確認面に

おいて焼土の範囲が認められるのみである。

遺物　縄文土器片11点が出土している。うち，縄文土器2点を抽出・図示した。1・2は深鉢の口縁部片で覆

土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物が少ないため明確ではないが，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EⅡ

式期）の可能性が考えられる。
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第42号住居跡出土遺物観察表（第39図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （3 ．8 ） 口 緑 部片。ロ綾部はほほ直立する。波頂部を欠損するが波状 口縁 を 長石 ・石英 ・雲母 T P2 054　 5 ％
縄 文 土器 呈している。ロ綾部内面に稜をもつ。口唇部直下には2 条 一 組 の沈線 にぷい褐色

を巡らしている。地文はR L の単 節 縄文を横 方向に施 している。 普通

2

深　　 鉢 B （3 ．0 ） ロ緑 部片。口緑部 はやや外傾 する。沈線 に より文様 を描出 して 長石 ・石英 ・雲母 ・ T P 20 55　 5 ％
縄 文 土器 いる。地文は R L の 単 節縄 文 を横方向に施 している。 礫

橙色，普通

第44号住居跡（第40図）

位置　調査1区の東部，C5b4区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とその周りを巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第42号住居跡及び第568号土坑と重複しているが，本跡との新旧関係は不明である。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・P5はそれぞれ長径54cm・40cm，短径46cm・31cmの楕円形，P2～P4

は径31～48cmの円形で，確認面からの深さは30～79cmである。

炉　中央部に付設されていると考えられる。長径75cm，短径55cmで，楕円形を呈する地床炉である。確認面に

おいて焼土の範囲が認められるのみである。

所見　時期は，遺物が出土していないため明確ではないが，住居の形態から，縄文時代と考えられる。
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第40図　第44号住居跡実測図

第45号住居跡（第41図）

位置　調査1区の東部，C5a4区。

重複関係　第1号掘及び第636号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　北西部が第1号掘に掘り込まれているが，長径が4・20mと推定される。短径が3．34mであり，

楕円形を呈すると推定される。
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主軸方向　N－80＋一一W

壁　壁高は5～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　中央部がなだらかにくぼんでいる。西部を除いて硬化している。

ぽッ睦　4か所（Pl～Pの。Pl o P2e P4は長径2ト32cm，短径19～26cmの楕円形，P3は径45cmの円

形で，確認面からの深さは32～54cmである。

炉　検出されなかった。中央部から北側にかけて第1号掘及び第636号士坑に掘り込まれており，これらにこ

わされた可能性も考えられる。

援豊　3層からなり，レンズ状に堆積することから自然堆積である。
土層解説
1　黒　色　ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　縄文土器片297点が出土している。いずれも細片であり図示できなかった。

所凰　時期は，遺物が出土していないため明確ではないが，住居の形態から，縄文時代と考えられる。

ui L　一一一土二二一　三

0　　　　　　　　　　　　　　　　2

第那図　第45号住居跡実測図

第爛考健贋跡（第42・43図）

位置　調査1区の南部，C5蔦区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とその周りを巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第544号土坑と重複しているが，本跡との新旧関係は不明である。

親機と平面形　長径4。56m，短径3。59mの不整楕円形と推定される。

主軸方向　N－540　－W

ぽッ紅　6か所（Pl～P6）。Plは径27cm，P4は径26cm，P6は径25cmの円形で，P2・P3はそれぞれ

長径30cm・28cm，短径25cm・22cmの楕円形，P5は長径34cm，短径28cmの楕円形で，確認面からの深さは27～

44cmである。

炉　中央部に付設されている。径40cmの円形で，ほぼ中央部に深鉢の胴部を埋設させた土器埋設炉である。炉

の深さは，埋設された深鉢胴部片の最高部から20cmを測り，覆土は6層に分層された。深鉢及び炉床は火を受

けて赤変している。なお，第6層は掘り方の覆土である。
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炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　暗赤褐色　焼土大ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子微量
4　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量
5　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック微量

遺物　縄文土器片22点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は炉の埋設土器で探鉢の胴

部片を正位に埋設している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第48号住居跡出土遺物観察表（第43図）

図版 番 号 器　 種　 － 計測 値 （cm ） 器 形 及 び 文 様 の 特徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 B （1 7 ．9 ） 胴 部 片 。 胴 部 は わず か に内 攣 して 立 ち上 が る。 胴 部 は微 粒 帯 に 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 20 33　 30 ％

縄 文 土 器 よ り文様 を 措 出 して い る。 に ぷ い赤 褐 色

普 通

P L 2 1

第49号住居跡（第44・45図）

位置　調査1区の西部，C4bO区。

重複関係　第41号住居跡と重複している可能性が考えられるが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2．66m，短径3．06mの不整楕円形である。

主軸方向　N－350　－W

壁　壁高は12～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，北西部の壁際を除いて硬化している。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P5は長径44～51cm，短径31～42cmの楕円形，P6は長径50cm，短径44

cmの楕円形，P7は長径22cm，短径18cmの楕円形である。Pl～P5は配列から柱穴と考えられる。P6・P

7の性格は不明である。

覆土　7層からなり，不自然な堆積状況を示すことから人為堆積である。
土層解説
暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・小ブロック少量，焼土粒子・ローム大ブロック微量
暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム中ブロック・小ブロック微量
暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
橙

黒

色　鹿沼パミス小ブロック・粒子微量
褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
暗褐色　焼土粒子・ローム中ブロック・小ブロック・ローム粒子微量
暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

④　日I

第44図　第49号住居跡実測図
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遺物　縄文土器片68点，敲石1点，磨石1点が出土している0うち，縄文土器2点，敲石1点，磨石1点を抽

出・図示した01は探鉢の口緑部片で北東部の覆土下層から，2は探鉢のロ緑端部片で中央部の覆土中層から，

3は敲石で東壁際の床面から，4は磨石で覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期復業（加曽利EI式期）と考えられる。

堅2－篇－嘩撃塗3
誌逆夢‘Y2

第45図　第49号住居跡出土遺物実測図

第49号住居跡出土遺物観察表（第45図）

⊂二二＝⊃

0　　　　　　10cm
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成．備　考

1

探　　鉢B（4」）口線部片。口縁部はわずかに内攣する。2条一組の隆帯により渦長石・石英・雲母P2034　5％
縄文土器 巻文を描出している。 浅黄橙色

普通

2

探　　鉢B（9．2）ロ緑部片。口緑部はほぼ直立する。Rの無節縄文を横方向に施し長石・石英 TP2042　5％
縄文土器 ている。 にぷい褐色

普通

図版番号器　種
計測値

石　　質 特　　　　　　徴 備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

3敵　　石8．8 4，1 1．5 79．4砂　　　岩長径方向の上・下部に使用痕有り。Q2013

4磨　　石6．6　　　　7．3 1．3 95．5砂　　　岩平面形は不整円形。側面全体に使用痕有り。Q2014

第51号住居跡（第46・47図）

位置　調査1区の中央部，C4C8区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とその周りを巡るピットを確認したことから住居跡と判断した。

重複関係　第41号住居跡及び第666号土坑と重複している。また，第591号土坑及び第332号ピットが本跡のピッ

ト付近に検出され，本跡と重複する可能性が考えられる。いずれも本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径5．20m，短径4．20mの不整楕円形と推定される。

主軸方向　N－500　－W

ピット10か所（Pl～PlO）。Pl及びP4～6は長径2ト38cm，短径2ト37cmの円形，P2・P3及びP7

～PlOは長径28～52cm，短径24～45cmの楕円形であり，P3の確認面からの深さは55cm，Pl・P2及びP4

～PlOの確認面からの深さは80～162cmである。

炉　中央部に付設されている。長径105cm，短径70cmの楕円形の範囲で焼土が確認され，地床炉と考えられる。
炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック微量
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遺物　縄文土器片25点，石製品1点が出土している。うち，縄文土器4点，磨製石斧1点を抽出・図示した。

1は探鉢の口緑部片，4は探鉢の胴部片でともにPlの覆土下層から，2及び3は深鉢の口緑部片で，2はP

lの覆土中から，3はP5の覆土中から出土している。5は磨製石斧で覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第46図　第51号住居跡実測図

第51号住居跡出土遺物観察表（第47図）
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図版番号器　種計測値（cnl）器形及び文様の特徴胎土・色調・焼成備　考

1

深　　鉢B（8．4）ロ緑部片。口緑部はわずかに内攣する。口緑部は断面三角形の長石・雲母・礫TP2043　5％

縄文土器隆帯により区画され，隆帯に沿って結節沈線文を施している。赤黒色

普通

2

探　　鉢B（3．7）口縁部片。ロ縁部はわずかに内攣する。口緑部には結節沈線文長石・雲母・礫TP2044　5％

縄文土器を施している。 橙色

普通
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第47図　第51号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　10cm

［二一一一一一一一一；　一一」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

3

探　　 鉢 B （3．5）胴部片。胴部はわずかに内攣して立ち上がる。隆帯と隆帯に沿長石・石英・雲母 TP2045　5％
縄文土器 った結節沈線文により文様を措出している。 橙色

普通

4

探　　 鉢 B （12．0） 胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。隆帯により文様を描出し長石・石英・雲母 TP2046　5％
縄文土器 ている。 橙色

普通

図版番号 券　種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

5 磨梨石斧 5．5 2，5 0．9 18．0 流　紋　岩 裏面刃部欠損。 Q2015　　PL46

第52号住居跡（第48図）

位置　調査1区の中央部，C5b3区。

重複関係　第42号住居跡及び第675号土坑を掘り込んでおり，また，第679号土坑の上に構築されており，本跡

が新しい。第636号土坑及び第13号地下式横に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長径4．36m，短径3．65mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－570　－E

壁　残存する壁高は6～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，硬化面は見られない。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P2はそれぞれ径40cm・20cmの円形，P3は長径56cm，短径43cmの楕円

形，P4・P5はそれぞれ径25cm・30cmの円形，P6は長径28cm，短径22cmの楕円形であり，確認面からの深

さは11～95cmである。

炉　ほぼ中央部に付設されている。長径113cm，短径83cmで，不整楕円形を呈する地床炉である。床面を19cm

ほど掘りくぼめており，炉床は，火を受けて赤変している。
炉土眉解説

1極暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土ノトブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積である。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

2　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
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遺物　縄文土器片147点，石皿1点，磨石1点が出土している。うち，縄文土器5点，磨石1点を抽出・図示

した。3は探鉢の底部片で中央部の床面から，6は磨石で北東部の床面から，4・5は深鉢の胴部片で炉の覆

土下層から，1・2は深鉢の底部片で炉の覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第52号住居跡出土遺物観察表（第48図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形 及び文様の特徴 胎土 t 色 調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢

縄文土器

B （3 ．0 ）

C　　 5 ．1

底 部 片 。無文。 長石 ・石 英

にぷい橙色

普通

P 2 03 6　 5 ％

P L 2 1

2

深　　 鉢

縄文土器

B （3 ．2 ）

C ［7 ．4 ］

底 部片。無文。 石英

にぷ い橙色

普通

P 20 37　 5 ％

3

探　　 鉢 B （9 ．0 ） 底 部 から胴 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。 R 石 英 ・雲母 P 2 0 38　 2 0 ％
縄 文 土 器 C　　 6 ．8 L の 単 節縄 文 を縦方向 に施 している。 にぷい褐色

普通

外 面煤付着

4

採　　 鉢 B （7 ．5 ） 胴 部片。胴部は直線的 に立ち上が る。胴部 には沈線 を垂下させ， 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 04 7　 5 ％
縄 文土器 そのわ きを磨 り消 している。地文は R L の 単 節縄 文 を縦方向 に にぷい橙色

施 している。 普通

5

探　　 鉢 B （1 3 ．5 ） 胴 部 片。胴部 は直線的に立 ち上がる。胴部には沈線 を垂下 させ， 長石 ・石英 ・雲母 T P 20 48　 5 ％
縄 文 土器 そのわきを磨 り消 してい る。地文 は R L の単 節 縄文 を縦 方向に にぷ い橙色

施 している。 普通

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

6 磨　　 石 （8．2） 8．8 6 ．2 （55 5 ．5） 砂　　　 岩 欠損部有り。残存する側面全 体に使用痕有 り。 Q 20 1 7

第53号住居跡（第49・50図）

位置　調査1区の南部，C4e9区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

＿J」29，2m
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第49匡l　第53号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　＿＿　i

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l l・－…　」



重複関係　第64号土坑及び第9号溝と重複してるが，本跡との新旧関係は不明である。

ピット13か所（Pl～P13）。Pl～P13は長径29～50cm，短径24～37cmの楕円形で，確認面からの深さは10

～189cmである。炉を中心に内側と外側にピットが巡っている。

炉　回りに巡るピットのほぼ中央部に付設された地床炉と考えられる。撹乱を受けており，長軸170cm，短軸

140cmの不整形の範囲で焼土が確認された。平面形から2基の炉が重複している可能性も考えられる。残存す

る炉床は，確認面から16cmほどの深さで，火を受けて赤変硬化している。
炉土層解説

1赤褐色　焼土大ブロック中量，焼土中ブロック少量

2　赤褐色　焼土大ブロック・焼土中ブロック少量

遣物　縄文土器片19点が出土している。うち，縄文土器2点を抽出・図示した。1・2は深鉢の胴部片でとも

に炉の覆土中から出土している。

所見　本跡は，ピットが二重に巡ること，2基の炉が重複している可能性があることから，建て替えの可能性

が考えられる。時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

0　　　　　　　5cm
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第50図　第53号住居跡出土遺物実測図

第53号住居跡出土遺物観察表（第50図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （5 ．9 ） 胴部片 。胴 部は直線 的 に立 ち上が る。 2 条 一組 の沈線 によ り文 長石 ・石英 ・雲母 T P 20 49　 5 ％

縄文土器 様を描 出 している。地文は R L の 単節縄文 を縦方向 に施 してい 橙色

る。 普通

2

深　　 鉢 B （3 ．0 ） 胴 部片 。胴 部は直線 的 に立 ち上が る。 2 条 一組 の沈線 によ り文 長石 ・石英 ・雲母 T P 20 50　 5 ％

縄文土器 様を持 出 している。地文は R L の 単節縄文 を縦方向 に施 してい にぷい褐色

る。 普通

第54号住居跡（第51図）

位置　調査1区の中央部，B5j2区。

重複関係　第1号掘に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　南東部の半分又はそれ以上が第1号掘に掘り込まれているため，正確な規模及び平面形は不明

であるが，残存する長径が1．78m，短径3．12mであり，円形叉は楕円形を呈すると推定される。

壁　壁高は6～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，特に硬化面はみられない。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl・P2はそれぞれ長径35cm，短径30cm・32cmの楕円形で，深さは34cm及び

40cmである。その性格は不明である。P3は長径67cm，短径58cmの楕円形で，深さは118cmであり，規模から

本跡にともなわない可能性も考えられる。その性格も不明である。

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積である。
土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
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遺物　出土していない。

所凰　本跡はタ遺物が出土しておらず正確な時期は不明であるがタ住居の形態から，縄文時代と考えられる。

窮別図　第54号住居跡実測図

ニー∴二二二十一二ンー1－

2

2

第閲考健腰掛（第52～54図）

位置　調査3区の北東乳　F3gl区。

重複関係　第697号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長率酪22m，短軸4。04mの隅丸方形である。

主軸方向　N－130　－W

璧　壁高は10～蟻cmで　外傾して立ち上がる。

床　平坦である。特に硬化面はみられない。

ぽッ睦1か所（Pl）。長径6駄m　短径舶cmの楕円形でタ深さは60cmである。その性格は不明である。

炉　南西壁よりに付設されている。南部を第697号土坑に掘り込まれているが，長径92cmタ短径59cmの楕円形

と考えられタほぼ中央部に深鉢の上半部を埋設した土器埋設炉である。炉の深さは22cmで，覆土は6層に分層

された。深鉢は火を受けて赤変している。
炉土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロックぜ焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子微量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

5　赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，炭化材・炭化物微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

啓羞　2層からなり，レンズ状に堆積することから，自然堆積である。
土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

遺物　復元可能土器2点を含む縄文土器片79点が出土している。うち，縄文土器3点，土製品1点を抽出凋

示した。1ほ埋設土器の探鉢のロ緑部から胴部にかけての破片で，正位に埋設されている。2は深鉢の目線部

から胴部にかけての破片で，北西壁寄り及び南西壁寄りの覆土下層から出土している。3ほ深鉢の目線部で南

東壁寄りのほぼ床面から出土している。4は土製円盤で南西壁寄りの覆土下層から出土している。

新風　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓伽曽利EⅣ式期）と考えられる。
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第52図　第70号住居跡実測図
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第53図　第70号住居跡出土遣物実測図（1）
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第54回　第70号住居跡出土遺物実測図（2）

第70号住居跡出土遺物観察表（第53・54図）

図版 番 号 器　 種 計測 値 （cm ） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［4 6 ．5 ］ 口 緑 部 か ら胴 部 に か け ての 破 片 。 胴 部 は外 傾 して 立 ち 上 が り， 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 20 40 10 ％
縄 文 土 器 B （2 4 ．9 ） 口緑 部 は 内 攣 し， 波 状 口縁 を呈 す る。 口唇 部 直下 に微 隆 帯 を巡 橙 色

らせ て い る 。 R L の 単節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る。 普 通

2

探　　 鉢 A ［3 3 ．4 ］ ロ緑 部 か ら胴 部 にか け て の 破 片 。 胴 部 は外 傾 して立 ち上 が り， 石 英 ・雲 母 P 204 1 2 0 ％
縄 文 土器 B （2 1 ．7 ） ロ縁 部 は 内 攣 す る 。 口 唇 部 内 面 に稜 を有 す る。 口唇 部 以 下 に は にぷ い 赤 褐 色

R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る。 普 通

3

探　　 鉢 B （4 ．6 ） 口緑 部 片 。 ロ緑 部 は 直 立 す る 。微 隆帯 に よ り文 様 を描 出 して い 長 石 ・礫 T P2 05 7　 5 ％
縄 文土 器 る。 地 文 は R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に 施 して い る。 明褐 色

普 通

図版 番 号 器　 種

計 測 値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

4 土器片 円盤 4．6 4 ．5 1．1 28 ．2 土　　　 製 R L の 単 節 縄 文 を横 方 向 に 施 して い る。 D P2 0 0 1

第76号住居跡（第55図）

位置　調査3区の北西部，F2h2区。

規模と平面形　長径4．40m，短径4．36mの不整円形である。

主軸方向　N－330　－W

壁　壁高は44～50cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部にある炉の周囲が硬化している。

ピット　26か所（Pl～P26）。Pl～P3は長径26～35cm，短径22～27cmの楕円形で，深さは31～49cmである。

P4～P26は長径15～26cm，短径14～23cmの楕円形及び円形で，深さは7～20cmである。Pl～P3は規模と

配列から主柱穴と考えられる。P4～P26は壁際に巡らされており壁柱穴と考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径83cm，短径72cmで，楕円形を呈する地床炉である。6cmほど床面を掘りく

ぼめている。

覆土　7層に分層され，レンズ状に堆積することから自然堆積である。
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土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　黒褐色

7　暗褐色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化物さ炭化粒子少数　焼土中ブロック・焼土粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子微量，ローム太ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化物e炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロックもローム粒子少量，焼土粒子さ炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片6賂真が出土している。うち，縄文土器3色石製品2点を抽出・図示した。5は磨石で，

南東壁際の覆土下層から出土している。1は注目土器，2は深鉢の底部片で，ともに南東壁寄りの覆土中層か

ら，3は深鉢目線部片で，中央部の覆土中層から出土士ている。射ま石鉱の未製品と考えられタ覆土中から出

土している。

荷風　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓伽曽利EⅣ式期）と考えられる。

第76号住居跡出土遺物観察表（第55図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎上 ・色調 ・焼成 備　 考

1

注目士器 B （4 ．0 ） 注 目部か ら胴部 にかけての破片 。胴部 には注 目基部まで微隆帯に 長石 ・雲母 P 2 04 2　 5 ％
縄文土器 よ り文様が描出 されている。 にぷい黄橙色

普通

2

深　　 鉢

縄文土器

B （4 ．1 ）

C　　 5 ．0

底部片。無文。 長石 ・石英 ・雲母

にぷい橙色

普通

P 2 04 3　 5 ％

3

深　　 鉢 B （7 83 ） 目線部片。臼縁部は内攣する。口唇部直下に微隆帯 を巡 らしている。 長石 ・有 英 ・雲母 TP 20 60　 5 ％
縄文土器 地文 はR L の単節縄文を横方向に施 している。 にぷい橙色

普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（Cぬ）

幅（cm ）恒 （cm ）重量ね ）

4 石　　 鉄 2．9 2．1 0．9 3．4 チ　ャ　ー ト 円基鉄。 Q 20 18

5 磨　　 石 9．5 8．2 4．5 556．5 安　 山　 岩 平面形は不整円形。側面全体に使用痕有り。 Q 2019　　 PL47

窮開常住腰跡（第56。57図）

位置　調査3区の北部，F2d5区。

確認状況　本跡の上面が撹乱を受けている。特に北部は撹乱が著しく，その下部から本跡のPlと第592号土

坑が確認された。

重複関係　第952号土坑の上に構築されており，本跡が新しい。第72587510752号土坑と重複しているが，本

跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径5。50m，短径4。90mの不整楕円形と推定される。

主軸方向　N－320　－W

壁　残存する壁高は24～28cmで，外傾して立ち上がる。壁溝が南部及び西部の一礼　また，北部の撹乱部分を

除いてほぼ全周している。

床　上面に撹乱を受けているため床の状態は不明である。

ぽット14か所（Pl～P14）。Pl～P4は長径56～60cm，短径46～50cmの楕円形で，深さは9ト100cmである。

規模と配列から主柱穴と考えられる。P5～P8は長径22～27cm，短径18～21cmの楕円形で，深さは12～22cm

である。規模と配列から壁柱穴と考えられる。P9～P13は長径19～22cm，短径15～19cmの楕円私　P14は径

20cmの円形で，深さは15～26cmである。その性格は不明である。

炉　2か所。炉1と炉2は重複する。中央部からやや南壁寄りに付設されている。炉1は，炉2の上面に付設
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された石園炉である。拳大から人頭大の半分ほどの大きさの炉石34個体が長径72cm，短径62cmの楕円形の範囲

に巡らされている。床面から25cm掘りくぼめており，炉床及び炉石は赤変している。炉2は，炉1の下面に確

認され，長径140cm，短径78cmの楕円形で，床面を38cmほど掘りくぼめた地床炉である。炉床は赤変している。

炉2が廃絶された後，炉1が付設されたものと考えられる。
炉土層解説
1にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子微量
2　赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子微量
3　にぷい赤褐色　ローム中ブロック多量，焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子微量
6　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子微量
7　赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片109点が出土している。うち，縄文土器3点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部から胴部

にかけての破片でP4の覆土上層及び確認面から，2は探鉢の胴部から底部にかけての破片，3は探鉢のロ緑

部片で中央部の確認面から，それぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第57図　第77号住居跡出土遺物実測図
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第77号住居跡出土遺物観察表（第57図）

図版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び 文様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A 【4 2 ．6 ］ ロ緑 部 か ら胴 部 に か け て の破 片 。 胴 部 は外 傾 して立 ち上 が り， 長 石 ・石 英 P 204 4　 20 ％

縄 文 土 器 B （3 3 ．1 ） ロ縁 部 は 内野 す る 。 4 単 位 の 波 状 口緑 を呈 す る。 口縁 部 に は微 灰 褐 色

隆帯 及 び波 頂 部 直 下 に 楕 円 区 画 文 を施 して い る。 胴 部 に は微 隆

帯 に よ り文様 を描 出 して い る 。 地 文 は， 口 縁 部 に は R L の 単 節

縄 文 を横方 向 に， 胴部 に は R L の単 節縄 文 を縦 方 向 に施 してい る。

普 通

2

探　　 鉢 B （1 2 ．0 ） 胴 部 か ら底 部 に か け て の破 片 。底 部 か ら胴 部 は外 傾 して 立 ち上 長 石 ・石 英 ・雲母 P 2 04 5　 2 0 ％

縄 文 土器 C　　 6 ．0 が る。 地 文 は R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る。 に ぷ い 黄橙 色

普 通

3

探　　 鉢 B （5 ．6 ） 把 手 部 及 び 口縁 部 片 。 波 頂 部 は くぼ み を 有 す る 。 口 唇 部 外 面 直 長石 ・雲 母 P 2 04 6　 5 ％

縄 文土 器 下 に刺 突 文 を連 続 して施 して い る 。 ロ 縁 部 は 沈 線 に よ り文 様 を に ぷ い褐 色

描 出 してい る 。 地文 は R L の単 節 縄 文 を斜 め 方 向 に施 して い る。 普通

第78号住居跡（第58・59図）

位置　調査3区の北東部，F2cO区。

確認状況　本跡の上面が撹乱を受けており，北部，東部から南東部及び西部の壁が確認できなかった。

重複関係　第757・758・763号土坑と重複しているが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径6．10m，短径4．56mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－60　－W

一一‾‾‾－　　＼

／ ／一／由。2　や1、、

」L29．2m

第58図　第78号住居跡実測図
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壁　壁高は14～28cmであり，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，中央部が硬化している。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径27cm，短径20cmの楕円形で，深さは15cm，P3は長径30cm，短径24

cmの楕円形で，深さは51cm，P2は径25cmの円形で，深さは16cm，P4は径30cmの円形で，深さは33cmである。

いずれもその性格は不明である。

炉　中央部からやや南壁寄りに付設されている。長径98cm，短径53cmで，楕円形を呈する地床炉である。10cm

ほど床面を掘りくぼめている。炉床は赤変している。

遺物　縄文土器片88点，石器1点が出土している。うち，縄文土器片4点，石器1点を抽出・図示した。2・

4は探鉢の胴部片で，2は中央部，4は南壁寄りの，それぞれ覆土下層から出土している。1は深鉢口緑部片

で，南壁際の覆土上層から出土している。3は探鉢胴部片で覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後葉（加曽利EⅣ式期）と考えられる。
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第59図　第78号住居跡出土遺物実測図

第78号住居跡出土遺物観察表（第59図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 話形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （5 ．0 ） 口緑 部片。ロ緑 部は内攣す る。 口唇部外面直 下には微 隆帯に よ 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 105　 5 ％
縄文土器 り文様 を措 出 している。地文は R L の単節縄文 を縦 方向に施 し 橙色

ている。 普通

2

深　　 鉢 B （7 ．7 ） 胴部片。胴部 は内攣 して立ち上がる。胴部 には微隆帯 に より文 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 106　 5 ％
縄文土器 様 を措 出 している。地文は R L の単節縄文 を縦方向 に施 してい にぷい橙色

る。 普通

3

探　　 鉢 B （6 ．4 ） 胴部片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。胴 部 には微隆帯 によ り文 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 10 7　 5 ％
縄文土器 様 を描出 して いる。 地文 は R L の単節縄 文 を縦方向 に施 してい 灰褐色

る。 普通

4

探　　 鉢 B （7 ．9 ） 胴 部片。胴部は内攣 して立 ち上が る。胴 部には微隆帯 によ り文 長石 ・石 英 ・雲母 T P 2 10 8　 5 ％
縄文土器 様 を描出 してい る。地文 は R L の単節縄文 を縦方向に施 してい 明赤褐色

る。 普 通

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（c m ） 重量 （g ）

5 磨製石斧 （5．6） （3．2） （1．5） （4 8．3） 蛇　 紋　 岩 刃部欠損 。走角式磨製石斧 Q 20 2 1
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第79号住居跡（第60・61図）

位置　調査3区の北西部，F2i5区。

規模と平面形　長軸3．40m，短軸2．62mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－700　－E

壁　壁高は8～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，硬化面は確認されなかった。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P5は，長径24～30cm，短径19～24cmの円形及び楕円形で，深さは14～

31cmである。P6は長径61cm，短径41cmの楕円形で，深さは18cmである。その性格はいずれも不明である。P

6は規模及び配列などから本跡に伴わない可能性も考えられる。

炉　中央部に付設されている。長径54cm，短径39cmの楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼめた地床炉であり，

炉床は火を受けて赤変している。
炉土層解説

1にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　2層からなり，不規則な堆積状況を示していることから人為堆積である。
土眉解説

1褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　明褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遣物　縄文土器片26点が出土している。うち，縄文土器片2点を抽出・図示した。1は探鉢の底部から胴部に

かけての破片で，西コーナー部のほぼ床面から，2は探鉢の底部片で，南東壁寄りの覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EⅢ～Ⅳ式期）と考えられる。
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第61図　第79号住居跡出土遣物実測図

第79号住居跡出土遺物観察表（第61図）
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

深　　鉢B（13．3）底部から胴部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。地長石・雲母P204710％
縄文土器C［8．6］文として縦方向の条線文を施している。 にぷい黄橙色

普通

2

探　　鉢

縄文土器

B（3．3）

C　　5．8

底部片。無文。 長石・石英・雲母・

白色粒子

橙色，普通

P2048　5％

第82号住居跡（第62図）

位置　調査3区の南東部，G3f2区。

重複関係　第58・60号住居跡及び第764・949・950号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．56m，短軸3．50mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－180　－W

第62図　第82号住居跡実測図
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ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径26～32cm，短径22～30cmの楕円形で，深さは18～46cmである。

配列から壁柱穴と考えられる。P5は長径21cm，短径20cmの円形で，深さは9cmであり，その性格は不明であ

る。

炉　中央部に付設されていると考えられる。長径69cm，短径60cmの不整な楕円形を呈する地床炉である。確認

面からの深さは11cmである。

遺物　出土していない。

所見　時期は，遺物が出土しておらず正確な時期は不明である。住居の形態から，縄文時代の可能性が考えら

れる。

第92号住居跡（第63図）

位置　調査4区の南部，H4b5区。

重複関係　第85号住居跡及び第2号粘土採掘坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．74m，短軸3．28mの隅丸方形と推定される。

壁　北壁，西壁，東壁の一部が確認された。残存する壁高は12～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，中央部が硬化している。

ピット　確認されなかった。

炉　確認されなかった。

覆土　2層からなり，レンズ状に堆積することから，自然堆積である。

、一一＿一一一一一一

H4計可
＿L29．6m

第2号粘土採掘坑

0　　　　　　　　　　　　2m

L．二＿⊥二．．二」

第63図　第92号住居跡・出土遺物実測図
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土層解説

1黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック0ローム粒子・炭化粒子も粘土小ブロック微量

2　黒褐色　ローム小ブロックもローム凝子・焼土中ブロックさ焼土粒子や粘土小ブロック微量

遺物　縄文土器片47氏土製品1点夕石製品1点が出土している○うちタ縄文土器片1息土製品接ぎ石製

品上封由出凋示した。3ほ磨石で中央部の覆土中層から，1ほ深鉢の胴部片タ　2ほ土器片錘でともに覆土中

から出土している。

所凰　時期はタ　出土土器及び住居の形態から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第92号住居跡出土遺物観察表（第63図）

図版番号 器 可 計測値 （cm ）
器形及び文様の特徴　　 目線 部片。波頂部 を欠損す るが 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢　 B （9 ．6 ） 】…胴部片。胴 部はわずかに外傾 して立 ち上が る。胴部 には隆帯 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 128　 5 ％
縄文土器 垂下 させ ている。地文 はL R の単節縄文 を縦方向に施 している。 明赤褐色

普通

図版番号 器　 梗
計測値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考序 さ（cm ）i 幅（cm ）
厚 さ（cm ） 重量（g ）

2 土器片円盤
4・7 ！ 4．3　 日 ．9

23．2 土　　　 製 縄文を地文に沈線が施されている。
I
D Pユ00ヱ

図版番号 器　 種
計測値 石 弓　 特　 徴

備　　 考
長さ（cm ）

幅（cm ）庫 さ（cm ）
重量（g）

3 磨　　 石 9．1
6．9 i 3．8

325．8
砂　 岩 主 部欠損。表裏各1乳。側面全体に朋 痕有り。

Q 2022　 PL47

第柑考健腰掛（第64図）

位置　調査5区の北東部，F6g7区。

重複関係　第841号土坑と重複するが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径4。66m，短径3。40mの長楕円形である。

主軸方向　N－7ロ　ーW

壁　北壁及び東壁が確認された。残存する壁高は12～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　特に硬化面は認められない。

ぽッ睦10か所（Pl～PlO）。Pl～PlOは長径20～26cm，短径16～24cmの楕円形でタ深さは13～43cmである。

配列から柱穴と考えられる。

炉　確認されなかった。中央部の撹乱により，炉が壊された可能性も考えられる。

澤豊　3層からなり，不規則な堆積状況を示していることから人為堆積である。
土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片45点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出凋示した。1は探鉢目線部から胴部片で

あり，中央部の覆土下層から出土している。

新風　時期は，出土土器及び住居の形態から縄文時代中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第107号住居跡出土遺物観察表（第64図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 1 ．7 ］ 目線部片。 目線部 は内攣する。口唇部外面直下 に微隆帯 を施 し 長石 ・石英 ・雲母 P 20 50　 5 ％
縄 文土器 B （6 ．1 ） てい る。 明褐色

普通
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第64図　第107号住居跡・出土遺物実測図
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第108号住居跡（第65図）

位置　調査5区の北東部，F7gl区。

重複関係　第104号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　北部が第104号竪穴住居跡に掘り込まれ，南東部が調査区城外になるが，長軸5．56m，短軸4．28

mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－600　－E

ピット　9か所（Pl～P9）。Pl～P5・P7・P8は長径32～51cm，短径28、45cmの楕円形及び円形で，深

さは16～92cm，P6は長径70cm，短径50cmの楕円形で，深さは56cm，P9は径18cmの円形で，深さは12cmであ

る。

炉　長径68cm，短径61cmで，ほぼ楕円形を呈する地床炉である。床面を17cmほど掘りくぼめている。炉床は，

火を受けて赤変硬化している。
炉土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・粘土粒子少量
4　暗赤褐色　焼土大ブロック中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，粘土中ブロック微量
5　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積することから，自然堆積である。
土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム中ブロック・炭化物微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
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第65図　第108号住居跡・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片摘点　石製品　点が出土している。うちタ　縄文土器3点を抽出0図示した。3ほ深鉢胴部

片で南西壁寄り，1は深鉢底部片で中央部の，それぞれ覆土下層から出土している。2ほ深鉢の目線部から胴

部片で覆土中から出土している。図示しないが，覆土中層から火を受けて炉石と考えられる人頭大ほどの花崗

岩が出土している。

所凰　時期は，出土土器及び住居の形態から中期複葉（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第108号住居跡出土遺物観察表（第65図）

図版嘉‾義一‾序 種
計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 e色調 ・焼成 備　 考

1 匿 慧
B （3．3）

C　　 5．8

底部片。無文。 長有 ・石英 ・圭母 ・

白色粒子

橙色，普通

P 2051　5 ％

深　　 鉢 B （6．0） 目線部片。目線部は内攣する。目線部には微隆帯及び沈線を施 長石 ・石英 ・雲母 T P2123　 5 ％
2　　 縄文土器 している。地文はL R の単節縄文を縦方向に施 している。 灰黄褐色

普通

深　　 鉢 B O o ．3） 胴部片。胴部は外傾 して立ち上がる。沈線間を磨り消している。 長右 ・石英 ・礫 TP2124　 5 ％
3　　　 縄文土器 地文はR L の単節縄文を縦方向に施している。 にぷい橙色

普通

第臓考健贋静（第66図）

位置　調査5区の北東部，G5jO区。

規模と平面形　長径5。52m，短径4。54mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－140　－E

壁　東壁，南東壁，南壁，西壁，北西壁のそれぞれ一部が確認された。壁高は8～18cmであり，外傾して立ち

上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に硬化面はみられない。

ぽッ匝　6か所（PトP6）。PトP3e P5・P6ほ，長径42～70cm，短径35～49cmの楕円私　P4は，径

30cmの円形でタ　深さは25～52cmである。配列から主柱穴と考えられる。

炉　長径88cm，短径68cmで，楕円形を皇する地床炉である。床面を10cmほど掘りくぼめている。炉床はわずか

に赤愛している。
炉土層解説

1褐　色　ローム粒子も焼土中ブロック・焼土中ブロック少量，焼土太ブロック微量

2　黒褐色　焼土中ブロック・炭化粒子少量

3　黒褐色　焼土小ブロック中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロックe焼土中ブロック0焼土粒子少量，ローム太ブロックせローム中ブロック。炭化粒子微量

孝羞　単層である。ローム粒子を含む自然堆積と考えられる。
土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片19点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出。図示した。1は深鉢目線部片で北東壁際

の覆土下層から出土している。

新風　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第109号住居跡出土遺物観察表（第66図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

l

探　　 鉢 B （3 ．3 ） 目線 部片。 ロ緑部 は内攣す る。 口唇 部外 面直下に微 隆帯 を施 し 長石 ・雲母 T P 2 12 5　 5 ％

縄文土器 ている。 灰褐色

普通
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第66図　第109号住居跡・出土遺物実測図
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第113号住居跡（第67・68図）

位置　調査5区の東部，G6h7区。

重複関係　第102号住居跡の床面下から検出され，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸2．28mの長方形である。

主軸方向　N－380　－E

壁　壁高は20～24cmであり，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，壁際を除いて全体的に硬化している。

ピット18か所（PトP18）。Pl～P18は長径16～33cm，短径1卜28cmの楕円形及び円形であり，深さは10～

38cmである。Pl・P3～P17は配列から柱穴と考えられるo P2・P18の性格は不明である。

炉　ほぼ中央部に付設されている0長径64cm・短径54cmで，楕円形を呈する地床炉である。床面を7cmほど掘

－　73　－



りくぼめている。炉床は，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量，焼土大ブロック微量
4　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック少量，ローム大ブロック微量

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積することから，自然堆積である。
土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　黒

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，ローム中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム中ブロック・炭化物微量

色　ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
6　黒褐色
7　黒褐色
8　褐

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
焼土小ブロック中量，ローム小ブロック少量，焼土大ブロック・焼土中ブロック微量

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

9　暗褐色 ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　縄文土器片94点が出土している。うち，縄文土器片3点を抽出・図示した。1は探鉢で西コーナー部

の覆土下層から覆土中層にかけて出土している。2は深鉢底部片で，北西壁際の覆土中層から，3は深鉢口緑

部片であり，覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から前期前葉（三ツ木式期）と考えられる。

」L28．6m
1　　　　4

一一、」完と主生三つ♭一一一

第67図　第113号住居跡実測図
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第68図　第113号住居跡出土遺物実測図

第113号住居跡出土遺物観察表（第68図）

」＿上∃2

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿　」　－＿j

図師番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢A［31．8］口縁部から胴部にかけての破片。胴部はほぼ直線的に立ち上がり，口長石・雲母 P2052　40％
縄文土器B（26．2）緑部に至る。口唇部に突起を有する。口唇部外面直下及びロ緑部とにぷい赤褐色

胴部の境にキザミを有する平行沈線を巡らしている。ロ縁部にはキザ

ミを有する平行沈線により直線的，曲線的文様を描出し，円形竹管によ

る刺突文が配されている。胴部の上位にはRL及びLRの単節縄文に

より羽状縄文を施している。胴部の下位には末端に環の付いたRL及

びLRの単節縄文により羽状縄文を施している。

普通

2

探　　鉢B（2．9）底部片。底部は上げ底状を呈する。底部にはRLの単節縄文を施し長石・石英・白色粒P2053　5％
縄文土器C　　9．0 ている。 子

橙色，普通

3

深　　鉢B（5．5）口縁部から胴部にかけての破片。口綾部は直立する。口唇部外面直長石・石英 TP2126　5％
縄文土器 下にキザミを有する平行沈線を，口緑部と胴部の境にキザミを有するにぷい橙色
平行沈線及び弧状文を施している。 普通

第119号住居跡（第69・70図）

位置　調査5区の東部，G6hO区。

重複関係　第862号土坑と重複するが，本跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径3．42m，短径3．24mの円形である。

主軸方向　N－28。－W

壁　壁高は10～14cmで，外傾して立ち上がる。

床　中央部から南西壁際にかけて硬化している。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P6は径18～30cmの円形で，深さは10～24cmである。その性格はいずれも

不明である。

炉　ほぼ中央部に1基（炉1），北壁寄りに1基（炉2）検出されている。炉1は長径50cm，短径40cmの楕円形で，

床面を11cmほど掘りくぼめている。炉2は長径36cm，短径30cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめている。

ともに地床炉で，炉床は火を受けて赤変している。炉1と炉2の新旧は不明である。
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炉1土層解説
1極暗赤褐色　焼土小ブロック少量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック微量
3　極暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子微量
炉2土層解説
1極暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック少量
2　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

覆土　7層からなり，不規則な堆積状況を示していることから人為堆積である。
土層解説
黒褐
暗褐
黒褐
暗褐
黒褐
褐

暗褐

色

色

色

色

色

色

色

ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

ローム大ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量
ロ

ロ

ロ

ーム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量
－ム小ブロック・ローム粒子中量

－ム粒子中量，ローム小ブロック少量

造物　縄文土器片403点が出土している。うち，縄文土器3点を抽出・図示した。2は探鉢口緑部片で，東壁

寄りの覆土下層から出土している。1は深鉢口緑部片，3は壷口緑部から胴部にかけての破片で，それぞれ中

央部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器及び住居の形態から，中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。
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第69図　第119号住居跡・出土遺物実測図
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第70図　第119号住居跡出土遺物実測図

第119号住居跡出土遺物観察表（第69・70図）

3　0　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿⊥－＿i

図版番号券　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢A［30．6］ロ緑部片。ロ緑部は内攣する。口唇部外面直下に微隆帯を巡ら石英・雲母 P205410％
縄文土器B（10．3）せている。口縁部には微隆帯により文様を措出している。地文にぷい黄橙色 PL21
はRLの単節縄文を斜方向に施している。 普通

2

探　　鉢A［27．5］口縁部片。口緑部は内攣する。RLの単節縄文を縦方向に施し長石・石英・雲母・P2055　20％
縄文土器B（9．1）ている。 白色粒子

にぷい黄橙色，普通

3

宝E A［20．2］口縁部から胴部にかけての破片。胴部は内債して立ち上がり，石英・雲母 P205610％
縄文土器B（9．3）口緑部はわずかに外傾する。RLの単節縄文を斜方向に施してにぷい橙色

いる。 普通

第120号住居跡（第71図）

位置　調査5区の東部，G7hl区。

規模と平面形　長径4．30m，短径4．08mの円形と推定される。

主軸方向　N－220　－E

壁　北西及び東壁の一部が確認された。残存する壁高は14～24cmであり，外傾して立ち上がる。

床　特に硬化面はみられない。

ピット　7か所（PトP7）。Pl～P7は長径22～40cm，短径2ト34cmの楕円形及び円形で，深さは16～60cm

であり，配列から柱穴と考えられる。

炉　南壁寄りに付設されている。長径112cm，短径75cmのほぼ楕円形で，床面を12cmほど掘りくぼめた地床炉

である。
炉土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量
2　極暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積することから，自然堆積である。
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土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片124点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は深鉢口緑部で覆土中か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から，中期復業（加曽利EⅣ式期）と考えられる。
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第71図　第120号住居跡・出土遺物実測図

第120号住居跡出土遺物観察表（第71図）

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l l t一　一・一・」

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　鉢B（7．2）口緑部片。口緑部は内攣する。ロ緑部には沈線を巡らしている。長石・石英・礫 TP2127　5％

縄文土器 地文はRLの単節縄文を縦方向に施している。 灰黄褐色

普通
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縄文時代住居跡一覧表

住　 居

番　 号
位　 置 主（長）軸方向 平　 面　 図

規　 模 （m ）

長軸×短軸（m ）

壁　 高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設 、！覆土

出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新 ）

発　 掘

番　 号壁 溝ピット柱 穴、出入口
炉 恒猷

2 B 4 b 3 N …40 0－W 楕 円 形 6．12 ×4．88 8 ～25 平坦 14 1 自然、探鉢億・打製石斧 SK128・129・272→本跡 SI 3

5 B 4 壬も N … 9 0…E ［楕 円 形］ 仕 32×6．93］ 18 平坦 5 2 深　　　 鉢 鮎脇間m 用船撒爛 SI8

6 C 4 b4 N －35 0－W ［楕 円 形］ ［6．86×4．76］ － 平坦 4 1 自然、探　　　 鉢 SK212・213・262→本跡 SI 9

7 B 4 h 7 N －42 0－E ［楕 円 形］ ［4．84×4．43］ － 平坦 5 1 深　　　 鉢 SK 164・16 7→本跡 SIlO

10 B 4 r7 － ［円　　 形］ 4．10 ×［4．10］ 5 ～ 8 平坦 5 2 自然 深　　　 鉢 本跡→SK l12 S I13

H C 4 a 8 － ［円　　 形］ ［5．20 ×5．20］ － 3 1 深　　　 鉢 SK320・322・323・352→本跡 SI14

12 C 4 i6 － － － － 2 1 探　　　 鉢 SI15

1 3 B 4 j8 － － － － 1 1 探　　　 鉢 SK295・378・402→本跡 SI16

14 C 4 拘 －
［円　　 形］ ［4．30 ×4．30］

－ 7 1 縄文土器片 SI17

15 B 4 i8 － － － － 4 1 深　　　 鉢 SK29用憫→繍牒蜂竪繍調 SI18

18 C 4 b 7 N －37 0－W ［円　　 形］ ほ 19 ×5．08］ － 6 1 SIl蟻365・434朝・51紺担本跡 SI22

19 C 4 b7 N －68 0…E ［楕 円 形 ］［6．97 ×5．55］ － 5 1 探　　　 鉢 SK拙43刷 ・519→本跡→Sm S I2 3

2 0 B 4 iO － － － － 4 1 探　　　 鉢 SK326・335・384・423→本跡 SI2 4

2 1 C 4 d7 － － － － 5 2 深　　　 鉢 SI2 5

2 3 B 5 i2 － － － － 3 1 縄文土器片 SI2 7

24 B 5 i3 － － － － 6 1 探　　　 鉢 SK 6 16－→本跡 SI2 8

2 8 C 4 a 9 N －300 －E ［楕 円 形］ ［6．00 ×5．20］ － 5 1 深　　　 鉢 S臓→本路号義輝SK4欄と重複 SB 5

30 B 4 jO － ［円　　 形］ ［4．60 ×4．60］ 16 平坦 4 1 自然 自棉鉢・醜石斧・磨石 SK 424・590→本跡 SI3 8

39 C 5 e 8 N －670－W ［楕 円 形］ ［5．60 ×4．60］ － 11 1 縄 文土器片 本跡→第10号竪穴状遺構 SI47

4 0 B 5 i6 N －17 0－W ［長 方 形］ （3．69）×2．73 33 へj 5 平坦 6 － 人為 探鉢・石鉄・磨石 本跡→SI2 6，SD l SI48

4 1 C 4 b 8 N －57 0－E ［楕 円 形］ ［5．75 ×4．90］ 12へノ24 平坦 1 4 1 － 自然 採鉢イ丁製石斧 SK3鋸掛4侶紆66→繍 SI49

4 2 C 5 b4 N －24 0－E ［不整楕円形］ ［4．10 ×3．80］ － 6 1 深　　　 鉢 本跡→SI52 S I50

4 4 C 5 b4 － － － － 平坦 5 1 S I52

4 5 C 5 a4 N －22 0－W ［楕 円 形 ］（3．60）×3．36 8 ～16 平坦 4 縄文土器片 本跡→第1号堀・SK636 S I54

4 8 C 5 毘 N －47 0－W ［楕 円 形］ ［4，56×4．00］ － 平坦 6 1 探　　　 鉢 SI5 7

49 C 4 b O N －67 0－W 不 整楕 円形 3．40×3．00 10へノ18 平坦 7 探鉢・敲石・磨石

S拙振再 灘 3㈲号踊境

本跡－→第 1号堀

SI5 8

5 1 C 4 C 8 － ［円　　 形］ ［5．16×4．80］ － 平坦 11 1 深鉢・磨製石斧 SI6 0

52 C 5 a 3 N －420 －E ［楕 円 形］ ［4．34 ×3．74］ 8 ～10 平坦 6 1 深鉢・石皿・磨石 SI6 2

53 C 4 e9 － － － － － － 13 － － 1 － － 深　　　 鉢

探鉢・土器片円盤

SI6 3

54 B 5 j3 N －650－W ［楕 円 形］ （1．78）×3．21 6 ～16 平坦 3 S I6 5

70 F 3 fl N －130－W 隅 丸 方 形 4．22 ×4．06 10 へノ16 平坦 1 1 本跡→SK 69 7

S K ＿952→本跡

本跡→SI5蠣 SK752・764・949

SI30 16

7（） F 2 h2 － 不 整 円 形 4．40 ×4．36 44 ～ノ50 平坦 26 1 探鉢・石鉄末製品 SI30 22

77 F 2 bO N －32 0－W 不整楕 円形 5．50 ×［4．90］24 へ′28 平坦

栓剰

14 1 深　　　 鉢 SI30 23

7 8 F 2 iO N － 6 0－W ［楕 円 形 ］ 6．10 ×［4．56］14 へノ28 平坦 4 1 探鉢・磨製石斧 SI30 24

7 9 F 2 i6 N －70 0－E 隅丸長方形 3．40×2．26 8 ～16
平逸

6 1 深　　　 鉢

柚 ・土器片錘・磨石

SI30 25

8 2 G 3 f2 N －18 0－W ［隅丸方形 ］ 3．56×3．50 10 皿状 5

10

1

1

S I30 30

9 2 H 4 b 5 N － 3 じ－W 隅丸長方形 3．74×3．28 12へノ22 平坦 本跡→S断第猪粘土採掘坑

本跡→SIlO4

本跡→SIlO2

S I4 0 12

107 F 6 g 7 N － 7 0－W ［楕 円 形］ ［4．66×3．40］ 12へ′20 平坦 深　　　 鉢 SI5 0 13

10 8 F 7 g l N －600 －E ［隅丸長方形］ 5．56 ×（4．28）30へ′40 平坦 9 探 鉢 ・炉 石 SI5 0 14

10 9 G 5 jO N － 5 0－ E ［楕 円 形］ ［5．40 ×4．60］ 8 ～18 平坦 6 1 深　　　 鉢 SI5 0 15

1 13 G 6 h 7 N －380－ E 長　 方　 形 4．20 ×2．82 20 へノ24 平坦 18

6

7

1

2

1

深　　　 鉢 SI50 19

1 19 G 6 hO － 円　　　 形 3．42 ×3．24 10 へノ14 平坦 深 鉢 ・壷 SI50 2 5

12 0 G 7 h l － ［円　　 形］ ［4．30 ×4．08］ 14 ～24 平坦 深　　　 鉢 SI50 2 7
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2　屋外炉

1・3・4・5区の調査で，壁や床，ピットが確認できず，炉のみを検出した遺構8基を屋外炉とした。以

下，それらについて記載する。

第1号屋外炉（第72図）

位置　調査1区の北西部，B4a6区。

確認状況　焼土及び埋設土器を検出した0竪穴住居跡の可能性も考えられるが，住居の壁や床，ピットが確認

されないことから，屋外炉とした。

重複関係　第27号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長径118cm，短径60cmと推定され，楕円形を呈すると考えられる。確認面からの深さは13cmで

ある。

主軸方向　N－520　－E

壁　外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　4層からなる。
土層解説

1暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多乱　ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

2　時赤褐色　焼土小ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム中ブロック微量
3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物微量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片9点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は深鉢胴部片で，北東部に

正位で埋設させれている。土器は火を受けて赤変している。

所見　時期は，出土土器から，中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

㊨

」　　＿」　＿　　　！

第72図　第1号屋外炉・出土遺物実測図

第1号屋外炉出土遺物観察表（第72図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

し－－1「－‥－H－1－1」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （15．7） 胴部片。胴部は内攣して立ち上がる。胴部には2条一組の沈線 長石・雲母 P 2001 15％
縄文土器 により文様を描出している。垂下させた沈線間を磨り消してい 橙色 全面被熱

る。 普通
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第2号屋外炉（第73図）

位置　調査1区の北西部，B4e7区。

確認状況　焼土及び埋設土器を検出した。竪穴住居跡の可能性も考えられるが，住居の壁や床，ピットが確認

されないことから，屋外炉とした。

重複関係　第126号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸101cm，短軸55cmの不定形で，確認面からの深さは31cmである。

主軸方向　N－670　－E

壁　外傾して立ち上がる。

底面　凹凸である。
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第73図　第2号屋外炉・出土遺物実測図

第2号屋外炉出土遺物観察表（第73図）

⊂⊃ 0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢A　19．6 ロ綾部から胴部にかけての破片。胴部は内野気味に外傾して立ち上長石・雲母 P2004　70％

縄文土器B（20．6）がi），口縁部は開きながら内攣する。口縁部には隆帯による区画文，橙色 内面上半被熱

渦巻文及び楕円形文が施されている。胴部には3条一組の沈線によ

る懸垂文と波状の沈線による懸垂文が施され，沈線文間は磨り消さ

れている。地文はLRLの複節縄文を縦方向に施している。

普通 PL21

図版番号器　種

計測値

石　　質 特　　　　　　 徴 備　　考
長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

2 麿製石斧（8．7）5．2 （3．0）（215．8）粘　板　岩基部欠損。走角式磨製石斧。 Q2008
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覆土11層からなる。特に第2・3層が赤変硬化している。
土眉解説
1暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗赤褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム大ブロック微量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・焼土小ブロック中量
4　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
5　暗赤褐色　ローム小ブロック多量，焼土粒子少量，焼土ノトブロック微量
6　暗赤褐色　ローム小ブロック多量，焼土粒子中量
7　暗褐色　ローム小ブロック多量，焼土粒子微量
8　明赤褐色　ローム小ブロック多量，焼土粒子中量
9　明赤褐色　焼土粒子中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック微量
10　褐　　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック微量
11黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片50点，石器1点が出土している。うち，縄文土器1点，磨製石斧1点を抽出・図示した。1

は探鉢で，南西部に正位に埋設されている。土器は火を受けて赤変している。2は磨製石斧で北部の覆土上層

から出土している。

所見　時期は，出土土器から，中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第3号屋外炉（第74・75図）

位置　調査1区の南部，C4hO区。

確認状況　焼土及び埋設土器を検出した。竪穴住居跡の可能性も考えられるが，住居の壁や床，ピットが確認

されないことから，屋外炉とした。

重複関係　第552号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長径63cm，短径42cmであり，不整楕円形を呈する。確認面からの深さは17cmである。

主軸方向　N－620　－E

壁　外傾して立ち上がる。

底面　凹凸である。

覆土　4層からなる。
土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子・炭化物微量
3　暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土小ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
4　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片20点，石器1点が出土している。うち，縄文土器1点，凹石1点を抽出・図示した。1は探

鉢胴部片で中央部からやや北西よりに正位で埋設されている。2は凹石で1の探鉢内の覆土中層から出土して

いる。土器は火を受けて赤変している。

所見　時期は，出土土器から，中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第74図　第3号屋外炉実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿‥；　　　」
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第75図　第3号屋外炉出土遺物実測図

第3号屋外炉出土遺物観察表（第75図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　i

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢B（11．7）胴部片。胴部は外傾して立ち上がる。胴部には3条一組の沈線長石・雲母 P2015　15％
縄文土器 による懸垂文が施されている。地文はRLの単節縄文を縦方向にぷい赤褐色

に施している。 普通

図版番号器　種

計測値

石　　質 特　　　　　　 徴 備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

2 凹　　石（21．4）（14．0）5．3 （1631．5）砂　　　岩機能面がわずかに凹む。裏面5穿孔。 Q2006

第4号屋外炉（第76図）

位置　調査1区の中央部，C4a9区。

確認状況　確認面で炉を検出した。竪穴住居跡の可能性も考えられるが，住居の壁や床，ピットが確認されな

いことから，屋外炉とした。

重複関係　第402号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長径102cm，短径71cmであり，不整楕円形を呈する。
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主軸方向　N－150　－W

遺物　縄文土器片84点が出土している。うち，縄文土器3点を抽出・図示した。1は探鉢底部から胴部片，2

は深鉢口緑部片，3は深鉢胴部片で，いずれも覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から，中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第76図　第4号屋外炉・出土遺物実測図

第4号屋外炉出土遺物観察表（第76図）
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0　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢B（12．5）底部から胴部片。胴部は外傾して立ち上がる。地文はLRの単石英・雲母・礫P2020　20％

縄文土器C　　8．8節縄文を縦方向に施している。 橙色

普通

2

探　　鉢B（3，6）口緑部片。口緑部は外傾する。口緑部にはキザミを有する隆帯長石・石英・礫TP2029　5％

縄文土器 と隆帯に沿った結節沈線文を施している。 明褐色

普通

3

探　　鉢B（6．3）胴部片。胴部は外傾して立ち上がる。胴部には隆帯と隆帯に沿長石・石英・雲母・TP2030　5％

縄文土器 った結節沈線文を施している。 礫・赤色粒子

褐色，普通

第5号屋外炉（第77園）

位置　調査1区の中央部，B5i2区。

確認状況　焼土及び埋設土器を検出した。竪穴住居跡の可能性も考えられるが，住居の壁や床，ピットが確認

されないことから，屋外炉とした。

重複関係　第405号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　確認面において口径32cmの探鉢を検出した。確認できた掘り方の底面の幅は43cmであり，その

平面形は不明である。埋設された深鉢口唇部からの深さは23cmである。

壁　内傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　6層からなる。
土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・炭化物微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
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3　極暗赤褐色　焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

4　暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物少量，ローム粒子・焼土中ブロック微量
5　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
6　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物　復元可能土器1点を含む縄文土器片13点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は

探鉢口緑部から胴部片で正位に埋設されている。

所見　時期は，出土土器から，中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第77図　第5号屋外炉・出土遺物実測図

第5号屋外炉出土遺物観察表（第77図）

図版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器 形 及 び文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 8 ．6 ］ 口緑 部 か ら胴 部 片 。 胴 部 は外 傾 して 立 ち上 が り， 口緑 部 は内 攣 長 石 ・雲 母 ・礫 P 20 2 1 4 0 ％
縄 文 土 器 B （1 7 ．5 ） す る 。 口唇 部 外 面 直 下 に 1 条 ， 口縁 部 と胴 部 の 境 に 2 条 一 組 の

隆 帯 を巡 ら してい る。 口緑 部 に は 2 条 一 組 の 隆 帯 に よ り ク ラ ン

ク文 ， 渦 巻 文 を施 して い る。 地 文 は L R の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に
施 して い る。

灰 褐 色

普 通
P L 2 1

第6号屋外炉（第78図）

位置　調査1区の中央部，C5b2区。

確認状況　第10号溝を完掘後，精査したところ本跡の焼土及び埋設土器を検出した。竪穴住居跡の可能性も考

えられるが，住居の壁や床，ピットが確認されないことから，屋外炉とした。
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重複関係　第10号溝を完掘後，底面を精査したところ本跡を確認した。第10号溝の覆土下より検出しており本

跡が古いと考えられる。

規模と平面形　長軸44cm，短軌32cmの不定形である。埋設された探鉢口唇部からの深さは16cmである。

主軸方向　N－730　－E

壁　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　単層である。
土層解説

1極暗赤褐色　ローム小ブロック多量

遺物　復元可能土器1点を含む縄文土器片5点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は

底部から胴部を欠く深鉢で，正位に埋設されている。

所見　時期は，出土土器から，中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第78回　第6号屋外炉・出土遺物実測図

第6号屋外炉出土遺物観察表（第78図）

図版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 0 ．0 ］ ロ 緑 部 か ら胴 部 片 。胴 部 は外 債 して立 ち 上 が り， ロ 縁 部 は内 湾 長 石 ・石英 P 2 03 5　 2 5 ％

縄 文土 器 B （1 4 ．2 ） す る。 口唇 部 外 面 直下 及 び 口緑 部 と胴 部 の 境 に 隆 帯 を巡 ら して にぷ い 橙色 P L 2 1

い る。 口縁 部 に は 隆帯 と沈 線 に よ り区 画 文 と渦 巻 文 を括 出 して

い る。 胴 部 に は 3 条 一 組 の沈 線 に よ り文 様 を括 出 して い る。 地
文 は 撚 糸 文 で あ る。

普 通

第7号屋外炉（第79図）

位置　調査1区の南部，C4eO区。

確認状況　焼土及び埋設土器を検出した。竪穴住居跡の可能性も考えられるが，住居の壁や床，ピットが確認

されないことから，屋外炉とした。

規模と平面形　長径別cm，短径50cmであり，不整円形を呈する。確認面からの深さは25cmである。

壁　なだらかに立ち上がる。

底面　凹凸である。

覆土　4層からなる。
土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量
4　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

遣物　縄文土器片32点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は探鉢口緑部から胴部片で，
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正位に埋設されている。

所見　時期は，出土土器から，中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第79匡l　第7号屋外炉・出土遺物実測図

第7号屋外炉出土遺物観察表（第79図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［3 4 ．0 ］ ロ 緑 部か ら胴部片。 口唇部外面 直下に微隆帯 を巡 らしている。 長石 ・石英 P 2 039　 40 ％

縄 文 土器 B （1 7 ．6 ） 口綾 部には微隆帯 により文様 を描 出 している。地文は R L の 単 に ぷい赤褐色 P L 2 1

節 縄 文 を縦 方向に巡 らしている。 普 通

第8号屋外炉（第80図）

位置　調査4区の北部，F3j9区。

確認状況　焼土及び埋設土器を検出した。竪穴住居跡の可能性も考えられるが，住居の壁や床，ピットが確認

されないことから，屋外炉とした。

規模と平面形　長径65cm，短径58cmであり，楕円形を呈する。確認面からの深さは47cmである。

壁　なだらかに立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　7層からなる。
土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

3　にぷい赤褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
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4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量
5　暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量
7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片20点が出土している。うち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は探鉢胴部片で，ほぼ正位

に埋設されている。

所見　時期は，出土土器から，中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

ヒニー＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第80図　第8号屋外炉・出土遺物実測図

第8号屋外炉出土遺物観察衷（第80図）

10cm
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢B（21．2）胴部片。胴部は外傾して立ち上がる。胴部には微隆帯により文長石・石英・雲母P2049　30％

縄文土器 様を括出しており，微隆帯間を磨り消している。地文はLRのにぷい黄橙色 PL21

単節縄文を縦方向に施している。 普通

屋外炉一覧表

屋外炉

番　 号
位　 置

長径 方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　 模
壁面 底面 出　 土　 遺　 物

重　 複　 関　 係

（旧→ 新）

発　 掘

番　 号長径 ×短径 （cm） 深 さ（cm）

1 B 4 a6 N －52。－E 楕　 円　 形 118 ×60 1 3 外 傾 平坦 深鉢 SK 2 7一→本跡 SI2

2 B 4 e7 N －67 0－E 不　 定　 形 101×55 3 1 外傾 凹凸 探鉢 ，磨製石斧 SK 126－→本跡 S I7

3 C 4 hO N －62 0－E 不整楕 円形 63 ×42 17 外傾 凹凸 探鉢 ，凹石 SK 5 52→本跡 S12 1

4 C 4 a9 N －15 0－W 不整楕 円形 102 ×71 32 外傾 平坦 探鉢 SK 40 2→ 本跡 SI3 1

5 B 5 i2 － － － 23 内傾 平坦 深鉢 SK 40 5一→本跡 SI32

6 C 5 b2 N －730－E 不　 定　 形 44 ×32 16 外傾 平坦 探鉢 本跡－→SD lO S 16 1

7 C 4 eO － 不 整 円 形 54 ×50 25 緩斜 凹凸 探鉢 S16 4

8 F 3 j9 N － 150－W 不整楕円形 102 ×71 32 外傾 平坦 深鉢 SI4 0 17
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3　土坑

「3・4・5区の調査では，土坑545基を確認した。フラスコ状土坑は貯蔵穴であると規定し，同じ用途

と考えられる円筒状土坑も含めた。土坑は，遺構の残存状況や遺物の出土状況が良好なものについて解説を加

え，それ以外のものは一覧表で記載した。

（1）フラスコ状土坑

第1号土坑（第81～84図）

位置　調査1区の北西部，A4j2区。

規模と平面形　開口部は長径1．85m，短径1．25mの楕円形，底面は長径2．85m，短径2．50mの楕円形で，深さは

102cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは北壁寄りに位置し，径34cmの円形で，深さは45cmである。

覆土　9層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
5　暗褐色　炭化物中量，ローム小ブロック少量
6　暗赤褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
7　暗褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量
8　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量
9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量

＼、一一一＿＿／／

429．4m　可

l　……－l l　一一‥・l

第81図　第1号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片1186点，磨製石斧2点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器16点，打製

石斧2点である。第83図8は探鉢の口緑部から頚部にかけての破片，11は探鉢の胴部から底部にかけての破片，

13は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，それぞれ中央部の底面から横位で出土している。4は深鉢の口緑

部から胴部にかけての破片で，底面から出土している。1は口縁部が一部欠損する波状口緑を呈する探鉢で，

南西部の覆土下層から出土している。3は波状口緑を呈する探鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，中央部

の覆土下層から出土している。7は深鉢の口緑部片で，中央部の覆土下層から逆位で出土している。12は探鉢

の胴部から底部にかけての破片で，西部の覆土下層から出土している。14・15は深鉢の胴部から底部にかけて

の破片で，それぞれ中央部の覆土下層から出土している。5・10は深鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，

それぞれ北部の覆土中層から出土している。9は口緑部が一部欠損する浅鉢で，中央部の覆土中層から出土し

ている。2は深鉢の胴部から底部にかけての破片，6は探鉢の口縁部から胴部にかけての破片，16は探鉢の胴

部片，17・18は打製石斧で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第82図　第1号土坑出土遺物実測図（1）
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第83図　第1号土坑出土遺物実測図（2）
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第84図　第1号土坑出土遺物実測図（3）
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第1号士坑出土遺物観察表（第81～84図）

図版番号　 器　 種 i 計 測値 （cm ） i　　　　 器形及び文様の特徴 ！胎 土 ・色酢 焼 成 備　 考

探　　 鉢 A　 白 8 ．4 ］ ロ緑 部の一部欠損。胴部 はやや外傾 して立ち上が り，口緑部 は 長石 ・石英 P 1　 6 0％

縄文土器 B　　 2 5 ．7 内 攣 して立ち上が る。口唇部直下 には棒状工 具よる刺 突文 を巡 にぷい橙色 P L 22

C　　 9 ．2 ら している。胴 部 には隆帯で楕 円形 に区画 文を施 している。区 普通

1 画 した隆管 内には波状沈線 を施 している。 区画文か ら垂 下 した

隆管 には指頭 に よる押圧 を施 してい る。垂下 した隆帯 間にⅩ字

状 の沈線 を施 している。地文は L R の 単節縄文 を縦方 向に施 し

ている。

深　　 鉢 B　 （6 ．3 ） 胴部か ら底部 にかけての破片 。胴部は直線的 に立 ち上が る。地 長石 ・石英 P 8　 10％

2 縄 文土器 C　 ［5 ．8 ］ 文は L R の 単節縄文 を斜方向 に施 してい る。 にぷい褐 色

普通

深　　 鉢

3　　　 縄文土器

B （1 9 ．0 ） 日録 部か ら胴部 にか けての破片 。胴 部は外傾 して立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母

橙 色

普 通

P 5　　 5 ％

目線 部はやや内攣す る。小波状 のロ緑 を皇 し，そこに隆帯で山

形状 の突出部 を作出 してい る。胴部 には，横位 に連続 爪形文 を

2 段 に巡 ら している。

4 匿 土禁
A　　 2 4 ．6

B （2 9 ．0 ）

ロ縁部 の一 部欠損，底部欠損。胴部 は外傾 して立 ち上 が り，目

線部 は内攣 して立ち上がる。目線部の内側 に稜 を持つ。 地文は

長石 ・雲母

黒褐色

普通

P 4　　 70 ％

P L 2 2

R L の 単 節縄文 を横方向 に施 している。

探　　 鉢 B （2 0 ．0 ） ロ綾部か ら胴部 にかけての破 片。胴部は直線的 に立 ち上が り， 長石 ・雲母 P 6　　 5 ％

5　　　 縄文土器 目線部 は内攣気味 に立 ち上 がる。小波状の目線 を呈す る。 目線

部 には複列の結節沈線文で楕円形の区画文 を施 している。

にぷい赤褐色

普通

深　　 鉢

6　　　 縄文土器

B （i i．5 ） 目線部片 。 目線 部 はやや内攣 す る。目線 部 には隆帯が巡 り，

「Ⅴ」字状の隆帯 を貼付 している。 「Ⅴ」 字状 の隆帯の脇 には

長石 ・有 英

にぷい褐色

P 7　　 5 ％

孔 が空け られている。ロ縁部の隆帯 には R L の単節縄 文 を横 方

向に施 している。 地文 は R L の単節縄 文を施 している。

普通

7 匪 禁
A ［3 0 ．4 〕

B　 （9 ．0 ）

目線部片 。目線 部はやや内攣 して立 ち上が る。 口唇部 は平坦 で 長石 ・雲母

灰褐色

P 3　　 5 ％

ある。 口唇部 直下に平行 の波状沈線文 を巡 ら している。地 文は

R L の 単節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

深　　 鉢 A ［3 8 ．0 ］ 目線部か ら頚部 にかけての破片 。頚部は屈 曲して， 目線部 は内 長石 ・石英 ・雲母 P 2　　 5 ％

縄文土器 B　 0 7 ．0 ） 攣 して立 ち上が る。 口唇部 には隆帯が巡 り， 「Ⅴ」字状の隆帯 灰褐色

8 を貼付 してい る。隆管 に付 随 し，複 列の結節洗練文 を施 してい 普通

る。胴部 には波状沈線 を縦方 向や横 方向に施 し，文様 を措出 し

ている。地文は L R の 単節縄 文を縦方向に施 している。

浅　　 鉢 A ［2 5 ．0 ］ ロ綾 部か ら底部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 15　　 2 0％

9　　 縄文土器 B　　　 8 ．5

C　 ［9 ．2 ］

目線部 に至 る。 ロ緑 部の内側 に弱い稜 を持 つ。胴 部は無文 。

［

明赤褐色

普通

10

深　　 鉢 Å ［2 9 ．4 ］
庵 取 口緑 部の一部欠損。胴部は外傾 して立 ち上が り，目線 部

長石 ・石英 ・雲母 P 9　　 3 0％

縄文土器 B （2 8 ．1 ） はわずか に外傾す る。 目線部の 内側 に稜 を持つ。胴部 は無文。 にぷい赤褐色

普通

P L 2 2

‖

深　　 鉢 B （1 0 ．5 ） 胴部か ら底部 にかけての破片 。胴部は緩やか に外傾 して立 ち上 長石 ・石英 ・雲母 P 13　 10％

縄文土器 C　 l 上 3 が る。胴部は無文。 明赤褐色

普通

深　　 鉢 A ［2 2 ．4 ］ 口綾 部か ら胴部の一部欠損。胴部 は外傾 して立ち上が り，目線 長石 ・石英 P lO　　 5 ％

P l 1　 30 ％

P 14　 10％

12　　 縄文土器 B　　 2 上し4 部 は内攣 する。胴部 は無文。 灰褐色

C　　　 9 ．4 普 通

深　　 鉢 B （2 0 ．3 ） 胴部 か ら底 部にかけての破片。胴部 は緩 やかに外傾 して立ち上 長石 ・石英 ・雲母

13 縄 文土器 C　 l O ．6 が る。胴部 は無文。 暗赤褐色

普通

深　　 鉢 B　 （9 ．5 ） 胴部か ら底部 にかけての破片 。胴部は緩やか に外傾 して立 ち上 長石 や石英 ・雲母

14　　 縄文土器 C　　　 9 ．1 が る。胴部は無文。 にぷい橙色 底部網代痕有 り

P 12　 10％

普通

探　　 鉢 B　 （8 ．8 ） 胴 部か ら底部 にか けての破片。胴 部は緩やかに外傾 して立 ち上 長石 ・石英 ・雲母

15 縄 文土器 C　 1 3 ．7 が る。胴 部は無文。 にぷい赤褐色 底部網代痕有 り

普通

深　　 鉢 B （2 0 ．7 ） 胴部片 。胴 部は内攣 して立 ち上が る。半裁竹管 による平行 波状 長石 ・雲母 T P 1　 5 ％

16　　 縄文土器 沈線 を 2 段 に巡 ら している。 にぷ い橙色

普通
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図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 量（g）

17 打製石斧 （9．3） 6．5 1．6 （12 2．8） 粘　 板　 岩 頭部 欠損。両側緑 の挟 りが浅い。 Q l

18 打製石斧 （6．4） 4．8 2．0 （71．5） 粘　 板　 岩 刃部のみ遼存 。刃部平面形は円刃で，片刃。 Q 2

第2号土坑（第85図）

位置　調査1区の北西部，A4i4区。

規模と平面形　開口部は長径2．04m，短径1．95mの円形，底面は長径2．40m，短径2．00mの楕円形で，深さは

73cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは北西壁際に位置し，径30cmの円形で，深さは60cmである。P2は南東壁際に位置し，

長径50cm，短径43cmの楕円形で，深さは12cmである。

覆土　8層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロック・鹿沼パミスブロックを多く含んでいることから，

人為堆積と考えられる。
／′‾、、＼

0　　　　　　　　　　　　　2m

［＝＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第85回　第2号土坑・出土遺物実測図
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土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子e鹿沼パミス粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム小ブロック中量，鹿沼パミス小ブロック少量
5　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化物少量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，鹿沼パミス小ブロック少量
7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，鹿沼パミス粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量

遺物　縄文土器片249点が出土している。そのうち抽出。図示したものは縄文土器5点である。第85図3は探

鉢の胴部から底部にかけての破片で，南西部の底面から出土している。2は把手を有する探鉢の目線部片で，

北西部の覆土下層から出土している。1は浅鉢の目線部から胴部にかけての破片で，覆土下層から中層にかけ

て出土している。4・5は深鉢の目線部片で，それぞれ覆土から出土している。

新風　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第2号土坑出土遺物観察表（第85図）

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

！浅　 鉢 i A （4 3 ．6 ）局 線部か ら胴部 にか けての破片 。胴 部は外傾 して立 ち上が り，
長石 ・石英 ・雲母 P 18　 15％

縄文土器 8　 1 1．4 目線 部に至 る。 口縁部の内側には稜 を持 つ。胴部 は無文。 明褐色

普通

内 ・外面一部赤彩

深　　 鉢 B　 （7 ．0 ） 把 手部片。波頂部 に付 く橋状の突起 で，突起 の下に目線 に沿 う 長石 ・石英 ・雲母 P 16　　 5 ％

2 縄文土器 隆帯 が，この突起上 まで伸 びる。 口唇部 直下 には隆帯 を施 し， 明褐色

その延長上に隆帯で区画文 を施 している。 区画内には縦位 の沈

線 を施 してい る。

普通

3

探　　 鉢 B　 （7 ．9 ） 胴部 か ら底部 にかけての破 片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。地 長石 ・雲母 ・赤色粒 P 17　　 5 ％

縄文土器 C　 ［9 ．8 ］ 文 はL R の単節縄 文を縦方 向に施 してい る。 子

にぷい橙色，普通

底部網代痕有 り

4

探　　 鉢 B　 （5 ．7 ） 目線部片。 目線部 は内攣 して立 ち上が る。断面三角形の細 い隆 長石 ・石英 ・雲母 T P 3　5 ％

縄文土器 帯で楕 円形の区画文 を施 してい る。区画 内 にはR L の単節縄文 にぷい黄橙色

を縦方向に施 している。 普通

深　　 鉢 B　 （5 ．4 ） 目線 部片。 目線部 は外傾 して立 ち上 がる。口唇部直下 には棒状 長石 ・石英 ・雲母 T P 2　5 ％

5 縄文土器 工具 による刺突文 を巡 らしてい る。 その下には洗練で，渦巻文 黒褐色

を施 している。 普 通

第3考量坑（第86～89図）

位置　調査1区の北西部，A4j5区。

重複関係　本跡が第20号土坑の東側部分を掘り込んでいることから，第20号土坑より新しい。

確認状況　一部トレンチヤーによる撹乱が著しく，確認面による残存状況は不良である。
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第86図　第3号土坑実測図



規模と平面形　撹乱が著しく，規模及び平面形はともに推定で，開口部は長径2．20m，短径1．70mの楕円形，

底面は長径2．66m，短径2．20mの楕円形で，深さは92cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　3か所。Plは東壁寄りに位置し，径26cmの円形で，深さは33cmである。P2は南壁寄りに位置し，

径30cmの円形で，深さは18cmであるo P3は西壁寄りに位置し，径19cmの円形で，深さは35cmである。

覆土10層に分層され，上層は一部撹乱を受けている。ロームブロックや鹿沼パミスブロックを多く含んでい

ることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1褐　色　ローム粒子・焼土大ブロック中量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，炭化物・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム大ブロック・ロームノJ、ブロック中量，ローム粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム少ブロック少量
9　褐　色　ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック中量，ローム小ブロック少量
10　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

遺物　縄文土器片406点，凹石2点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器5，凹石2点で

ある。第87図2は口綾部が一部欠損する探鉢で，覆土下層から出土している。1・3は探鉢の口緑部から胴部

にかけての破片で，覆土下層から中層にかけて出土している。4は小波状口緑を呈する探鉢の口緑部から胴部

にかけての破片，7は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，それぞれ中央部の覆土中層から出土している。

5・6は凹石で，それぞれ覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

0　　　　　　10cm

」　二＿＿「＿＿＿　－I

第87図　第3号土坑出土遺物実測図（1）
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第88図　第3号土坑出土遺物実測図（2）
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第89図　第3号土坑出土遺物実測図（3）

第3号土坑出土遺物観察表（第87～89図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 詩 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A　　 二12 ．1 胴 部 の 一 部 欠 損 ， 底 部 欠 損 。 胴 部 は外 傾 して立 ち 上 が り， 口縁 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 20　 80 ％

縄文 土 器 B （3 3 ．2 ） 部 は 内 攣 して 立 ち上 が る。 口唇 部 直 下 に は 沈線 が 巡 る 。 口縁 部 褐 色 P L 22
は 隆 帝 と沈 線 で 渦 巻 文 や 楕 円形 の 区画 文 を施 して い る。 そ の下

には 隆帯 を巡 ら して い る。 地 文 は R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施

して い る。

普 通

2

探　　 鉢 A　　 2 4 ．5 ロ縁 部 ，底 部 の 一 部 欠 損 。 胴 部 は 外 傾 して立 ち上 が り， 口緑 部 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 19　 9 0 ％

縄 文 土器 B　　 3 6 ．2 は 内轡 して立 ち 上 が る 。 口 唇 部 直 下 に は沈 線 が 巡 る。 口縁 部 は 明 褐 色 P L 22

C　 l O ．6 隆帯 と沈 線 で 渦 巻状 の 文 様 を巡 ら して い る。 ロ 縁 部 と頚 部 との

境 に は隆 帯 や棒 状 工 具 に よる 沈 線 を 巡 ら して い る。 地 文 は R L

の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る。

普 通 底 部 網代 痕有 り

3

探　　 鉢 A　　 2 5 ．4 胴 部 か ら底 部 の 一 部 欠 損 。頸 部 は 外 傾 して立 ち 上 が り，ロ緑 部 は 長石 ・石英 ・パ ミス P 2 1　 20 ％
縄 文土 器 B （1 2 ．5 ） 内 攣 す る 。 口緑 部 に背 の高 い 隆帯 を 巡 ら し， 隆帯 上 に 下 方 か ら 明赤 褐 色 P L 2 2

指 頭 に よ る押 圧 を加 え て い る。 地文 は L の 無 節縄 文 を縦 方 向 に

施 して い る 。
普 通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

4

深　　 鉢 A ［19 ．5 ］ 目線 部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は内攣気 味に立 ち上が り，長石 ・石英 ・雲母 P 22　　 30％
縄文土器 B （2 0 ．3 ） ロ綾部 に至 る。目線 は小波状 口縁 を里 し，その下 に沈線 で渦巻 灰褐色 P L 22

文 を施 している。胴部は波状の平行沈線文 を垂下 させ ている。

地文 はR L の単節縄 文を横方 向に施 している。

普通

7

深　　 鉢 A ［3 3 ．3 ］ 日録部か ら胴 部にかけての破 片。胴部は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 23　20％
縄文土器 B （1 8．0 ） 目線部 に至 る。 地文はR L の単節縄文 を横や斜方向 に施 してい にぷい赤褐色

る。 普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g）

5 凹　　 石 11．3 8．4 3．3 452．6 砂　　　 岩 表面に3穿孔，裏面に2穿孔。 Q 3

6 凹　　 石 10．2 8．0 4．1 424．2 砂　　　 岩 表面に2穿孔，裏面に3穿孔。 Q 4

第超号蓋境（第90。91図）

位置　調査1区の北部，B5a4区。

重複関係　第233号土坑と重複している。本跡が第233号土坑の北側部分を掘り込んでいることから，第233号

土坑より新しい。

確認状況　一部トレンチヤーによる撹乱が著しく，確認面による残存状況は不良である。

規模と平面形　撹乱が著しく，規模及び平面形はともに推定で，開口部は長径2。30m，短径2。10mの不整楕円

私　底面は長径2．55m，短径2。30mの不整楕円形で，深さは60cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆丑　7層に分層され，ローム・焼土・鹿沼パミスブロックの含有状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，鹿沼パミス小ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，鹿沼パミス粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子微量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック少量

遺物　縄文土器片207点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器5点である。第91図1は探

鉢の目線部から頚部にかけての破片で，中央部の覆土下層から出土している。3は探鉢の目線部片で，北部の

覆土下層から出土している。4は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，北西部の覆土下層から出土している。

5は深鉢の目線部から頚部にかけての破片で，南西部の覆土下層から出土している。2は深鉢の目線部片で，

覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利E工式期）と考えられる。

SK233

第粥図　第4号土坑実測図
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第91図　第4号土坑出土遺物実測図

第4号土坑出土遺物観察表（第91図）

0 10cm

」＿‥＿こし二＿＿．」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　 鉢 A ［22．8］口緑部から頚部にかけての破片。頚部は屈曲して立ち上がり， 石英・雲母 P24　　5％

縄文土器 B （11．0）口緑部は内攣する。ロ緑部には隆帯と沈線で区画文を施してい 黒褐色

る。区画内には，小波状の隆帯を施している。隆帯には縄文を

施している。頚部にはR Lの単節縄文を縦方向に施している。

普通

2

探　　 鉢 B　 （9．6）ロ緑部片。口緑部は内攣して立ち上がる。2本の太い隆帯で区 長石・雲母・赤色粒子 P26　　5％

縄文土器 画文を作出し，その間を1条の凹線でナデている。区画内には 灰黄褐色

鋭利な沈線を縦位に施している。 普通

3

探　　 鉢 A ［23．4］ロ縁部片。口緑部は内攣する。クシ状工具による波状沈線文を施 長石・石英・雲母・ P25　　5％

縄文土器 B　 （7．8） している。 赤色粒子

にぷい橙色，普通

4

深　　 鉢 B　 （9．8）胴部から底部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。地 長石・雲母 P28　　5％

縄文土器 C　 ［9．6］文はR L の単節縄文を縦方向に施した後，その一部に平行沈線 にぷい赤褐色 底部内面摩滅

文を垂下させている。 普通

5

深　　 鉢 B　 （8．9）ロ緑部片。ロ緑部は内攣して立ち上がる。口唇部には沈線が巡 石英・長石・雲母 T P 255 5％

縄文土器 っている。ロ緑部には断面三角形の細い隆帯で区画文を施して にぷい赤褐色

いる。区画の内・外にはR Lの単節縄文を横方向に施している。普通

第6号土坑（第92図）

位置　調査1区の北部，B4aO区。

規模と平面形　開口部は長径2．25m，短径2．15mの円形，底面は長径2．47m，短径2．27mの不整楕円形で，深さ

は60cmである。

壁　フラスコ状を呈する。
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底　ほぼ平坦である。

覆土　8層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ロームノトブロック多量，ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中鼠　ローム中ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム小ブロック中量

5　褐　色　ローム中ブロック，ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子少量
6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

7　暗褐色　ローム粒子多量，鹿沼土中量，ローム小ブロック少量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片81点，磨製石斧1点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器1点，磨製石

斧1点である。第92図1は小波状口緑を呈する探鉢の口緑部片で，南東部の底面から出土している。2は磨製

石斧で，覆土から出土している。底面から性格不明の粘土塊を2か所検出した。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

ケ　＼ ＼＼＿／／＼

第92図　第6号土坑・出土遺物実測図

第6号土坑出土遣物観察表（第92図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

！　　i　　　」

二一「：＿
0　　　　　　　　　　10cm

［二一二＿＿＿二：⊥二、二」

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 5 ．8 ］ 口縁部から頚部にかけての破片。頚部は外傾 して立ち上がり， 長石 P 29　 10％
縄文土器 B （19 ．0 ） 口緑部は内攣 して立ち上がる。口縁部は小波状を呈する。波頂部 にぷい褐色

下には 2 本の隆帯で渦巻文及び区画文を施している。隆帯には

縄文を施している。地文はR L の単節縄文を縦方向に施している。
普通
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図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

2 磨製石斧 （6．8） 3．9 （1．4） （40．8） 緑 泥 片 岩 頭 部欠損。 刃部平面形 は円刃で，片刃。 Q 5

第11号土坑（第93～95図）

位置　調査1区の北部，B5dl区。

規模と平面形　開口部は長径2．20m，短径2．10mの不整円形，底面は長径2．30m，短径2．07mの不整楕円形で，

深さは86cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　7層に分層され，上層は一部撹乱を受けている。ロームブロックや鹿沼パミスブロックを多く含んでい

ることから，人為堆積と考えられる。

第93図　第11号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック・小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム大ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物・鹿沼パミス小ブロック少量
7　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片328点，磨製石斧1点，凹石1見磨石1点が出土している。そのうち抽出・図示したもの

は縄文土器4点，磨製石斧1点，磨石2点である。第93図2はほぼ完形の深鉢で，東部の底面から出土してい

る。5ほほほ完形の深鉢で，北部の底面から出土している。1は底部が欠損する探鉢で，南東部の覆土中層か

ら出土している。3は探鉢の底部片，7は磨石佃石）で，それぞれ中央部の覆土中層から出土している。8は

磨石で，南部の覆土中層から出土している。4は有孔鍔付土器片で，南部の覆土上層から出土している。6は

磨製石斧で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI～Ⅱ式）と考えられる。

∴二＝
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第94図　第11号土坑出土遺物実測図（1）
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第95図　第11号土坑出土遺物実測図（2）

第11号土坑出土遺物観察表（第93～95図）

図 版 番 号 器　 種 計 測値 （cm ） 器 形及 び文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 4 ．3 ］ 胴 部 の 一 部 欠 損 。胴 部 はや や 外 傾 して 立 ち 上 が り，口 緑 部 はや や 石 英 ・雲 母 P 30　 40 ％

縄 文 土器 B （3 1 ．0 ） 外 傾 す る 。 口緑 部 には 4 単 位 の 隆帯 に よる楕 円形 の 区画 文 を施 し， にぷ い橙 色 P L 22

そ れ ぞ れ の 区 画 の 境 に隆 帯 で 突 出 部 を作 出 して い る。 区画 文 の

上 下 に は は 凹 線 の ナ デ を入 れ た 1 本 の 沈 線 を巡 ら して い る。 ロ

緑 部 か ら胴 部 にか け て ， 条線 文 を施 して い る。

普 通

2

深　　 鉢 A　 1 8 ．7 口緑 部 の 一 部 欠 損 。 4 単 位 の 波 状 口 縁 を呈 す る。 胴 部 は外 傾 し 長 石 ・石 英 P lO 2　 98 ％

縄 文 土器 B　　 2 5 ．9 て立 ち上 が り， ロ 緑 部 は や や 内 攣 す る。 口唇 部 か ら波 頂 部 にか 胴 部 上 半 黒 褐 色 P L 22

C　　 7 ．7 け て沈 線 を 巡 ら して い る。 胴 部 は 縦 位 の 波 状 沈 線 を施 してい る。 胴 部 下 半 灰褐 色 外 面 ス ス付 着

地 文 は R L R の 複 節 縄 文 を施 して い る。 普 通

3

深　　 鉢 B　 （9 ．4 ） 口緑 部 欠 損 ，胴 部 の 一 部 欠 損 。 胴 部 は や や 外 傾 して 立 ち上 が る。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 32　 10 ％

縄 文 土器 C　　 8 ．5 地 文 は R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る 。 橙 色

普 通

4

有礼鍔付土器 A ［2 1 ．8 ］ 有 孔 鍔付 十器 片 。 胴 部 は内 野 して鍔 部 に至 り， ロ緑 部 は直 立す る。 石 英 ・長 石 ・雲 母 ・ P 33　　 5 ％

縄 文土 器 B （1 1 ．6 ） 鍔 部 には ， 径 5 m m 程 度 の小 孔 が 穿 た れ て い る。 赤 色 粒 子

にぷ い 赤褐 色

普 通

P L 22

5

探　　 鉢 A　　 2 7 ．0 胴 部 の一 部 欠損 。 キ ャ リバ ー 形 の 器 形 で あ る。 胴 部 との 境 に は 長 石 ・石英 ・雲 母 P 31　 90 ％

縄 文土 器 B　　 3 1 ．3 棒 状 工 具 に よ る 沈 線 を 施 して い る 。 口緑 部 は 無 文 で ， 胴 部 に は 胴 部 上 半黒 褐 色 P L 2 2

C　 l O ．4 R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る 。 胴 部 下 半 に ぷ い褐 色

普 通

外 面 ス ス付 着

図 版 番 号 器　 種

計 測 値
石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長 さ （cm ） 帽 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g）

6 磨 製石 斧 （7．9 ） 3 ．2 1．7 （6 5 ．9 ） 砂　　　 岩 刃 部 欠損 ， 頭部 一 部欠 損 。 頭 部 に剥離 痕 有 り。 Q 6

7
磨　　 石

（凹 石）

12．5 7 ．2 4 ．6 6 6 1．4 砂　　　 岩 自然 石 を素 材 に ，使 用 面 は 2 側 面 。 表 面 3 穿

孔 ， 側 面 1 穿 孔 。

Q 8

8
磨　　 石 13．8 8 ．1 4 ．0 6 97 ．1 砂　　　 岩 自然 石 を素 材 に ，使 用 面 は 1側 面 。 側 面 1 穿

孔 。

Q 7

第21号土坑（第96図）

位置　調査1区の北部，B4e9区。

確認状況　一部トレンチヤーによる撹乱が著しく，確認面による残存状況は不良である。

規模と平面形　撹乱が著しく，規模及び平面形はともに推定で，開口部は長径2．05m，短径2・00mの円形，底

面は長径2．10m，短径1．75mの楕円形で，深さは50cmである。

壁　フラスコ状を呈する。
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底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは南西壁寄り位置し，径35cmの円形で，深さ22cmである。

覆土．4層に分層され，ローム・鹿沼パミスブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム小ブロック中量，炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量

遺物　縄文土器片115点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器3点である。第96図1は探

鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，覆土中層から出土している。2は深鉢の口緑部から胴部にかけての破

片で，覆土中層から出土している。3は探鉢の口緑部片で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

し　　　‥卜　　　」

－　・・　　　　　　　∴

第96図　第21号土坑・出土遺物実測図　　　－105－
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第21号土坑出土遺物観察表（第96図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 4 ．6 ］ ロ綾部片 。目線 部はやや外傾 して立ち上が る。 口唇部 は平坦 で，長石 ・石英 ・雲母 P 39　 10％

縄文土器 B （1 1．6 ） 蛇行隆帯 を貼付 し，その一 部に S 字 状の隆帯 を突 出させ ている。 にぷい褐色 P L 2 2

目線部 は隆帯 と沈線 で S 字 状 や楕 円形の区画状 を施 した文様 を

作出 してい る。地文 は R L の 単節縄文 を縦方向 に施 してい る。

普通

2

深　　 鉢 A ［2 2 ．0 ］ 目線部か ら胴部 にかけての破片。胴 部はやや外傾 して立 ち上が 長石 ・石英 ・雲母 P 4 0　　 5 ％

縄文土器 B （1 0 ．3 ） る。ロ縁 部は内攣気味に立ち上が る。口緑 部には隆帯で楕 円形の 黒褐 色

区画文を施 している。区画内 には波状沈線文 を横位 に施 してい る。

隆帯には指頭 による押圧 を施 している。地文は R L の 単節縄文

を縦方向に施 している。

普通

3

深　　 鉢 B （4 ．5 ） 目線 部片。波状目線 を呈す る。 目線部 は外傾 して立ち上がる。 長石 ・雲母 T P 7　 5 ％

縄文土器 目線 部には隆帯 を巡 らし，隆帯 に平行 して沈線 と波状 洗練 を巡 黒褐色

らしている。地文は R L の 単節縄文 を縦や横 方向に施 している。普通

第23考量坑（第97～99図）

位置　調査1区の北西部，A4i7区。

規模と平面形　開口部は長径1。95m，短径1。65mの楕円形，底面は長径工90m，短径1。70mの楕円形で，深さは

82cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ぽット　3か所。Plは北壁寄りに位置し，径33cmの円形で，深さ54cmである。P2は北東壁寄りに位置しタ

径23cmの円形で，深さ29cmである。P3は南東壁寄りに位置し，径22cmの円形で，深さ62cmである。

穫丑　8層に分層され，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・鹿沼パミス小ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子・ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

3　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・鹿沼パミス小ブロック微量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量

8　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　縄文土器片376点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器6点である。第98図1は胴

部から底部が欠損する深鉢で，北東部の覆土下層から横位で出土している。3は探鉢の胴部から底部にかけて

の破片，5ほ深鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，北部の覆土下層からそれぞれ出土している。4は探鉢

の目線部片で，東部の覆土下層から出土している。2は深鉢のロ緑部から胴部にかけての破片で，東部の覆土

中層から横位で出土している。6は探鉢の口綾部片で，覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第卵図　第23号土坑実測図
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第98図　第23号土坑出土遺物実測図（1）
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第99図　第23号土坑出土遺物実測図（2）

第23号土坑出土遺物観察表（第98・99図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A　　 2 1 ．3 底 部 欠 損 。 胴 部 はや や 外 傾 して立 ち上 が り， 口縁 部 は 内 野 す る 。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 4 1　 8 0 ％

縄 文土 器 B （3 2 ．2 ） ロ緑 部 に は 1 つ の 眼 鏡 状 把 手 を呈 し， 2 本 1 組 の 隆帯 で 文 様 を に ぷ い橙 色 P L 2 3

措 出 して い る 。 地 文 は R L の 単節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る。 普 通

2

深　　 鉢 A ［2 7 ．7 ］ ロ縁 部 か ら胴 部 にか け ての 破 片 。 胴 部 は や や外 債 して 立 ち 上 が 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 42　　 20 ％

縄 文土 器 B （2 3 ．6 ） り， ロ 緑 部 はや や 内 攣 す る。 口緑 部 に は 「Ⅴ」 字状 の 隆帯 を貼 灰 褐 色 P L 23

付 し， 隆 帯 と沈 線 で 円 形 の 区画 文 を施 して い る 。 区 画 の 内外 に

R L の 単 節 縄 文 を施 し， 胴 部 に は R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 に 施

して い る 。

普 通

3

探　　 鉢 B （1 9 ．4 ） 口緑 部 か ら頚 部 一 部 欠 損 。 胴 部 は外 傾 して立 ち上 が る 。地 文 は 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 43　　 30 ％

縄 文 土 器 C　 l O ．3 R L の 単 節縄 文 を縦 方 向 に施 して い る 。 橙 色

普 通

4

探　　 鉢 A ［2 7 ．5 ］ ロ 緑 部 片 。 口 唇 部 直 下 には 横 S 字 状 の隆 帯 を施 して い る。 波 状 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 45　　 5 ％

縄 文 土 器 B　 （7 ．2 ） 沈 線 文 を施 して い る。 胴 部 に は R L の単 節 縄 文 を施 して い る。 橙 色

普 通

5

深　　 鉢 A ［2 2 ．0 〕 口 緑 部 か ら胴 部 に か け て の 破 片 。 ロ緑 部 は内 攣 して立 ち上 が る。 長 石 ・雲 母 P 4 4　 10 ％

縄 文 土 器 B （1 7 ．4 ） 口 唇 部 直 下 に 隆 帯 が 巡 り， 隆 帯 に は指 頭 に よ る押 圧 を施 して い にぷ い 橙 色

る 。 地 文 は R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る。 普 通

6

探　　 鉢 B　 （6 ．1 ） ロ緑 部 片 。 ロ緑 部 は 内 野 気 味 に 立 ち上 が る。 隆 帯 と沈 線 で 渦 巻 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P 8　 5 ％

縄 文 土器 文 や 区 画 文 を 施 して い る 。 区 画 内 に は L R の 単 節 縄 文 を縦 方 向 にぷ い 褐 色

に 施 して い る。 普 通

第24号土坑（第100図）

位置　調査1区の西部，A4j2区。

重複関係　本跡が第25号土坑の南側部分を掘り込んでいることから，第25号土坑より新しい。

規模と平面形　開口部は長径2．50m，短径1．37mの不整楕円形，底面は長径2．20m，短径1．80mの楕円形で，深

さは100cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　9層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土眉解説
1黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量
4　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　黒褐色　炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量
6　黒褐色　炭化物中量，炭化粒子・ローム粒子少量
7　暗褐色　炭化物少量
8　褐　色　炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量
9　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
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遺物　縄文土器片112点，土器片円盤2点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器3点，土

器片円盤2点である。第100図1は底部が欠損する探鉢で，南壁際の覆土下層から出土している。2・3は探

鉢の口緑部片，4・5は土器片円盤で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第100図　第24号土坑・出土遺物実測図

第24号土坑出土遺物観察表（第100図）

図版 番 号 券　 種 計 測値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 B （3 0 ．2 ） 口 緑 部 の 一 部 欠 損 ，底 部 欠損 。 胴 部 は 外 債 して 立 ち 上 が り， 口 石 英 ・雲 母 P 4 6　 60 ％
縄 文 土 器 縁 部 は 内 攣 して 立 ち上 が り， 口 唇 部 で外 傾 す る 。 4 単 位 の 波 状 に ぷ い橙 色 P L 2 3

口縁 を呈 し， 波 頂 部 は双 頭 とな る 。 ロ綾 部 は 隆 帯 で 楕 円 形 に区

画 し， そ の 中 央 に把 手 部 を作 出 して い る 。 区 画 さ れ た 隆 帯 には

キ ザ ミ を施 し， 隆 帯 に沿 っ て， 複 列 の結 節 沈線 文 を施 して い る 。

口緑 部 と胴 部 との 境 には 波 状 洗 練 文 を横 位 に 巡 ら して い る 。 胴

部 に は 隆帯 で Ⅹ 字 状 に施 し， そ の 隆 帯 に沿 っ て ，複 列 の結 節 沈

線 文 を施 してい る。

普 通
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図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

2

深　　 鉢 B （6 ．9 ） 波状 口縁 を呈す る口縁 部片。 波状 部には隆帯 を施 し，隆帯に沿 石英 ・雲母 T P 9　　 5 ％

縄文土器 って結節沈線文 を施 している。ロ緑 部には波状沈線を巡 らして にぷい橙色

い る。 普通

3

深　　 鉢 B （6 ．6 ） 口緑部片。 口緑部 はやや外傾 して立ち上がる。隆帯が巡る。隆 長石 ・雲母 T P lO　 5 ％

縄文土器 帯 にはキザ ミを施 している。 隆帯 に沿って，結節沈線 文 と波状 褐色

沈線文 を施 している。 普通

図版番号 券　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

4 土器片円盤 3．7 3．8 0．7 8．4 土　　　 製 ほぼ円形で，無文。周縁部 は部分的に研磨。 D P l

5 土器片円盤 3．1 3．0 0．7 10．2 土　　　 製 ほぼ円形で，無文。 D P 2

第26号土坑（第101図）

位置　調査1区の北東部，A4j5区。

重複関係　第20号土坑と重複している。北側部分を第20号土坑に掘り込まれていることから，第20号土坑より

古い。

規模と平面形　開口部は長径2．26m，短径1．98mの楕円形，底面は長径2．26m，短径2．04mの不整楕円形で，深

さは55cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　8層に分層され，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

1－4
2m

L i　　　！

第101回　第26号土坑・出土遺物実測図

10cm
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土層解説

1　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
6　暗褐色　ローム小ブロック・炭化物中量，鹿沼パミス小ブロック少量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，鹿沼パミス小ブロック微量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片116点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器1点である。第101図1は探

鉢の胴部片で，中央部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第26号土坑出土遺物観察表（第101図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （2 9 ．7 ） 胴部片。胴部 は外傾 して立 ち上が る。地文は R L の単節縄文 を 長石 ・石英 ・雲母 P 47　　 2 0％
縄文土器 横方向に施 している。 にぷ い褐色

普通

P L 23

第28号土坑（第102・103図）

位置　調査1区の西部，B3j8区。

規模と平面形　開口部は長径2．04m，短径1．90mの楕円形，底面は長径1．98m，短径1．84mの楕円形で，深さは

56cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　4層に分層され，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム′j、ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

遺物　縄文土器片366点，敲石1点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器4点，敲石1点

である。第102・103図2・4は探鉢の口緑部片，3は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，覆土中層から

それぞれ出土している。5は敲石で，覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第102図　第28号土坑・出土遺物実測図
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第103図　第25号土坑出土遺物実測図

第28号土坑出土遺物観察表（第102・103図）

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器 形 及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B　 （6 ．3 ） 口縁 部片 。口縁 部は内攣 して立 ち上が る。 口綾部直下 には沈線 長石 ・雲母 T P l 1 5 ％

縄 文 土器 と隆帯 を巡 らしている。地文は L R の 単 節 縄文 を縦や横方向 に

施 している。

橙色

2

深　　 鉢 B （1 1 ．4 ） 口縁 部片。沈線 が巡 り，隆帯 と沈線で渦巻文や区画文 を施 して 長石 ・石英 ・雲母 P 50　　 5 ％

縄 文土器 いる。区画内 には L R の 単 節 縄文 を縦方向 に施 してい る。 にぷい橙色

普通

3

探　　 鉢 A ［2 5 ．5 ］ 底 部 欠損。胴部 は外債 して立 ち上が り，ロ緑部は内攣す る。 4 石 英 ・雲母 P 4 8　　 70 ％

縄 文土 器 B （2 9 ．8 ） 単 位 の波状 口緑 を呈す る。波底 部には隆帯で突出部 を作出 して にぷい橙色 P L 2 3

い る。 ロ緑部 には 2 本 1 姐 の 隆帯 で文様 を措出 してい る。地文

は R L の 単 節 縄文 を縦方向に施 している。

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

4

探　　 鉢 A ［2 7 ．3 ］ ロ緑 部か ら胴部にかけての破片。波状 口緑 を呈する。ロ縁 部は 石英 ・雲母 P 49　　 5 ％

縄文土器 B （16 ．5 ） 内攣する。口唇部 には沈線が巡 り，波頂 部に渦巻文を施 してい にぷい橙色 P L 43

る。波頂部直下 には2 本の隆帯で渦巻文や区画文 を施 している。

口緑部 には沈線が巡 り，渦巻状の隆帯 を施 している。区画 され

た隆帯の内外 には，R L の単節縄 文を縦や横方 向に施 している。

普通

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

5 敲　　 石 10．0 5．6 4．7 35 7．44 砂　　　 石 長軸方向の一端 に敲打痕。加熱を受けて赤変。 Q lO

第30号土坑（第104図）

位置　調査1区の北部，B5bl区。

規模と平面形　開口部は長径2．40m，短径2．04mの楕円形，底面は長径2．48m，短径2．08mの楕円形で，深さは

56cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　6層に分層され，上層は撹乱を受けている。ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んでいることか

ら，人為堆積と考えられる。
土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量，鹿沼パミス粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量

3　明褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，鹿沼パミス粒子微量
4　明褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子微量
5　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子微量
6　極暗褐色　炭化物微量

（か　／

第104図　第30号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片333点が出土している。そのうち摘出や図示したものは縄文土器2点である。第104図1は深

鉢の胴部片で言ヒ壁際の覆土下層から出土している。2は深鉢の口綾部片で，西壁際の覆土下層から出土して

いる。

新風　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第30号土坑出土遺物観察表（第104図）

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （2 1 ．5 ） 目線部から胴部にかけての破片。胴部は外傾 して立ち上が り， 長石 ・石英 P 51　 40％
縄文土器 目線部は内攣する。目線部には隆帯と沈線による渦巻文及び楕 褐灰色 P L 23

円形の区画文を施している。区画された隆帯の内外 には，R L の
単節縄文を横方向に施 している。

普通

2

深　　 鉢 B　 （5 ．2 ） 波状目線 を呈する日録部片。口唇部には深い沈線を施 している。石英 ・雲母 P 52　　 5 ％
縄文土器 口綾部には渦巻状の隆帯や楕円形状に区画した隆帯を施してい にぷい橙色

る。区画された隆菅の内外には， R L の単節縄文を横方向に施

している。

普通

第溺考量琉（第105～108図）

位置　調査1区の北西部，B4C6区。

重複関係　第37号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

確認状況　一部トレンチヤーによる撹乱が著しく，確認面による残存状況は不良である。

規模と平面形　撹乱が著しく，規模及び平面形はともに推定で，開口部は長径2。20m，短径工90mの不整楕円

形，底面は長径3。06m，短径2。40mの不整楕円形で，深さは77cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

應　ほぼ平坦である。

ぽッ匝1か所。Plは西壁寄りに位置し，長径34cm，短径24cmの楕円形で，深さ26cmである。

援丑　4層に分層され，上層は撹乱を受けている。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられ

る。
土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片1193点が出土している。そのうち抽出e図示したものは縄文土器16点である。第106図1は

太波状口緑を呈する深鉢の日録部から胴部に欠けての破片で，覆土下層から出土している。2・9は探鉢の口

縁部から胴部にかけての破片，6は目線部から頚部が欠損する深鉢で，中央部の覆土下層から出土している。

3は嚢の口綾部から胴部にかけての破片で，北東部の覆土下層から出土している。4は目線部の一部と胴部か

ら底部が欠損する深鉢，5は目線部から頚部が欠損する探鈍　8は探鉢の目線部から胴部にかけての破片，14

は目線部が一部欠損する鉢で，それぞれ北部の覆土下層から出土している。7は深鉢の底部片，10は日録部が

一部欠損する深鉢で，西部の覆土下層から出土している。11は底部が欠損する小波状口縁を呈する探鉢で，南

壁際の覆土下層から横位で出土している。12は探鉢の目線部から胴部にかけての破片，13は深鉢の目線部片，

15・16は探鉢の目線部から胴部にかけての破片で，それぞれ中央部の覆土中層から出土しているが，流れ込ん

だものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。
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第105図　第36号土坑・出土遺物実測図
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第106図　第36号土坑出土遺物実測図（1）

－116　－

10cm



0　　　　10cm

ヒ二二二＿＿＿i　　」

－，．－　1．・

、、・’．．’∴I‘‾

＼＼－猫。ン／
－117　－

第107図　第36号土坑出土遺物実測図（2）



第108図　第36号土坑出土遺物実測図（3）

第36号土坑出土遺物観察表（第105～108図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器 形 及 び文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［3 5 ．0 ］ ロ緑 部 か ら胴 部 に か け て の破 片 。 4 単 位 の波 状 口緑 を呈 す る。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 53　　 20 ％

縄 文土 器 B （3 4 ．7 ） そ の 内 の 1 単 位 に は 円 盤状 の 把 手 を呈 す る。 波 状 部 に は 隆帯 と 明 褐 色 P L 23

沈 線 で 楕 円形 の 区 画 文 を 施 し，文 様 を描 出 して い る。 胴 部 に は

隆帯 と沈 線 で 区 画文 を 施 し て い る 。地 文 は R L の単 節 縄 文 を縦

方 向 に施 してい る。

普 通

2

探　　 鉢 A ［2 2 ．8 ］ 口緑 部 片 。 口縁 部 は 内攣 して 立 ち 上 が る。 地 文 は L R の 単 節 縄 長 石 ・石 英 P 59　　 5 ％

縄 文土 器 B　 （9．6 ） 文 を斜 方 向 に施 して い る。 にぷ い 赤橙 色

普 通

3

粟 A ［3 9 ．0 ］ 口緑 部 か ら胴 部 に か け て の破 片 。胴 部 は や や 内 攣 して 立 ち上 が 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 5 8　 10 ％

縄 文土 器 B （2 0 ．0 ） り， ロ緑 部 は 「く」の字 状 に外 傾 す る 。 地 文 は L R の 単 節 縄 文 を に ぷ い 褐色

縦 方 向 に施 して い る。 普 通

4

深　　 鉢 A ［1 6 ．6 ］ 底 部 欠 損 。 胴 部 は外 傾 して立 ち 上 が り， 口 緑 部 に至 る。 口唇 部 石 英 ・雲母 P 6 1　 50 ％

縄 文土 器 B （1 6 ．5 ） 直 下 に は隆 帯 が 巡 り， 隆 帯 上 に 指頭 に よる 押 圧 を施 して い る 。 に ぷ い 橙色 P L 2 3

胴 部 には R L の 単 節 縄 文 を 縦 方 向 に 施 して い る。 普 通

5

探　　 鉢 B （1 5 ．1 ） ロ緑 部 の 一 部 欠 損 。 胴 部 はや や外 傾 して 立 ち上 が り， 口 縁 部 は 長 石 ・石英 ・雲 母 P 6 3　　 40 ％

縄 文 土 器 C　　 7．9 内 轡 気 味 に立 ち上 が る。 胴 部 に は縦 位 の 波 状 沈 線 と結 節 沈 線 文 に ぷ い橙 色 P L 2 3

を施 して い る 。 普 通

6

探　　 鉢 B （19 ．8 ） 口 縁 部 欠 損 。胴 部 の 一 部 欠 損 。底 部 か ら胴 部 に か け て外 傾 して 立 長 石 P 6 4　　 30 ％

縄 文 土 器 C　　 6 ．5 ち上 が る 。 地 文 は L の 無節 縄 文 を縦 や横 方 向 に 施 して い る 。 に ぷ い橙 色

普 通

底 部 網 代 痕 有 り

7

深　　 鉢 B　 （7 ．6 ） ロ綾 部 か ら頚 部 欠 損 。 底 部 か ら胴 部 に か け て外 傾 して 立 ち 上 が 長 石 ・雲 母 P 6 5　 10 ％

縄 文 土器 C　 13 ．5 る 。 胴 部 に は 条線 文 を縦 位 に施 して い る 。 にぷ い橙 色

普 通

底 部 網 代 痕 有 り

8

探　　 鉢 A　 2 7 ．9 底 部 欠 損 。 胴 部 は 内 攣 して 立 ち上 が り， 口縁 部 は外 傾 して 立 ち 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 5 5　　 5 0 ％

縄 文 土器 B （3 3 ．8 ） 上 が る 。 ロ縁 部 直 下 に は隆 帯 を 巡 ら して い る 。胴 部 は無 文 。 にぷ い橙 色

普 通
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図版番号 器　 種 計測酌 m ） i　　　　 器形及び文様の特徴
胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

9

深　　 鉢 A　 26 」 底部 欠損 。胴 部は内攣 して立 ち上が り，目線部 に至 る。口唇 部 長石 ・雲母 P 54　 60％

縄文土器 B （27 ．9 ）　 には隆帯 が巡 り，丸味 をもって立 ち上が る。地文 はL R の単 節 にぷい黄褐色 P L 23

縄文 を縦方向 に施 している。 普通

10

探　　 鉢 A ［2 2 ．4 ］ ロ緑部か ら胴部 にかけての破 片。胴部 は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・雲母 P 56　　 50％

縄文土器 B　 3 6 ．4 目線部 に至 る。 口唇部 には棒状 工具 に刺突 とキザ ミを施 してい にぷい橙 色

C ［9 ．3 ］ る。口唇部直下 には指頭 による抑圧 を施 してい る。 普通

11

深　　 鉢 A　 2 0 ．7 底部欠損。 2 単位 の波状 目線 を呈 している。波頂部は欠損す る 長石 ・石英 ・雲母　　 P 57　′60％

縄文土器 B （2 5 ．2 ） が片方は双頭 と思 われ る。胴部 は外傾 して立ち上が り，ロ縁部 にぷい橙色　　　　　　 P L 2 3

はやや外 傾 して立 ち上が る。 目線部 の内側 に稜 を持 つ。地文は　 普通

R L の単節縄文 を縦 や斜 方向に施 している。

12

深　　 鉢 A ［2 3 ．6 ］ 目線部 か ら頚 部にかけての破片ふ頚部 は直線 的に立 ち上 が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 60　　 5 ％

縄文土器 B （10 ．9 ） 桂 庵 部 は内攣する。目線 部の内側 に稜 を持つ。地文 は L の無節 にぷい褐色

j縄文 を斜方 向に施 している。

l
普通

探　　 鉢 B （8 ．3 ） 波状 口緑 を呈す る目線 部片 。口緑部は内攣 して立 ち上が る。 口 長石 ・石 英 P 62　　 5 ％

lj 縄文土器 唇部 には洗練が巡 る。目線 部には隆帯で渦巻文 を施 し，隆帯 は にぷい褐色

凹線でナデ てい る。 その隆菅 に平行 して沈線や波状沈線 を巡 ら

している。地文は R L の単節縄文 を横方向 に施 している。

普通

14

鉢 A　 1 7 ．3 口縁 部の一部欠損。底部丸底。胴部 はやや内攣 して立ち上が り，長石 ・石英 ・雲母 P 66　　 60％

縄文土器 B　　 7 ．8 口綾 部に至 る。目線 部の内側 に稜 を持 つ。胴 部は無文。 にぷい橙色

普通

P L 2 3

15

深　　 鉢 A ［2 1 ．2 ］ 目線部片。 目線 部は内攣 して立 ち上が る。隆帯 と沈線 で区画文 長石 ・雲母 ・白色粒

子

にぷい赤褐 色，普通

P 68　　 5 ％

縄文土器 B （7 ．9 ） を施 している。隆帯 で渦巻文 を配 し，そ こか ら楕 円形 の区画文

に連結 している。 地文はR L の単節縄文 を横方向 に施 している。

16

深　　 鉢 A ［2 6 。4 ］ 目線部か ら胴部 にかけての破 片。目線は波状 を皇す る。 目線部 長石 ・石英 P 67　 15％

縄文土器 B （2 4 ．2 ） には隆帯で渦巻文 を配 し，横位 の隆帯 に連結 してい る。 口唇部 にぷい橙色 P L 4 3

直下 には刺突文 を 2 段施 している。胴 部 には渦巻状の沈線 と波

状沈線 を縦位 に施 している。地 文は L R L の複 節縄 文 を施 して

いる。

普通

第野号豊坑（第109図）

位置　調査1区の北西部，B4C6区。

重複関係　本跡は第36号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

確認状況　一部トレンチヤーによる撹乱が著しくタ　確認面による残存状況は不良である。

規模と平面形　撹乱が著しく，規模及び平面形はともに推定で，開口部は長径2。12m，短径工80mの楕円形，

底面は長径2。10m，短径1。77mの楕円形で，深さは32cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　5層に分層され，上層は撹乱を受けている。不規則な堆積状況やロームブロックを多く含んでいること

から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子0ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム太ブロック多量
4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化物少量

遺物　縄文土器片159点，凹石1点が出土している。そのうち抽出。図示したものは縄文土器4点，凹石1点

である。第109図1は深鉢の目線部から胴部にかけての破片，2は深鉢の目線部から頚部にかけての破片，4

は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，それぞれ北部の覆土下層から出土している。3は深鉢の口綾部片で，

北壁際の覆土下層から出土している。5は凹石で，西壁際の覆土下層から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第109図　第37号土坑・出土遺物実測図

第37号土坑出土遺物観察表（第109図）
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図版番号器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢 A　16．1 口緑部から胴部にかけての破片。口縁部は4単位の小波状口緑長石・石英・雲母 P69　60％
縄文土器 B（18．0）を呈する。口唇部直下には細い隆帯で，楕円形の区画文を配し，明赤褐色 PL24

隆帯に沿って結節沈線文を施している。胴部には「Ⅴ」字状の

隆帯を貼付し，結節沈線文で波状や円形に文様を描出している。

普通

2

探　　鉢 A［26．0］口緑部から頚部にかけての破片。頚部は外傾して立ち上がる。長石・石英・雲母 P70　　5％
縄文土器 B （9．7）口縁部はわずかに肥厚し，内側に稜を持つ。口唇部直下にはにぷい赤褐色

「Ⅴ」字状の隆帯を貼付している。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

3

探　　 鉢 B （8 ．0 ） 波状 口緑 を呈す る口緑部片。波頂 部か ら隆帯 を垂下 させ，隆帯で 石英 ・雲母 P 71　 5 ％
縄文土器 区画 文を施 してい る。隆帯 に沿 って半裁竹管 の内側 を押 引 きし 暗褐色

た結節 沈線 文 を施 している。地文は R の無節縄文 を施 している。普通

4

探　　 鉢 B （6 ．8 ） 胴部 から底部 にかけての破 片。胴部は直線的 に立 ち上が る。地 長石 ・雲母 P 72 10 ％
縄文土器 C　　 5 ．2 文 はR の無節縄文 を横方向 に施 してい る。 にぷい褐色

普通

図版番号 器　 種
計 測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量（g）

5 凹　　 石 2 1．3 12．0 9．5 2 94 6．6 花　 崗　 岩 表面 1 9 穿孔，裏面 9 穿 孔。 Q ll P L 4 7

第38号土坑（第110図）

位置　調査1区の北西部，B4b6区。

重複関係　第39号土坑と重複している。本跡が第39号土坑の南側部分を掘り込んでいることから，第39号土坑

より新しい。

規模と平面形　開口部は長径1・68m，短径1・20mの不整楕円形，底面は長径1．65m，短径1．36mの不整楕円形で，

深さは62cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは北壁寄りに位置し，長径31cm，短径21cmの楕円形で，深さは55cmである。

覆土　4層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土屑解説

1暗褐色　ローム中ブロック多量，ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片128点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器3点である。第110図1は探

鉢の胴部から底部にかけての破片で，南部の覆土中層から出土している。2・3は深鉢の胴部片で，覆土から

出土している。礫石が南壁際の覆土下層から長径75cm，短径45cmの楕円形の範囲内で集中して出土している。

所見　時期は，出土土器から中期複葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第110図　第38号土坑・出土遺物実測図
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第38号土坑出土遺物観察表（第110図）

図版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び 文様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 B （4 ．7 ） 胴 部 か ら底 部 に か け て の 破 片 。 胴 部 は外 傾 して 立 ち上 が る。 地 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 73　 10 ％

縄 文 土 器 C ［8 ．4 ］ 文 は R L の単 節 縄 文 を縦 方向 に施 して い る。 にぷ い橙 色

普 通

底 部 網代 痕有 り

2

探　　 鉢 B （4 ．3 ） 胴 部 片 。 胴 部 に は ， L R の 横 位 回 転 に よる 単 節 縄 文 を地 文 と し，長 石 ・石 英 ・雲 母 T P 15　5 ％

縄 文 土器 沈 線 に よ り文 様 を描 出 して い る。 褐 色

普 通

3

深　　 鉢 B （4 ．3 ） 胴 部 片 。 胴 部 に は磨 消 手 法 に よる 帽 の 狭 い 懸 垂 文 を施 して い る。 石 英 ・雲 母 T P 16　5 ％

縄 文 土器 地 文 は R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 してい る。 に ぷ い 褐 色

普 通

第39号土坑（第111園）

位置　調査1区の北西部，B4b6区。

重複関係　第38・60号土坑と重複している。本跡は南側部分を第38号土坑に掘り込まれていることから，第38

号土坑より古い。第60号土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2．30m，短径1．88mの不整楕円形，底面は長径2．22m，短径1．85mの楕円形で，深

さは38cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　2層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

第111図　第39号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片166鳥土器片円盤3点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器5点，土

器片円盤3点である。第111図3は探鉢の目線部から胴部にかけての破片で，中央部の覆土中層から出土して

いる。5は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，北部の覆土下層から出土している。1・2は深鉢の目線部

片で，それぞれ中央部の覆土中層から出土している。4は台付鉢の脚部片，6～8は土器片円盤で，それぞれ

覆土から出土している。

荷風　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第39号土坑出土遺物観察表（第111図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 把手 部 を呈する口緑部片。 口縁部 は内攣 して立ち上がる。把手 雲母 P 75　　 5 ％
縄文土器 部 には眼鏡 状把手 を呈 してい る。把手部下方 には隆帯 で区画文 黒褐色

を施 し，一部 に刺突 を施 している。 普通

2

探　　 鉢 B （4 ．7 ） 目線部片。 目線 部は内攣 して立ち上が る。 口唇部直下 には深 い 長石 e 雲母 P 7 6　　 5 ％
縄文土器 洗練 を巡 ら し，隆帯 で渦巻文 を突出 させてい る。突 出部 から下 にぷい褐 色

位 に隆帯及 び沈線 で渦巻 文を施 している。地文 はL R の単節縄

文 を横方向 に施 してい る。

普通

3

深　　 鉢 A ［2 3 ．8 ］ 口綾 部一部欠損，頚部 から底部 にかけて欠損する探鉢。胴部は 長石 ・雲母 P 74　 3 0％
縄文土器 B （2 0 ．0 ） 外傾 して立 ち上が り，ロ縁 部は内攣す る。目線 部は沈線で渦巻文 にぷい褐色 P L 24

や楕 円形の区画文 を施 してい る。 目線部 と胴 部 との境には 3 条

の洗練 を巡 らしてい る。胴部 には波状洗練 や 3 条 の沈線 で区画

状 に施 している。地文は R L の単節縄文 を縦方 向に施 している。

普通

4

台 付 鉢 B （6 ．0 ） 脚部片 。脚 部は 「ハ」の字状に踏ん張 る。脚部 にはL R の単節 長石 ・石英 ・雲母 P 78　　 5 ％
縄文土器 C　　 9 ．6 縄文 を縦方 向に施 してい る。 にぷい橙 色

普通

5

深　　 鉢 B （8 ．3 ） 胴部か ら底部 にかけての破片。胴 部は外 傾 して立 ち上が る。地 長石 ・石 英 ・雲母 P 7 9　 10％
縄文土器 C ［7 ．8 ］ 文は R L の単節縄文 を横方向に施 してい る。 にぷい褐色

普通

図版番号 器　 種

計測値 巨 質

特　　　　　　 徴
備　　 考長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

6 土器片円盤 2．2 2．0 0．8 4．2 土　　　 製 ほぼ円形で，無文。周縁部は部分的に研磨。 D P 3

7 土器片円盤 3．1 2．8 1．0 9．4 土　　　 製 ほぼ円形 で，無 文。 D P 4

8 土器片円盤 3．9
3・8 ！ 0・9

16．0 土　　　 製 R L の単節縄文 を施 してい る。 D P 5　 P L 44

第馴考蓋坑（第112・113図）

位置　調査1区の北西部，B4C7区。

重複関係　第279号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

確認状況　一部トレンチヤーによる撹乱が著しく，確認面による残存状況は不良である。

規模と平面形　開口部は長径2。00m，短径1。96mの円私底面は長径2．10m，短径2。05mの不整楕円形で，深さ

は50cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆丑　3層に分層され上層は撹乱を受けている。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム中ブロック・炭化物微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量
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遺物　縄文土器片264点，磨石2点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器5点，磨石2点

である。第112図1は探鉢の胴部片で，覆土下層から出土している。2・5は深鉢の口緑部から胴部にかけて

の破片，3は深鉢の底部片，6は磨石で，それぞれ覆土下層から出土している。4は深鉢の底部片，7は磨石

で，それぞれ覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ～Ⅲ式期）と考えられる。
SK279
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第113図　第41号土坑出土遺物実測図
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第41号土坑出土遺物観察表（第112・113図）

図 版 番 号 器　 種 計 測値 （cm ） 器 形 及 び 文様 の 特徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 B （2 7 ．0 ） 胴 部 片 。 胴 部 は外 傾 して 立 ち 上 が る。 胴 部 に は隆 帯 と沈 線 で 3 長 石 ・雲 母 P 8 0　　 40 ％
縄 文土 器 単 位 の 渦 巻 文 を施 して い る 。 一 部 渦 巻 文 の 上 部 に波 状 洗 練 を横 褐 色 P L 2 4

位 に施 し てい る。 渦巻 文 の周 りに は 複 列 の 結 節 洗 練 文 を施 して

い る。 また ， 隆 帯 で楕 円形 の 区 画 文 を縦 位 に施 し， 区 画 内 ・外

に複 列 の 結 節 沈 線 文 を施 して い る 。

普 通

2

深　　 鉢 A ［2 3 ．7 ］ ロ綾 部 か ら胴 部 にか け ての 破 片 。胴 部 は外 傾 して立 ち上 が り，口 石英 ・雲 母 ・白色 粒 子 P 8 1　 30 ％
縄 文 土 器 B （2 3 ．5 ） 緑 部 に 至 る 。口唇 部 に は き ざみ を施 して い る。ロ縁 部 に は 隆 帯 で 橙 色 P L 24

山 形 状 の 突 出 部 を作 出 し，そ こ か ら垂 下 す る 隆 帯 に は指 頭 に よ

る押 圧 を施 して い る 。胴 部 には 横 位 にキ ザ ミ 昌列 を巡 ら して い る 。

普 通

3

深　　 鉢 B （8 ．1 ） 胴 部 か ら底 部 に か け て 破 片 。 胴 部 は外 傾 して立 ち上 が る。 胴 部 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 84　 10 ％
縄 文 土器 C　 l l ．4 は無 文 。 にぷ い 褐 色

普 通

底 部 網代 痕 有 り

深　　 鉢 B （5 ．3 ） 胴 部 か ら底 部 にか け て の破 片 。 胴 部 は 外 傾 し て立 ち上 が る。 胴 長 石 ・石英 ・雲 母 P 8 5　 10 ％

4 縄 文土 器 C　 1 2 ．1 部 は 無 文 。 にぷ い 赤褐 色

普 通

底 部 網 代 痕 有 り

5

探　　 鉢 A ［2 6 ．8 ］ ロ綾 部 か ら胴 部 にか け て の破 片 。胴 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が り， 長石 e石 英 ・雲 母 P 82　 2 0 ％
縄 文 土 器 B （2 1 ．3 ） 口緑 部 は 内 攣 す る 。 ロ綾 部 に は 円筒 状 の 突 起 が付 き， 隆 帯 が 巡 に ぷ い赤 褐 色

る 。 隆 帯 に は キ ザ ミ を施 し， 隆 帯 に平 行 して ，複 列 の結 節 沈 線

文 を施 して い る 。 波 状 の 平 行 沈 線 文 を縦 位 に施 して い る 。 地 文

は R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る 。

普 通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

6 磨　　 石 8．1 6．1 3．7 288．8 砂　　　 岩 自然石を素材にして，使用面は一側面。 Q l．2

7 磨　　 石 （6．3） 5・3 i 3・4
（146．3） 砂　　　 岩 自然石を素材にして，使用面は長軸の一端。 Q l＿3

第般号豊坑（第114弓15図）

位置　調査1区の北西部，B5e2区。

確認状況　一部トレンチヤーによる撹乱が著しく，確認面による残存状況は不良である。

規模と平面形　撹乱が著しく，規模及び平面形はともに推定で，開口部は長径1。90m，短径1．77mの楕円私

底面は長径1。75m，短径工65mの不整楕円形で，深さは77cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　3層に分層され，上層は撹乱を受けている。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片132点が出土している。そのうち抽出e図示したものは縄文土器2点である。第115図1は深

鉢のロ緑部から胴部にかけての破片で，北壁際の底面から出土している。2は探鉢のロ綾部片で，覆土から出

土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第115図　第42号土坑出土遺物実測図

第42号土坑出土遺物観察表（第115図）

0 10cm

L－＿二＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

図版番号器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢 A［25．8］口緑部から胴部にかけての破片。ロ緑部には隆帯が巡る。隆帯長石・石英・雲母 P86　30％

縄文土器 B（20．1）には無節縄文を施している。口唇部直下には横S字状の隆帯を黒褐色 PL24

施している。地文はLの無節縄文を施している。 普通

2

探　　鉢 B （7．8）口縁部片。口緑部には1本の隆帯に凹線の沈線を施し，区画文石英・パミス P87　　5％
縄文土器 を施している。区画の内外には，RLの単節縄文を積方向に施黒褐色

している。 普通

第46号土坑（第116・117図）

位置　調査1区の北西部，B4C5区。

重複関係　第22号土坑と重複している。本跡は西側部分を第22号土坑に掘り込まれていることから，第22号土

坑より古い。

規模と平面形　開口部は長径1．88m，短径1．10mの楕円形，底面は長径1．90m，短径1．70mの不整楕円形で，深

さは63cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，炭化物微量
3　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック中量，炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　縄文土器片262点，敲石1点，凹石1点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器6点，

敲石1点，凹石1点である。第116図1は口緑部から頚部が欠損する探鉢で，中央部の覆土下層から中層にか

けて出土している。2は波状口緑を呈する探鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，北部の覆土下層から出土

している。7は敲石，8は凹石で覆土下層から出土している。3は深鉢の把手部片，4は深鉢の口緑部から胴

部にかけての破片，5は深鉢の口緑部片，6は深鉢の胴部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。
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第117図　第46号土坑出土遺物実測図

第46号土坑出土遺物観察表（第116・117図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器形 及 び 文様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 B （1 4 ．0 ） 胴 部 か ら底 部 に か け て の 破 片 。 胴 部 は外 傾 して立 ち上 が る 。胴 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 89　 10 ％

縄 文 土器 C　 1 2 ．7 部 に は爪 形 文 を 2 段 に施 して い る。 にぷ い 橙 色

普 通

2

深　　 鉢 A ［2 8 ．0 ］ ロ縁 部 か ら頚 部 に か け て の 破 片 。 口緑 部 は内 攣 して立 ち上 が る。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 88　　 5 ％

縄 文土 器 B （1 9 ．3 ） 大 波 状 を呈 す る 口緑 部 で ， 波 状 部 に は隆 帯 で 渦 巻 文 を施 して い にぷ い 赤 褐 色
る。 渦 巻 きに は結 節 沈 線 文 を施 して い る。 口縁 部 直 下 に は隆 帯

に よ っ て 区 画文 を 施 し， 隆帯 に 沿 って ， 2 列 の 結 節 沈 線 文 を施

して い る。

普 通

3

深　　 鉢 B （5 ．4 ） 把 手 部 片 。 隆帯 及 び結 節 沈線 文 で 螺 旋 状 に渦 巻 い た もの を作 出 雲 母 P 9 0　　 5 ％

縄 文 土 器 して い る。 黒 褐 色

普 通

4

探　　 鉢 B （1 1 ．0 ） 口 緑 部 片 。 口緑 部 は 内攣 して 立 ち 上 が る 。 口 唇 部 直 下 に は キザ 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P 17　 5 ％

縄 文 土 器 ミ 目列 を巡 ら して い る。 明褐 色

普 通

5

深　　 鉢 B （6 ．5 ） ロ 縁 部 片 。 ロ縁 部 は 内攣 気 味 に立 ち 上 が る 。 口 唇 部 は 平 坦 で ， 長 石 ・雲 母 T P 18　 5 ％

縄 文 土 器 目線 部 直 下 には 隆 帯 に沿 っ て複 列 の結 節 沈線 文 を施 して い る。 褐 色

隆苛 に は キ ザ ミを 施 して い る 。 普 通

6

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 胴 部 片 。胴 部 は や や外 傾 して 立 ち上 が る。縦 や横 方 向 に 隆 帯 と沈 長石 ・雲 母 T P 19　 5 ％

縄 文 土器 線 を 施 し， 区 画 状 の 文 様 を措 出 して い る。 そ れ らに 沿 っ て 爪 形 に ぷ い橙 色

文 を 施 して い る 。 普通

図 版 番 号 券　 種

計測 値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g）

7 敲石（凹石） 14 ．1 7 ．5 4 ．2 73 2．7 安　 山　 岩 長 軸 の 一端 を 敲 打 。 表 面 ・裏 面 2 穿 孔 。 Q 14　P L 4 7

8 凹　　 石 12 ．4 7 ．6 5 ．6 74 3．5 砂　　　 岩 表 面 2 穿 孔 ， 裏 面 2 穿 孔 ， 側 面 1 穿 孔 。 Q 15　P L 4 7

第51号土坑（第118図）

位置　調査1区の北西部，B4C4区。

重複関係　第47・78号土坑と重複している。本跡が第78号土坑の北西側を掘り込んでいることから，第78号土

坑より新しい。第47号土坑との新旧関係は不明である。
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規模と平面形　開口部は長径2．24m，短径1．88mの楕円形，底面は長径2．44m，短径2．34mの円形で，深さは

77cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは西壁際に位置し，径65cmの円形と推定され，深さ42cmである。

覆土　6層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　黒褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

6　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

遺物　縄文土器片195点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器5点である。第118図1は探

鉢の把手部片で，南部覆土下層から出土している。2は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，北部の覆土中

層から出土している。3・4は深鉢の口緑部片，5は小波状口緑を呈する探鉢の口緑部片で，それぞれ覆土か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ～Ⅲ式期）と考えられる。

芦転
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第51号土坑出土遺物観察表（第118図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （8．8 ） 把 手 部片 。波状日録の波頂部 には隆帯 で円盤状 の突起 を作 出 し 長石 P 9 1　　 5 ％
縄 文 土器 ている。 にぷ い赤褐色

普通

2

探　　 鉢

縄文土器

B （6 ．9 ）

C ［1 2 ．0 ］

胴 部 か ら底部 にか けての破片。胴部は外傾 して立ち上がる。 長石 ・雲母 ・黒色粒 子

にぷい赤褐色

普通

P 9 2　 15 ％

底 部 網 代痕有 り

3

深　　 鉢 B （9 ．9 ） 日録 部片 。口唇部欠損。 口綾部 は内攣気味 に立 ち上 がる。隆帯 長石 ・石英 ・雲母 T P 22　 5 ％
縄 文 土器 で渦巻 文を施 してい る。隆管 に沿 って結節沈線文 を施 している。にぷ い黄橙色

普通

4

探　　 鉢 B （4 ．6 ） 目 線 部片。 口綾 部はやや外 傾 して立ち上が る。隆帯で 区画文 を 長石 ・雲母 ・赤色粒 子 T P 2 1　 5 ％
縄 文 土器 施 し，区画内 には複列の結節沈線文 を施 している。 にぷい褐色

普通

5

探　　 鉢 B （3 ．3 ） 目線 部片。目線 部 はやや外傾 して立 ち上 がる。口唇 部直下には 長石 ・雲母 T P 20　 5 ％
縄 文 土器 結節洗練 文 を巡 らし，その下 に平行洗練文 と小波状沈線 を巡 ら にぷ い橙色

している。 普通

第52考量琉（第n9弓20図）

位置　調査1区の北西部，B4C3区。

重複関係　第75号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2・60m，短径1・80mの楕円形，底面は長径2・30m，短径1．93mの楕円形で，深さは

75cmであると推定される。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ匪1か所。Plは西壁際に位置し，長径24cm，短径19cmの楕円形で，深さ62cmである。

者達　6層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　黒褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　褐　色

6　暗褐色

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物少量

ローム小ブロックeローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム太ブロック微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

遺物　縄文土器片36点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器5点である。第120図1は深

鉢の胴部から底部にかけての破片で，北部の覆土中層から出土している02～4は深鉢の目線部片，5は深鉢

の胴部片で，それぞれ覆土から出土している。

新風　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI～Ⅱ式期）と考えられる。

第m　図　第52号土坑実測図
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第120図　第52号土坑出土遺物実測図

第52号土坑出土遺物観察表（第120図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及び文様の特徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 B （4 ．4 ） 胴 部 か ら底部 にか けての破片。胴部 は外 傾 して立 ち上が る。胴 長石 ・石英 ・雲母 P 9 3　　 10 ％

縄 文土 器 C　　 7 ．0 部 に は 撚糸文を施 している。 橙色

普通

2

探　　 鉢 B （4 ．3 ） 口緑 部片。ロ緑部 は内攣 して立 ち上が る。口唇部直下には沈線 長石 ・石英 ・雲母 T P 23　 5 ％

縄 文 土器 が巡る。口縁 部には隆帯 と沈線で区画文 を施 し，区画内には R 黒 褐 色

L の単 節 縄文 を縦 方向に施 している。 普通

3

深　　 鉢 B （5 ．5 ） 口縁 部片。 ロ綾 部は内攣気味 に立 ち上が る。 クシ状工具 による 長石 ・石英 T P 24　 5 ％

縄 文 土器 条線文 を施 している。 にぷい黄橙色

普通

4

探　　 鉢 B （3 ．8 ） 口緑 部片。 口緑部 は内攣気 味に立ち上が る。 口唇部直下 には沈 長石 ・雲母 T P 2 5　 5 ％

縄 文土器 線で 区画文 を施 している。区画内には R L の 単 節 縄文 を横方向 にぷい黄橙色

に施 している。 普通

5

探　　 鉢 B （6 ．7 ） 胴 部 片。胴部 は内攣気味 に立 ち上 がる。 3 条 の 沈 線 を縦方向 に 長石 ・石英 T P 2 6　 5 ％

縄 文 土器 垂下 させている。地文は L R L の 複 節 縄 文 を施 している。 橙 色

普通

第61号土坑（第121図）

位置　調査1区の北西部，B4d8区。

重複関係　第99号土坑と重複している。本跡が第99号土坑の東側部分を掘り込んでいることから，第99号土坑

より新しい。

規模と平面形　開口部は長径2．45m，短径1．95mの楕円形，底面は長径3．04m，短径2．44mの楕円形で，深さは

103cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　1か所。Plは東壁寄りに位置し，長径30cm，短径21cmの楕円形で，深さ40cmである。

覆土　9層に分層され，ロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
4　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量
5　暗褐色　ローム大ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
6　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子多量
7　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック・炭化物少量
8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
9　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　縄文土器片365点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器5点である。第121図2は深

鉢の口緑部から頚部にかけての破片で，南壁際の覆土下層から出土している。5は深鉢の口縁部片で，西壁際
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の覆土下層から出土している。1は口緑部から胴部の一部が欠損する探鉢で，南部の覆土中層から出土してい

る04は口綾部が一部欠損する浅鉢で，東部の覆土中層から出土している。3は探鉢の口緑部片で，覆土から

出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

二‾苧IIIll‾‾‾‾干

第121回　第61号土坑・出土遺物実測図
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第61号土坑出土遺物観察表（第121図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［3 0 ．5 ］ 口縁 部，胴部 の一部欠損 。胴部 は外 傾 して立ち上 が り， 口縁部 長石 ・石英 ・雲母 P 94　 60 ％

縄 文 土器 B ［3 0 ．2 ］

C　 l O ．7

に至 る。 口唇部 は折 り返 してい る。 にぷい橙色

普通

底部網代痕有 り

2

深　　 鉢 A ［2 7 ．0 ］ 目線 部か ら胴部 にかけての破片 。目線 部は内攣す る。 口唇部直 長石 ・雲母 P 9 5　 5 ％

縄 文土器 B （1 0 ．2 ） 下 に は指頭 による押庄 を加 えた隆帯が巡る。胴部 には R L の単 灰 褐 色

節縄文 を横方向 に施 している。 普通

3

深　　 鉢 B （8 ．7 ） 波 状 を皇す る目線部片。波状部 には隆帯 と沈線で区画文 を施 し 長石 ・石英・赤色粒子・ T P 2 8　 5 ％

縄 文土器 てい る。区画内 に棒状工具 による沈線 と波状沈線 を施 してい る。針状 鉱物

地文に縄 文 を施 している。 黒褐色

普通

4

浅　　 鉢 A ［2 2 ．8 ］ 目線 部，胴部の一部欠損。胴部 は外傾 して立ち上が り，ロ縁部 長石 ・石英 P 96　 60 ％

縄 文 土 器 B　 l O ．5 は 内 攣 して立ち上が る。 口唇部 は外傾す る。口唇部直下 には隆 にぷ い橙色 P L 24

C　　 8 ．8 帯 で 区 画文 を施 し，隆帯 に添 って，複列 の結節 洗練 文 を施 して

いる。

普通

5

探　　 鉢

B （9 ．7 ）

目線 部片 。口綾 部は内攣気味 に立 ち上が る。隆帯 が巡る。地文 長石 ・石英 ・雲母 T P 27　 5 ％

縄 文 土器 は L R の単 節 縄文 を縦方 向に施 している。 赤褐色

普通

第闘考量琉（第122回）

位置　調査1区の北西部，B4e7区。

重複関係　第114弓25号土坑と重複している。本跡が第は号土坑の北東側を掘り込んでいることから，第は4

号士坑より新しい。第125号土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2。55m，短径2。10mの楕円形，底面は長径2。60m，短径2。04mの楕円形で，深さは

63cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

應　ほぼ平坦である。

ぽット　3か所。Plは南東壁際に位置し，径31cmの円形で，深さは36cmである。P2は南壁際に位置し，

長径43cm，短径38cmの楕円形で，深さは35cmである。P3は北側に位置し，径47cmの円形で，深さは22cm

である。

覆丑12層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロックe炭化粒子を多く含んでいることから，人為堆積

と考えられる。
土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム4、ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
5　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量
6　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

7　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
9　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム太ブロック・ローム中ブロック少量
10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
11暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
12　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片228点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器5点，礫石1点である。第

122図1は深鉢の目線部片で，北東部から西部にかけての覆土下層から出土している。2は浅鉢の目線部片で，

南西部の覆土下層から出土している。4は深鉢の胴部片で，中央部の覆土下層から出土している。5は深鉢の

目線部片で，中央部の覆土中層から出土している。3は浅鉢の目線部片，6は礫石で覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。
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第63号士坑出土遺物観察表（第122回）

図版 番号　 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 B O ．7 ） 把 手 部 を呈す るロ縁部片 。把 手部は眼鏡状把手 を呈す る。 口唇 長石 ・雲母 P 9 8　 10 ％
1　　 縄 文土器 部直下 には隆帯 を巡 らし，目線 部の内側には洗練で渦巻文 を施 にぷい赤褐色

している。地文は R L の 単 節縄 文 を縦方向 に施 している。 普通

浅　　 鉢 A ［2 7 ．0 ］ 目線 部片。目線部 は内攣 して立 ち上 が り，口唇部で外傾 して立 長石 ・石英 の雲母 P iO O　 5 ％
2　　 縄 文土器 B （8 ．2 ） ち 上 がる。目線部 には隆帯及 び沈線 でクラ ンク状 に区画文 を施 にぷい褐色

している。隆管 には きざみを施 している。 普通

浅　　 鉢 B （6 ．7 ） 目線 部片 。口唇部直下 には先の鋭い工具 による複列 の三角押文 長石 ・石英 ・雲母 P lO 1　 5 ％
3　　　 縄文土器 を施 し，その下に指頭 による押圧 を加 えた隆管 を横位 に巡 らし 褐色

ている。頚部 には L R の単 節 縄文 を縦方 向に施 している。 普通

深　　 鉢 B （2 3 ．7 ） 胴 部 片。胴部 には断面三角形の隆帯 を横位 に巡 ら し，その一 部 長石 ・石英 ・雲母 P 9 9　　 30 ％
4　　　 縄文土器 を渦巻状 に施 している。渦巻状 の隆帯 を包み込 むように沈線 で 橙色 P L 2 4

区 画 文 を施 してい る。 普通

深　　 鉢 B （8 ．2 ） 地 文 は R L の 単 節 縄文 を縦方 向に施 してい る。波状 目線 を皇す 長石 ・有 英 ・雲母 P 9 7　　 5 ％
5　　　 縄文土器 る目線 部片。波状部欠損。波底部 に把 手が付 く。把手の片方 に にぷい橙色

…

円形 の孔 が有 り，その周 囲に沈線 を施 している。 普通

図版番号 器　 種
計訂則億 ！石　 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

6 礫　　 石 8ゆ2 4．7 2．1． ＝5づ 緑色凝灰岩 自然石を素材に剥離面有り。 Q 16

窮感超尊堂抗（第1230124図）

位置　調査1区の北部，C4f9区。

重複関係　本跡は第9号溝と重複している。本跡は南西側上面を第9号溝に掘り込まれていることから，第9

号溝より古い。

規模と平面形　開口部は長径2。65m，短径は85］mの楕円形と推定され，底面は長径2。35m，短径士98mの楕円形

でタ　深さは58cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ匝　4か所。Plは中央部に位置し，径58cmの円形で，深さ62cmである。P2は東壁際に位置し，長径

60cm，短径30cmの楕円形で，深さ60cmである。P3は南壁寄りに位置し，長径40cm，短径32cmの楕円形で，

深さ44cmである。P4は酋壁寄りに位置し，径40cmの楕円形で，深さ40cmである。

援羞　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，炭化物さ炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子e炭化物微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量
4　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子p炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

恵
や

第臓図　第64号土坑実測図
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遺物　縄文土器片193点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器4点，凹石2点である。第

124図1はほぼ完形の探鉢で，南西部の覆土下層から出土している。3は探鉢の底部片で，4は探鉢の口綾部

片，それぞれ北部の覆土下層から出土している。5・6は凹石で，それぞれ東部の覆土下層から出土している。

2は探鉢の底部片で，東部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期複葉（加曽利EI式期）と考えられる。

〔⊃
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第124図　第64号土坑出土遣物実測図

第64号土坑出土遺物観察表（第124図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A　 2 2 ．5 口 縁 部 ，胴部の一部欠損。キャリバー形の器形を呈する。口唇部は平 長石 ・石英 ・雲母 P lO3　 8 0 ％
縄 文 土器 B　 3 1 ．4 担 で ，平坦部 には沈線 が巡っている。口緑 部には隆帯と沈線 で区画 にぷい黄褐 色 P L 24

C　　 7 ．5 文 を施 している。地文はL R の 単 節 縄文を縦方 向に施している。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 e色調 ・焼成 備　 考

2

深　　 鉢 B （5 ．2 ） 胴部 から底部にかけての破片。胴部は直線的に立 ち上がる。地文 石英 ・雲母 P lO 6　 10％

縄 文土器 C　 l l ．0 は L R の単節縄文 を縦方向に施 している。 にぷ い黄褐色

普通

3

深　　 鉢 B （7 ．6 ） 胴部か ら底部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上がる。胴部 長石 ・石英 ・雲母 P lO 5　 10％

縄文土器 C　 l l ．7 には縦位に沈線 を施 している。地文 はR L の単節縄文を縦方向に にぷ い橙色 底部網代痕有 り

施 している。 普通

4

深　　 鉢 A ［2 1 ．3］ ロ綾部片。 目線部は内攣 して立ち上がる。口唇部直下には隆帯を 長石 ・石英 P lO4　　 5 ％

縄文土器 B （10 ．1） 巡 らし，渦巻文や楕円形の区画文 を施 している。地文 はR L の単 にぷい赤褐色

節縄文を縦方向に施 している。 普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ）重量（g ）

5 凹　　 石 11．3 9．3 5．5 573．9 花　 崗　 岩 自然石を素材に表面 5穿孔。 Q 18　P L 47

6 凹　　 石 8．6 10．3 6．8 543．9 花　 崗　 岩 表面 7穿孔，裏面8 穿孔，側面4穿孔。 Q 17

第駈尊堂琉（第125e126図）

位置　調査1区の北部，B4b4区。

重複関係　第1098120・132・273号土坑と重複している。本跡が北東側の第273号土坑，西側の第109号土坑を

掘り込んでいることから，両土坑より新しい。第120・132土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1き64mタ　短径1き04mの楕円形夕　底面は長径2も34m，短径1。86mの楕円形でタ　深さは

109cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　9層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられ

る。

土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　黒褐色
6　黒褐色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物少量，ローム中ブロック微量

7　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
8　黒褐色　炭化物中量，炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
9　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

．一〆一一〆　　＼＼
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第相国　第65号土坑実測図
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遺物　縄文土器片178点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器4点，磨製石斧2点である。

第126図1は大波状口縁を呈する探鉢，3は波状口緑を呈する探鉢の口緑部片，4は深鉢の胴部片で，それぞ

れ西壁際の覆土下層から出土している。2は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，東部の覆土下層から出土

している。5・6は磨製石斧で，それぞれ西部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

ー岡一闘5－随一臨
⊂⊃

第126図　第65号土坑実測図
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第65号土坑出土遺物観察表（第ユ26図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及び文様の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 A　 2 3 ．5 胴部 の 一部欠損。胴部は内攣気味 に立 ち上が り， 目線部 は外傾 長石 ・有英 ・雲母 P lO7　 6 0 ％
縄 文 土 器 B　 4 0 ．4 す る。 4 単 位 の 太波状目線 を呈す る。波状部 は隆帯で楕 円形 の 褐色 P L ユヰ

1 C　　 8 ．7 区画 文 を施 し，区画内には結 節沈線文 と棒状工具 による綻位 の 普通

洗練 で文様 を措 出 している。胴部には結節沈線文で楕 円形状 に

区画 し，区画内 には棒状工具 による沈線 を縦位 に施 している。

2

探　　 鉢 B O ．7 ） 胴 部 か ら底部 にか けての破片。胴部 は内攣気 味に立ち上がる。 長石 ・雲母 P lO 8　 10 ％
縄 文土 器 C　 主上 6 地 文 は R L の 単節 縄 文を縦方向に施 している。 にぷ い橙色

普通

3

深　　 鉢 B （1 2 ．9 ） 波状 目線を皇する目線部片。波頂部には孔 が空けられ，その周 りを結 長有 ・石英 ・実母 T P 2 9　 5 ％
縄 文 土器 節 洗練 文を区画状に施している。波底部には渦巻文を施し，そこから 灰褐色

隆帯を垂下させている。地文はL R の単 節 縄文を縦方向に施している。 普通

4

深　　 鉢 B （8 ．0 ） 胴 部 から頚部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，頚部で外 長石 ・石英 ・雲母 T P 30　 5 ％
縄 文土器 傾する。胴部 には「Y 」字 状 の隆管を施している。隆菅 に沿って爪形 にぷい橙色

文を施している。胴部には爪形文で楕円形の区画文 を施 してい る。 普通

図版番号 券　 種
計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重義（g ）

5 磨製石斧 如蛸
4．5 ！ 2．9

（263．8） 緑色凝灰岩 基部欠損。刃部平面形は円刃でタ　両刃。 Q 19　P L 朋

6 磨製石斧 （9．2） 4．ヰ 3．1 （217の 緑色凝灰岩 基部及び，刃部欠損。 Q 20

第礪考量坑（第127～129図）

位置　調査1区の北西部，B5h2区。

規模と平面形　開口部は長径1。28m，短径は各mの楕円乳底面は長径1。94m，短径ユ。80mの円形で，深さは

57cmである。

壁　フラスコ状を里する。

底　ほぼ平坦である。

澤豊　8層に分層され，ロームブロックを多く含んでいることからタ　人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子やローム粒子微量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中鼠炭化粒子少量，焼土粒子0ローム中ブロック微量
4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック0ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
5　黒褐色　ローム中ブロック中量，炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロックe炭化粒子微量
7　暗褐色　炭化粒子中量，焼土粒子。ローム小ブロックせローム粒子少量

8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム太ブロック0ローム中ブロック微量

第相国　第66号士坑実測図
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遺物　縄文土器片258点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器7点である。第128図2は口

綾部が一部欠損する探鉢で，北壁際の底面から出土している。3は探鉢の口綾部片で，西壁際の覆土下層から

出土している。6は深鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，中央部覆土下層から出土している。7は底部が

欠損する深鉢で，東部の覆土下層から出土している。1はほぼ完形の深鉢で，南東部の覆土中層から出土して

いる。4は浅鉢の口緑部片，5は鉢の底部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

」　＿＿上－一．」

第128図　第66号土坑出土遺物実測図（1）
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第129図　第66号土坑出土遺物実測図（2）

第66号土坑出土遺物観察表（第128・129図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A　 2 0 ．0 口緑 部 の 一部 欠損 。胴 部 は 内野 気 味 に 立 ち 上 が り， 口 綾 部 は 内 長 石 ・石 英 ・雲 母 P lO9　 9 5 ％

縄 文 土器 B　 2 4 ．2 攣 す る。 ロ綾 部 に は 隆帯 が巡 る 。 口 唇 部 直 下 に は 2 つ の 穿 孔 を に ぷ い 橙 色 P L 2 4

C　　 7 ．8 施 し て い る。 胴 部 は無 文 。 普 通 底 部 網 代 痕 有 り

2

探　　 鉢 A ［1 6 ．0 ］ ロ 緑 部 ，胴 部 一 部 欠損 。胴 部 は 直線 的 に 立 ち 上 が り， 口 緑 部 は 長 石 ・石 英 ・雲 母 P llO　 70 ％

縄 文土 器 B　 2 0 ．7 内 轡 す る。 口緑 部 に は 隆帯 が 巡 り， 隆帯 の 延 長 上 に 「Ⅴ」字 状 の に ぷ い橙 色 P L 2 4

C　　 9 ．6 隆 帯 を貼 付 して い る。 地 文 は 異 条縄 文 を 縦 方 向 に施 して い る 。 普 通

3

深　　 鉢 A ［2 8 ．7 ］ 口縁 部 片 。 ロ縁 部 は 内攣 して立 ち上 が る 。 口緑 部 の 内 側 に は 稜 長石 ・雲 母 P 112　 5 ％

縄 文土 器 B （1 3 ．0 ） を持 つ 。 ロ縁 部 には 縦 位 に 条線 文 を 施 して い る 。 に ぷ い 赤褐 色

普 通

4

浅　　 鉢 B （7 ．0 ） ロ縁 都 片 。 ロ綾 部 は内 攣 して 立 ち上 が る。 棒 状 工 具 で 沈線 に よ 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ T P 3 2　 5 ％

縄 文土 器 る 渦 巻 文 や 区 画 状 の 文 様 を措 出 して い る 。 赤 色 粒 子

にぷ い褐 色 ， 普 通

内 ・外 面 赤 彩
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色諌「 焼成 備　 考

5

鉢 B （7 ．6 ） 胴部か ら底部 にかけての破片 。胴部は外傾 して立 ち上が る。胴 長石 ・石英 ・雲母 P l1 3　　5 ％

縄文土器 C 白 0 ．2 ］ 部 は無文。 にぷい黄褐 色

普通

底 部網代痕有 り

6

探　　 鉢 B 0 3 ．8 ） 目線部片。 目線部 は外傾 して立 ち上が り，口唇部で内攣す る。 長石 ・石 英 ・雲母 T P 3 1 5 ％

縄文土器 棒状工具 による沈線 で区画文 を施 した り， 3 条の沈線 を垂下 さ にぷい黄橙色

せている。地文は L R の単節縄文で縦や横方向 に施 している。 普通

7

深　　 鉢 A　 2 5 ．0 目線部，胴部の一部欠損。底部欠損 。胴 部は内攣気 味 に立 ち上 長石 ・石英 ・雲母 P ll 1　 60％

縄文土器 B （2 6 ．6 ） が り，ロ綾 部は内攣す る。 口唇部直 下には隆帯が巡 り，隆帯 に 褐色 P L 24

は指頭 に よる押圧 を加 えて いる。 また，隆帯 に沿って爪形文が

施 されている。目線部 と胴部 との境 には 2 条の沈線 と波状洗練

を巡 らしている。胴部 には洗練 と一部波状沈線 で渦巻状の文様

を持出 してい る。目線部 にはR L の単節縄文 を縦方 向に，胴 部 に

R L の単節縄文 を縦 や横方 向に施 している。

普通

第鍋考豊坑（第130。131図）

位置　調査1区の北西部，B4d3区。

重複関係　第82も196号土坑と重複しているが，両土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2。17m，短径1。58mの楕円形で，深さは40cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

應　ほぼ平坦である。

ぽッ匝　2か所。Plは北東壁際に位置し，径52cmの円形で，深さ23cmである。P2は東壁際に位置し，長

径72cm，短径53cmの楕円形で，深さ33cmである。

尊堂　7層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　褐　色

6　褐　色

7　暗褐色

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム′トブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロックeローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　縄文土器片120点，敲石1点が出土している。そのうち摘出・図示したものは縄文土器4点，敲石1点

である。第131図3は探鉢の目線部片で中央部の底面から出土している。1は深鉢の目線部から胴部にかけて

の破片で，北東部のPl内から出土している。2e4は深鉢の目線部片，6は敲石で，それぞれ中央部の覆土

上層から出土している。5は土器片円盤で覆土から出土している。

所凰　復元可能土器は，覆土上層の堆積時に一括廃棄されたものと思われる。時期は，出土土器から中期後菓

（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第相聞　第69号土坑実測図
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第131図　第69号土坑出土遣物実測図

第69号土坑出土遺物観察表（第131図）

‾Il＿；子Il享‾IIl

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・ 色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［ 3 4 ．7 ］ 口 縁 部 か ら 胴 部 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， 雲 母 P l 1 4 　 2 0 ％
縄 文 土 器 B （ 2 4 ．9 ） ロ 縁 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が る 。 口 線 部 に は 隆 帯 と 沈 線 で 楕 円 形 黒 褐 色

の 区 画 文 や 渦 巻 文 を 施 し て い る 。 区 画 内 に は 縦 位 の 太 い 沈 線 を

施 し て い る 。 胴 部 に は 縦 位 に 沈 線 を 施 し て い る 。 ま た 「 S 」 字

状 の 沈 線 を 施 し て い る 。 地 文 は 撚 糸 文 を 施 し て い る 。

普 通

2

探　　 鉢 A ［ 2 6 ．0 ］ 口 緑 部 片 。 ロ 縁 部 は や や 内 攣 し て 立 ち 上 が る 。 隆 帯 と 沈 線 に よ 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 P 1 1 5 　　 5 ％
縄 文 土 器 B （7 ． 5 ） る 渦 巻 文 と 区 画 文 を 配 し て い る 。 地 文 は R L の 単 節 縄 文 を 縦 方 に ぷ い 橙 色

向 に 施 し て い る 。 普 通

3

探　　 鉢 A ［ 1 9 ．0 ］ 口 緑 部 片 。 口 縁 部 は 内 攣 気 味 に 立 ち 上 が る 。 隆 帯 と 沈 線 で 区 画 長 石 ・石 英 ・雲 母 P l l 6 　 5 ％
縄 文 土 器 B （ 7 ．7 ） 文 を 配 し て い る 。 区 画 内 に は 縦 位 に ク シ 状 工 具 に よ る 沈 線 を 施 に ぷ い 橙 色

し て い る 。 普 通
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図版番司 器 種 巨 欄 酢 cm ラ　　　　　 器形及 び文様 の特徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　 考

4

長有 ・石英 ・実母

にぷい橙 色

普通

T P 33　 5 ％

i　　　 計測値

控　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考図版番号 呑 種 恒 （。m ） 幅k m ） 厚さ（cm ） 重量用 ）

5 ！土断 頭　 2．7
2．4 1．0 8．3 土　　　 製 2条の沈線を施し，周縁部は部分的に研磨。 D P 6

図版番号　 器　種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考長さk m 中 綿 m 恒 km ）重量ね）

6　 極　 石
8。3 7．8 3．2 200．1 安　 山　岩 側面に敲打痕。 Q 21

第割考量痍（第1320133図）

位置　調査1区北部，Blie3区。

重複関係　第76号士坑と重複している。本跡は南東側の第76号士坑に掘り込まれていることから，第76号土坑

より古い。

規模と平面形　重複していることから，規模及び平面形は一部推定で，開口部は長径1。77m，短径0。79mの楕

円形夕　底面は長径1ゆ5m　短径。脚mの楕円形で，深さは44cmである。

壁　フラスコ状を呈する．。

底　ほぼ平坦である。

尊堂　6層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられ

る。

土層解説
1褐　色　ローム太ブロックo Eトーム小ブロックやローム粒子多量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子さ炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
4　黒褐色　ローム小ブロックをローム粒子e炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子中量，ローム小ブロック微量
6　褐　色　ローム太ブロック0ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量

遺物　縄文土器片210点が出土している。そのうち抽出0図示したものは縄文土器2点である。第133図1は目

線部，胴部が一部欠損する深鉢で，中央部から西部にかけての覆土下層から出土している。2ほ深鉢の日経部

片で，中央部の覆土下層から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅲ式期）と考えられる。

第相国　第71号土坑実測図
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第133図　第71号土坑出土遺物実測図

第71号土坑出土遺物観察表（第133図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A　 2 2 ．0 ロ縁部，胴部の一部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，ロ縁 部で内攣気 長石 ・雲母 P l17　 60％
縄 文土器 B　 3 5 ．8 味 に立ち上がる。4単 位の眼鏡状把手を呈する。口唇部 直下には2条 にぷい褐色 P L 2 5

C　 l O ．2 の沈線を横位に施している。胴部には沈線で楕円形状 に区画文を施し

ている。また，隆帯を縦位 に垂下させている。口唇部直下には Lの 無節

縄文を横方向に施している。地文はLの無節縄文を縦方向に施している。

普通

2

探　　 鉢 A ［2 8 ．5 ］ 口縁部 か ら胴部にかけての破片。胴部 は内攣 して立 ち上 が り， 長石 ・雲母 ・パ ミス P l 18　 30 ％
縄文土器 B （1 8 ．8 ） ロ緑部 に至 る。口緑 部 には隆帯 を巡 らしてい る。 口綾部 の内側 にぷ い赤褐色

には稜 を持つ。地文 は R L の 単節縄文 を縦方向 に施 してい る。 普通
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第77号土坑（第134図）

位置　調査1区の北西部，B4e4区。

重複関係　本跡は北側部分を第106号土坑に掘り込まれていることから，第106号土坑より古い。また，第76・

87号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　北側部分を第106号土坑に掘り込まれていることから，規模及び平面形はともに推定で，長径

1．15m，短径1．12mの円形で，深さは45cmである。

壁　円筒状を呈し，やや外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　6層に分層され，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子少量・ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量

4　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，鹿沼パミス小ブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，鹿沼パミス小ブロック微量

遺物　縄文土器片216点，凹石1点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器1点，凹石1点

である。第134図1は探鉢の胴部片で，南部の覆土中層から出土している。2は凹石で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第134図　第77号土坑・出土遺物実測図

⊂〕
－147　－

0　　　　　　　　　10cm

L i　　－」



第77号土坑出土遺物観察表（第134図）

図 版 番 号 器　 種 計 測値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 B （2 5 ．5 ） 胴 部 片 。胴 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が る 。 2 条 か ら 3 条 の 太 い 沈 線 長 石 ・石 英 P l 19　 10 ％

縄 文 土器 を垂 下 させ て い る。 地 文 に は複 節 縄 文 を施 して いる 。 に ぷ い 褐 色

普 通

図 版 番 号 券　 種

計 測 値
石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （c m ） 重 量 （g ）

2 飯石 （凹石 ） 15 ．7 10 ．1 6 ．7 16 60 ．0 砂　　　 石 長軸の両端 を高好丁。表面 2穿 孔 ，裏面 3 穿 孔。 Q 2 4　P L 47

第79号土坑（第135・136図）

位置　調査1区の北西部，A4gO区。

重複関係　本跡は第1号遺物包含層と重複している。

規模と平面形　一部トレンチヤーによる撹乱から，規模及び平面形はともに推定で，平面形は長径2．04m，短

径1．60mの楕円形，底面は長径2．00m，短径1．58mの不整楕円形で，深さは38cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは西壁寄りに位置し，長径42cm，短径36cmの楕円形で，深さは23cmである。

（か
一／　　　＿旦＿28．5m

遺物包含層第5層

第135図　第79号土坑・出土遺物実測図
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覆土　9層に分層され，ロームブロックや粘土粒子を多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1褐　色　ローム粒子・粘土粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，炭化物・粘土粒子・鹿沼パミス小ブロック微量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック中量，粘土粒子微量
6　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子微量
8　暗褐色　ローム大ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
9　黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片315点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器5点である。第135図1は探

鉢のロ緑部から胴部にかけての破片で，北部の底面から出土している。2は探鉢の底部片，5は探鉢の胴部片

で，それぞれ南西部の覆土下層から出土している。3は探鉢の口緑部片で，東部の覆土上層から出土している。

4は探鉢の胴部片で，中央部から北部にかけての覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第136図　第79号土坑出土遺物実測図

第79号土坑出土遣物観察表（第135・136図）

図版 番号 券　 種 計測値 （c m ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A　 2 5 ．6 口緑 部 から胴部にか けての破片。 4 単位 の小波状口緑 を呈する。 長石 ・石英 ・雲母 P 120　 4 0 ％
縄 文 土 器 B （2 5 ．0 ） 口 緑 部 に　 は隆帯 と沈線で渦巻 文を配 し， 口縁部 直下には半裁 橙色 P L 2 5

竹 管 に よ る平行沈線文 を巡 ら している。胴 部には縦位の沈線や

沈線 に よる渦巻文 を施 してい る。地 文は R L の 単 節 縄文 を縦方

向に施 している。

普通

2

深　　 鉢 B （4 ．7 ） 底部 か ら胴 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上がる。胴 長石 ・石英 ・雲母 P 12 1　 5 ％
縄 文土器 C　 1 2 ．9 部 は無 文。 にぷ い橙色

普通

底部網代痕有 り

3

探　　 鉢 B （4 ．5 ） 口縁 部片。 口綾部 は外傾 して立 ち上が る。補修孔 と考 えられる 長石 ・石英 ・雲母 T P 34　 5 ％
縄 文 土器 1 つ の 穿 孔がある。無文。 にぷい黄橙色

普通

4

探　　 鉢 B （1 0 ．3 ） 胴 部片 。胴 部は外債 して立 ち上が る。 3 条 の 沈線 が巡 り， 3 条 長 石 ・石 英 ・雲母 T P 3 5　 5 ％
縄 文土器 の沈線 と波状 沈線 を垂下 させてい る。 地文は R L の 単 節縄 文 を にぷい褐色

縦 方向 に施 している。 普通

5

探　　 鉢 B （1 2 ．3 ） 胴 部 片 。胴部 は外傾 して立 ち上 が る。波状沈線 と 3 条 の 平 行 沈 長石 ・石英 ・雲母 T P 36　 5 ％
縄 文 土器 線 を巡 らし，その下方に沈線 で渦巻状 の文様を描 出 させ ている。 にぷ い黄橙色

地文は R L の 単 節 縄文 を縦方向 に施 してい る。 普通

第80号土坑（第137・138図）

位置　調査1区の北西部，A4j5区。

重複関係　本跡は東側部分を第20・26号土坑に掘り込まれていることから，第20・26号土坑より古い。
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規模と平面形　開口部は長径2．50m，短径1．70mの楕円形，底面は長径2．87m，短径2．70mの楕円形で，深さは

107cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　5層に分層され，ローム・炭化物・鹿沼パミスブロックの含有状況から，人為堆積と考えられる。
土屑解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック中量，鹿沼パミス′」、ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量，炭化物中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量

遺物　縄文土器片373点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器10点である。第137図1・3

は口緑部，胴部が一部欠損する探鉢で，それぞれ覆土下層から横位で出土している。2は底部が欠損する深鉢

で，覆土下層から横位で出土している。4は胴部が一部欠損する嚢で，覆土下層から出土している。6は浅鉢

の口緑部片で覆土下層から出土している。5は胴部から底部が欠損する深鉢，7・8・9・10は探鉢のロ緑部

片で，それぞれ覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿玉台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

第137図　第80号土坑・出土遺物実測図
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第80号出土遺物観察表（第且37のユ38図）

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形 及び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 Å 「1 ．月 目線乳 胴部の一部欠損。胴部は緩やかに外傾 して立ち上が り， 石英 ・雲母 P 12二3　 40％

縄文土器 B　 ユ7 ．0 目線部 はや や内攣 する。目線 部直下 には複列 の結節沈線文 を巡 にぷい褐色 P L 2 5

C　　 8 ．4 ら してい る。 その下 に指頭 に よる押圧 を加 えた隆管 を巡 ら して 普通

1 い る。頚部 には指頭 による押圧 を加えた隆葦 を施 してい る。胴

部 には波状洗練が巡 り，波状 の隆帯 を垂下 させてい る。 目線部

には R L の 単節縄文 を横方 向に，胴 部には R L の 単節縄 文 を縦

方向に施 している。

深　　 鉢 A ［2 2 ．6 ］ 目線 部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は外傾 して立ち上が り， 長 石∴ 有 英 ・雲母 P 12 5　 10 ％

縄文土器 B 0 8 ．2 ） 目線 部はやや内攣す る。目線部の 内側 に稜 を持 つ。口唇 部直下 にぷ い褐色

2 に は太い 2 条 の沈線 と波状の沈線 を巡 ら している。胴部 には半

裁竹管 を押 し引 きした渦巻文 を施 している。 目線部 には R L の

単節縄文 を横 方向に，胴部には L R の 単節縄文 を横方 向に施 し

てい る。

普通

深　　 鉢 A　 2 2 ．1 目線部，胴部 の一部 欠損 。 4 単 位の波状目線 を呈す る。胴部 は 長石 P 122　 9 0％

3 縄 文土器 B　 M ．3

C　　 8 ．5

外 傾 して立 ち上が り，目線部 は内攣す る。胴部 は無文で，縦方 橙 色

普通向に研 磨 している。

4

嚢

縄文土器

A　 2 9 ．2

B ［4 1 ．0 ］

胴部，一部欠損。胴部 は内攣 して立ち上が り，目線 部は 「く」

の字状 に外傾 する。口唇部は平坦 。胴部は無文。

長 石 ・石英 ・雲母

にぷ い褐色

P 12 6　 8 5％

P L 25

C　 ま2 ．6 普 通 底部網代痕有 り

5

深　　 鉢 A ［2 3 ．4 〕 胴部 の一部 欠損，底 部欠損。胴部 は外傾 して立 ち上 が り，目線 長石 。雲母 P 12 4　 70％

縄文土器 B （2 ヰ．4 ） 部 に至 る。 目線 部には隆帯が巡 る。 目線部直下 には沈線 で区画 にぷい橙色 P L 25

さ れた区画文 を施 している。目線部の隆帯 には L の無節縄文 を 普通

横方向 に，胴部 には L の 無節縄文 を縦方 向に施 してい る。

6

浅　　 鉢 B （9 ．5 ） 目線部片。 目線部 は外傾 して立ち上が る。小波状の 日経 を皇す 長石 ・雲母 P 127　　 5 ％

縄文土器 る。口唇部 は外傾 して立 ち上 がる。目線 部の内側 に稜 を持つ。 にぷい褐色 目線部 内面赤彩

目線 部は無文でタ　横方向 に研 磨 してい る。 普通

l
探　　 鉢 B （生 5 ） －波頂 部片。半裁竹管 を押 し引 き した複列 の結節沈線 文 を配 した l碁石 。石造

ノ‾′　、‾　H　　　　　　　　H　ノ′．ヽ－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
T p 17　 ら（玖
JL　　．h、、　　ヽノr　′　　　　　　　　＿ノ　　　′　ヽノ

探　　 鉢 B （生 5 ） 波頂 部片。半裁竹管 を押 し引 き した複列 の結節沈線 文 を配 した 碁石 。石造
ノ‾′　、‾　H　　　　　　　　H　ノ′．ヽ－

T p 17　 ら（玖
JL　　．h、、　　ヽノr　′　　　　　　　　＿ノ　　　′　ヽノ

7 縄 文土器 渦巻 文を施 している。 L R の単節縄 文を施 している。 にぷ い橙色

普通

深　　 鉢 B （4 ．5 ） 把手部片 。円盤状 の把手の…一部 と思 われる。 波頂部 にはキザ ミ 長有 ・有英 ・雲母 T P 38　 5 ％

8 縄 文土器 を施 している。波状 部には半裁竹管 による波状沈線 を施 してい 灰褐色

る。地文 は R L の 単節縄文 を横方向 に施 している。 普通

り

深　　 鉢 B （1 1 ．0 ） 目線部片。 目線部 は内攣 して立ち上が り， 口唇部 は外傾す る。 長石 ・雲母 T P 39　 5 ％

縄文土器 口唇部 には押庄 を加 えた隆管 を巡 らしてい る。地文 は R L の 単 灰褐色

節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

10

深　　 鉢 B （7 ．8 ） 目線部か ら頚部 にか けての破片。頚 部はやや内攣 して立ち上が 長石 ∴石英 ・雲母 T P 4 0　 5 ％

縄文土器 り，目線部 はやや夕日頃する。ロ緑 部 にはクシ状工具 による条線 暗褐 色

文を縦位 に施 している。 普 通

第酢考量坑（第139～141図）

位置　調査1区の北西部，B4e4区。

重複関係　本跡は上面を第76号土坑に掘り込まれていることから，第76号士坑より古い。

規模と平面形　開口部は長径2。09m，短径1。48mの楕円形　底面は長径。併m　短径2685mの楕円形でタ　深さは

130cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

覆羞15層に分層され，第1～5層は第76号土坑の覆土である。レンズ状に堆積していることから自然堆積と

考えられる。第6～15層は本跡の覆土で，不規則な堆積状況やロームブロック。鹿沼パミスブロックを多く含

んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック・小ブロック中量，焼土粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子多量，炭化物・炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量
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3　暗褐色　ローム中ブロック・炭化物中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　明褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム小ブロック中墓，炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック少量
5　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量
7　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

8　黒褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
9　黒褐色　ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子中量

10　暗褐色　炭化物多量，炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム粒子微量
11暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
12　褐　色　ローム粒子少量

13　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

14　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量

15　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック少量

遺物　縄文土器片220点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器11点である。第140図2は探

鉢の口緑部から胴部にかけての破片，1・3は底部が欠損する深鉢，4は波状口緑を呈する探鉢の口緑部片，

6は口綾部から頚部が欠損する深鉢，7は底部が欠損する嚢，9は探鉢の口緑部片，10は探鉢の頚部片で，そ

れぞれ中央部から南西部の底面及び覆土下層から集中して出土している。8は口緑部が欠損する浅鉢で北部の

覆土中層から出土している。5は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片，11は探鉢の口緑部片で，それぞれ覆土か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台式Ⅲ式期）と考えられる。

⑥ヾ　　　。K76
一一／！‾＼－→＼

一生29．2m

＝二三二三二二二∴‾

一二二二二三≠二∴・・⊥ニチモ∴‥

第139図　第87号土坑・出土遣物実測図
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第140図　第87号土坑出土遺物実測図（1）
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第141図　第87号土坑出土遣物実測図（2）

第87号土坑出土遺物観察表（第139～141図）

図版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［3 7 ．5 ］ 波 状 口縁 を呈 す る ロ 緑 部 片 。 ロ緑 部 は外 傾 して立 ち上 が る 。 口 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 13 0　2 0 ％

縄 文土 器 B （1 9 ．0 ） 緑 部 の 内側 に稜 を持 つ 。 波 頂 部 に は爪 形 文 を施 して い る。 ロ緑 灰 褐 色 P L 25

部 に は 隆帯 で楕 円 形 に 区 画 した 区画 間 に 「Ⅹ」 字 状 を施 して い

る。 区画 内 に は半 裁 竹 管 に よ る刺 突 文 を施 してい る。

普 通

2

探　　 鉢 A ［3 3 ．9 ］ 口綾 部 片 。 口緑 部 は や や外 傾 して 立 ち 上 が る。 口 緑 部 の 内 側 に 長 石 ・雲 母 P 133　 5 ％

縄 文 土 器 B （5 ．0 ） 稜 を持 つ 。 ロ綾 部 に は波 状 の 隆 帯 と直 線 的 な隆 帯 を巡 ら してい 橙 色

る。 波 状 の 隆 帯 に は上 下 か ら棒 状 工 具 で 交 互 に刺 突 を加 え てい

る 。 隆帯 に平 行 して波 状 の 沈線 や 直 線 的 な沈 線 を巡 ら して い る。

地 文 は L の 無 節縄 文 を横 方 向 に 施 して い る 。

普 通

3

探　　 鉢 A　 3 3 ．0 胴 部 の一 部 欠損 ，底 部 欠 損 。胴 部 は外 傾 して 立 ち上 が り，口緑 部 で内 長石 ・石 英 ・雲 母 P 129　30 ％

縄 文 土器 B　 3 5 ．7 管 す る。口 唇 部 直 下 には交 互 刺 突 に よる連 続 コの字 状 文 を巡 らして に ぷ い褐 色 P L 2 5

い る。口 唇 部 直 下 には0段 多条 でL R の 単 節 縄 文 を横 方 向 に，そ れ 以

下 には縦 方 向 に施 して いる。

普 通
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図版番号 器　 楯 計測値 k m ） 器形及び文様 の特 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

4

深　　 鉢 A ［2 1 ．8 ］ 目線 部か ら頚部 にか けての破片。頚部 は外傾 して立 ち上 が り， 長石 ・雲母 P 13 2　 20％
縄文土器 B は 0 ．2 ） 目線 部は内攣する。太波状目線 を皇す る。波状部 にはU 字状 の 黒褐色

隆帯 を貼付 し，柄 杓状の隆帯 を垂 下 させ ている。口唇部直下 に

は複列 の結節沈線 文 を施 している。地文 は L の無節縄 文 を縦方

向 に施 してい る。

普通

深　　 鉢 A は 8 ．2 ］ 目線部か ら頚部 にかけての破片 。頚部 は外 傾 して立ち上が りタ 長石 ・雲母 P lj l　 ヱ0 ％
5 縄文土器 B 0 7 ．8 ） 目線 部は内攣す る。 4 単位 の小波状 を呈 する。日録 部の内面 に にぷい橙色

稜 を持つ。日録部か ら頚部 にかけて隆帯 を垂下 させ ている。地

文はR L の単節縄 文を縦や横方 向に施 している。

普通

6

深　　 鉢 B （2 5 ．7 ） 日録部 欠損 。胴 部は外傾 しして立 ち上が る。地文 はL R の単 節 有英 ・雲母 P 134　 40％
縄文土器 C　 15 ．2 縄文 を縦方向 に施 している。 にぷい赤褐色

普通

婆 A　 3 2 ．5 日録部 から胴 部にか けての破片。胴部 は内攣 して立ち上が り，ロ 長石 ・石英 P 135　 80％

7 縄文土器 B （2 6 ．4 ） 綾部は「く」の字状 に外傾 する。 地文はR L の単節縄 文 を横方向 柱ぷい褐色 P L 25
に施 している。 普通

8

浅　　 鉢 B （6 ．2 ） 胴部か ら底部 にか けての破片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。胴 長石 ・石英 ・雲母 P lj b　 l0°。
縄文土器 C　　 9 ．9 部は無 文。 にぷ い橙色

普通

9

深　　 鉢 B （8 ．0 ） 目線部片。 目線 部はやや外傾 して立ち上が り， 口唇部 で外傾 す 長石 ・雲母 T P 4 1　 5 ％
縄文土器 る。 口唇部 は平坦 である。地文は L R の単節縄文 を縦方向 に施 黒褐色

してい る。 普通

10

深　　 鉢 B 0 2 。0 ） 頚部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は内攣 して立ち上がる。胴 長石 ・石 英 ・雲母 T P 4 3　 5 ％
縄文土器 部 と頚部 との境 に隆帯 を巡 ら している。 その隆帯 の下方には棒 にぷい橙色

状工具に よる洗練で 区画文や波状洗練 を縦位 に施 している。地

文はR L の単節縄 文を縦 方向に施 している。

普通

；
深　　 鉢 B （4 ．0 ） 目線部片 。目線 部は内攣 して立 ち上が り， 口唇部で外傾す る。 長有 ・雲母 T P 4 2　 5 ％
縄文土器 隆帯 を上 下か ら交互 に連続 した刺 突文 を施 し，刺突文 に沿 っ 灰褐色

11 て半裁 竹管 に よる平行沈線 文 を施 している。 目線 部 はR L の

単節縄 文 を横 方 向にタ　地 文は R L の単節縄 文 を縦 方向 に施 し

てい る。

普通

第納骨堂境（第142図）

位置　調査1区の北部，B4b5区。

重複関係　本跡は第81号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2。12m，短径1。76mの楕円乳底面は長径2。40m，短径2．15mの楕円形で，深さは

83cmである。

璧　フラスコ状を皇する。

應　ほぼ平坦である。

ぽッ睦1か所。Plは北東壁寄りに位置しタ径18cmの円形で，深さは9cmである。

尊皇　6層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
3　褐　色　ローム中ブロックサローム粒子中量，ローム大ブロックeローム小ブロック中量
4　暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
5　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロックeローム粒子少量
6　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム中ブロック少量

遺物　縄文土器片153点，敲石1点が出土している。そのうち抽出e図示したものは縄文土器3息敲石上点

である。第142図2は目線部から胴部が一部欠損する浅鉢で，覆土下層から出土している。1は深鉢の日経部

から胴部にかけての破片で，北部の覆土中層から出土している。3ほ波状目線を呈する深鉢の目線部片で，中

央部の覆土中層から出土している。4は敲石で，南部の覆土から出土している。

荷風　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第142図　第89号土坑・出土遺物実測図
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第80号土坑出土遺物観察表（第142回）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［3 0 ．6 ］ 目線部 か ら胴 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上 が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 13 7　 5 ％
縄文土器 B 0 2 ．8 ） 目線部 はやや外傾 する。ロ緑 部の内側 に稜 を持つ。 口唇部 は平 にぷい橙色

姐。胴部 には縄 を波状 に縦方向に押圧 してい る。地文 は R L の 普通

単節縄文 を縦方向 に施 してい る。

2

浅　　 鉢 A ［5 1 ．1 ］ 日録部か ら底部 にかけての破片 。胴 部は外 傾 して立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 139　 4 0％
縄文土器 B　 1 9 ．3 日 録部はやや内攣す る。小波状 のロ緑 を呈 する。口唇部の内側 明赤褐 色 P L 2 5

C　 1 3 ．3 には渦巻状 の隆帯 を貼付 している。目線 部か ら胴 部は無文。 普通

3

深　　 鉢 B （1 5 ．0 ） 目線 部か ら胴部 にか けての破片。波状 目線 を皇 する。胴 部はや 長石 ・石英 ・雲母 P 13 8　　 5 ％
縄文土器 や内攣 して立 ち上が り，口縁部に至 る。波状部 はやや外傾す る。 明赤褐色

胴部 には綾繰 文を縦 に施 してい る。地文 は L R の単節縄 文を横

方向 に施 している。

普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

4 敲　　 石 （15．6） 6．8 6．2 （900．0） 安　 山　 岩 自然石を素材にしている。使用痕は先端部。 Q 26

第馴考量坑（第1430144図）

位置　調査1区の北部，B4C6区。

重複関係　本跡は南側部分を第3号住居跡に掘り込まれていることから，第3号住居跡より古い。

規模と平面形　開口部は長径2ゆ33mヲ短径2。08mの不整楕円私底面は長径2。30m，短径2。22mの円形でタ深さ

は40cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

ぽット　2か所。Plは南壁寄りに位置し，径40cmの円形で，深さは63cmである。P2は酋壁寄りに位置し，

長径34cm，短径24cmの楕円形で，深さは10cmである。

覆丑　5層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブロック少量
4　褐　色　ローム太ブロック・ローム粒子多量
5　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化物少量

遺物　縄文土器片55点が出土している。そのうち抽出0図示したものは縄文土器4点である。第144図1は深

鉢のロ綾部片で，北西部の底面から出土している。4は深鉢の把手を有する目線部片で，東部の底面から出土

している。2・3は探鉢の目線部片で，それぞれ覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。
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第相国　第91号土坑実測図
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第144図　第91号土坑出土遺物実測図

第91号土坑出土遺物観察表（第144図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

」　　＿＿＿i l

図版番号器　種計測値（cm）器形及び文様の特徴胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢A［25．4］口縁部片。ロ緑部は内攣して立ち上がる。口唇部は平坦で，そ長石・雲母・パミスP140　5％

縄文土器B（3．9）こに太い沈線と爪形文を巡らしている。口唇部の突出部にはキにぷい黄橙色

ザミを施している。普通

2

探　　鉢B（8．2）口縁部片。ロ緑部はほぼ直線的に立ち上がる。口唇部は平坦。口長石・石英・雲母P141　5％

縄文土器綾部直下には沈線と隆帯を巡らしている。隆帯には指頭による押にぷい橙色

圧を加えている。地文はRLの単節縄文を横方向に施している。普通

3

探　　鉢B（5．4）口縁部片。口緑部はほぼ直線的に立ち上がる。□緑部直下には長石・雲母・赤色粒P142　5％

縄文土器指頭による押圧を加えた隆帯を巡らしている。地文はRの無節子

縄文を縦方向に施している。にぷい黄橙色，普通

4

探　　鉢B（9．7）波状口緑を呈する口緑部片。ロ綾部は内攣する。波状部には短石英・長石・雲母P143　　5％

縄文土器い隆帯を縦位に突出させ，その両側に孔を施している。孔の周にぷい赤褐色

りには隆帯を貼付し，地文はRLの単節縄文を縦方向に施して

いる。

普通

第95号土坑（第145図）

位置　調査1区の北部，B4d8区。

規模と平面形　開口部は長径1．98m，短径1．88mの円形，底面は長径2．10m，短径2．08mの円形で，深さは54cm

である。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　7層に分層され，上層は一部撹乱を受けている。ロームブロックや鹿沼パミスブロックを多く含んでい

ることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量
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遺物　縄文土器片181点，石棒1点，磨石1点，凹石1点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄

文土器4点，石棒1点，磨石1点，凹石1点である。第145図2は深鉢の口緑部から頸部にかけての破片，4

は探鉢の胴部から底部にかけての破片，7は磨石で，それぞれ北部の底面から出土している。1・5は探鉢の

口緑部片，3は石棒，6は凹石で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台式Ⅳ式期）と考えられる。

（「。 10cm

L＿＿．．．⊥．＿＿」

第145図　第95号土坑・出土遺物実測図

⊂⊃
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第95号土坑出土遺物観察表（第145図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［3 1 ．0 ］ 口緑 部 か ら胴 部 に か け て の破 片 。 胴 部 は 内 攣 して 立 ち上 が り， 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 144　 10 ％

縄 文 土器 B （1 6 ．0 ） 白 線 部 は外 傾 して 立 ち 上 が る 。 口 唇 部 直 下 には 隆 帯 を巡 ら して に ぷ い褐 色

い る。 隆 苛 に は指 頭 に よ る押 圧 を 施 して い る。 地 文 は L の 無 節

縄 文 を施 して い る。

普 通

2

深　　 鉢 A ［2 5 ．3 ］ 波 状 口 緑 を呈 す る 口緑 部 片 。 ロ綾 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が る。 小 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 14 5　 10 ％

縄 文土 器 B （1 2 ．0 ） 波 状 口 緑 を呈 す る。 口縁 部 の 内側 に稜 を持 つ 。 口 縁 部 には 隆 帯 赤 色 粒 子

で 楕 円 形 の 区 画 文 を施 して い る。 区 画 内 に は 波 状 沈線 を施 して に ぷ い橙 色

い る 。 普 通

4

深　　 鉢 B （1 2 ．0 ） 胴 部 か ら底 部 にか け ての 破 片 。 胴 部 は外 傾 して 立 ち上 が る 。 胴 長 石 ・石 英 P 146　 30 ％

縄 文 土 器 C　　 9 ．7 部 に は 「Ⅴ」字 状 の 沈 線 を施 して い る。 地 文 は R L の単 節縄 文 を 明 赤 褐 色

施 文 方 向 を 変 え る こ とに よ り，羽 状 縄 文 を施 して い る。 普 通

5

深　　 鉢 B （5 ．8 ） 口緑 部 片 。 口緑 部 は 内 攣 して 立 ち上 が る 。口唇 部 に は キザ ミを 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P 4 4　 5 ％

縄 文 土 器 施 して い る。口 唇部 直 下 に は平行 沈線 と波 状沈 線 を巡 ら して い る。 にぷ い 褐 色

地 文 は L R の単 節 縄 文 を横 方 向 に施 してい る。 普 通

図 版 番号 器　 種
計 測 値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

3 石　　 棒 （3 1．3） （14 ．8） （12．1） （894 0 ．0 ） 安　 山　 岩 軸 部 中 位 の み 遣 存 。 Q 29　P L 4 8

6 凹　　 石 9．3 8 ．4 4 ．5 40 0 ．0 安　 山　 岩 表 面 1 穿 孔 。 Q 28

7 磨　　 石 10 ．5 （4．8） （4．1） （26 0 ．0 ） 安　 山　 岩 自然 石 を素 材 に してい る。 使 用 痕 は 一側 面 。 Q 27

第96号土坑（第146図）

位置　調査1区の北部，B4d6区。

規模と平面形　開口部は長径1．10m，短径0．98mの円形，底面は長径2．00m，短径1．98mの円形で，深さは68cm

である。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　1か所。Plは中央部に位置し，径35cmの円形で，深さは19cmである。
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第146図　第96号土坑・出土遺物実測図
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